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日
にちようび

曜日

イスラエルの人
ひとびと
々は、どの戦

たたか
いでも

勝
しょうり
利をおさめていました。そして、

自
じぶん
分たちの力

ちからづよ
強い神

かみ
が助
たす
けて下

くだ
さっているか

らだということは、だれもが知
し
っていました。

敵
てき

の多
おお

くは、戦
たたか

いに出
で

てくるとき、馬
うま

や
戦
せんしゃ

車に乗
の

ってやってきました。イスラエルの
人
ひと

たちは、敵
てき

を捕
ほり ょ

虜にして彼
かれ

らの持
も

ち物
もの

や乗
の

り物
もの

を奪
うば

い、自
じぶ ん

分たちで使
つか

うこともできたは
ずです。けれども神

かみさま

様が、
そうしてはいけないとおっ
しゃいました。かれらは、
馬
うま

や戦
せんしゃ

車のおかげで戦
せんそう

争
に勝

か

てたと考
かんが

える危
き け ん

険が
ありました。しかし本

ほんとう

当は、
神
かみさま

様が彼
かれ

らを助
たす

けておら
れたから勝

か

てたのでした。
それだから、イスラエル
軍
ぐん

は、カナンの邪
じゃあく

悪な
都
と し

市との戦
たたか

いに勝
しょうり

利でき
たのでした。

カナンにはまだ倒
たお

すべ

き強
きょうりょく

力な敵
てき

がいましたが、そのころには、イ
スラエル人

びと

がカナンのほとんどの地
ちい き

域を治
おさ

め
ていました。こうして、戦

せんそう

争はしばらくの間
あいだ

な
くなりました。それぞれの部

ぶぞ く

族でカナンの地
ち

を分
わ

けるのに、ちょうどよい時
とき

でした。土
と ち

地
を分

わ

けたあとは、神
かみさま

様がふたたびイスラエル
人
びと

を助
たす

けて、のこりの敵
てき

を追
お

い払
はら

うことになっ
ていました。もしかれらが神

かみさま

様の力
ちから

に信
しんらい

頼し
て、忠

ちゅうじつ

実に自
じぶん

分たちの役
やくわり

割をはたすなら、そ
うなる日

ひ

も遠
とお

くはありませんでした。

神
かみさま

様は、それぞれの部
ぶぞ く

族に割
わ

り当
あ

てられ
た土

と ち

地を示
しめ

される前
まえ

に、
昔
むかし

モーセがある人
ひと

にし
た約

やくそく

束をヨシュアに思
おも

い
出
だ

させました。それは、
勇
ゆうかん

敢なスパイ〔密
みってい

偵〕
であったカレブとの約

やくそく

束
でした。45 年

ねんまえ

前、かれ
はヨシュアとともに、よ
い報

ほうこく

告をしました。今
いま

や
イスラエルにおいて、カ
レブとヨシュアは、いち
ばん年

としうえ

上の長
ちょうろう

老になっ
ていました。モーセはカ

上
のぼ

り下
くだ

りの時
じ だ い

代
くだくだ じ だ いじ だ い

第
だい

1 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「・・・あなたがたの仕
つか

える者
もの

を、きょう、選
えら

びなさい。ただし、

わたしとわたしの家
いえ

とは共
とも

に主
しゅ

に仕
つか

えます」。

―ヨシュア記
き

24：15

暗暗暗暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句唱聖句唱聖句唱聖句
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レブに、カナンに入
はい

ったら土
と ち

地を与
あた

えると
約
やくそく

束していました。そして今
いま

、その約
やくそく

束
が果

は

たされるべき時
とき

がきていました。

カレブが何
なに

をお願
ねが

いしたか、わかります
か？だれも征

せいふく

服できないだろうとスパイた
ちが考

かんが

えていた場
ばし ょ

所を、かれは希
きぼ う

望した
のでした。そこには巨

きょじん

人たちが住
す

んでい
て、そこの都

と し

市は、守
まも

りがとてもしっかり
していました。そのような都

と し

市を征
せいふく

服する
ことによって、カレブは若

わか

いイスラエルの
人
ひと

たちに、敵
てき

を追
お

い出
だ

すのはそんなにむ
ずかしくないことを示

しめ

そうとしていました。
ただ、力

ちからづよ

強い神
かみさま

様に信
しんらい

頼するだけでよかっ
たのです。ヨシュア記

き

14：10 －14。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様は、こんにちも同
おな

じ
ように力

ちからづよ

強いおかたですか？神
かみさま

様に忠
ちゅうじつ

実に
生
い

きてきたお年
とし よ

寄りの知
し

り合
あ

いがいたら、
その人

ひと

から、神
かみさま

様に助
たす

けられたお話
はなし

を聞
き

いてみてください。

月
げつようび

曜日

そのころ、幕
まくや
屋〔聖

せいじょ
所〕はどこにあ

りましたか？レビびとたちは、どこ
に住

す
んでいましたか？モーセは、逃

のが
れの町

まち

と呼
よ
ばれる場

ばしょ
所を、いくつかつくるように

と言
い
っていました。それは、なんのためで

したか？

しばらくのあいだ、幕
まくや

屋はギルガルとい
うところにありました。そこは、ヨルダン
川
がわ

をわたったイスラエル人
びと

たちが、最
さいしょ

初
に宿
しゅくえい

営したところでした。それから幕
まくや

屋は、
カナンの中

ちゅうしん

心に近
ちか

い、シロというところに
移
うつ

されました。そこに敵
てき

はいなかったので、

安
あんぜん

全に礼
れいはい

拝をすることができました。

レビびとたちは、ほかの部
ぶぞ く

族に割
わ

り当
あ

てられたところに住
す

んで、なおも幕
まく や

屋に関
かん

する仕
しご と

事をしていました。かれらは、いく
つの都

と し

市に住
す

んでいましたか？ヨシュア記
き

21：41。

レビびとの住
す

んでいた都
と し

市のうち、六
むっ

つは、逃
のが

れの町
まち

と呼
よ

ばれていました。
民
み ん す う き

数記 35：６。逃
のが

れの町
まち

は、ヨルダン川
がわ

の両
りょうがわ

側に三
みっ

つずつありました。どこに住
す

ん
でいる人

ひと

でも、それらの都
と し

市のどれかに、
１日

にち

でたどり着
つ

くことができました。それ
は、なんのためでしたか？ヨシュア記

き

20：

９。

人
ひとびと

々は、逃
のが

れの町
まち

について聞
き

かされて
いました。潔

けっぱく

白な〔悪
わる

いことをしていない〕
人
ひと

が危
あぶ

ない目
め

にあったら、いつでもそこ
に安
あんぜん

全に逃
のが

れることができたのでした。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様こそ、私
わたし

たちをサタ
ンから守

まも

ってくださる避
ひなんじょ

難所〔隠
かく

れ家
が

〕で
あることを、逃

のが

れの町
まち

は教
おし

えていました。
いつでも私

わたし

たちは神
かみさま

様のもとに逃
のが

れ、サタ
ンの攻

こうげき

撃から守
まも

られます。さらに神
かみさま

様は、
サタンが私

わたし

たちにもたらそうとする第
だい に

二の
死
し

からも、逃
のが

れられるようにしてくださるの
です。詩

し へ ん

篇９：９と121：７－８。

火
か よ う び

曜日

このころ、ヨシュアは100 歳
さい
をこえ

ていました。これほどの年
ねんれい
齢になっ

ても、かれは、イスラエルの人
ひと
たちのこと

が気
き
にかかっていました。彼

かれ
らの多

おお
くは、

神
かみさま
様の言

い
いつけにしたがっていませんでし
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た。悪
わる
いカナン人

びと
たちを

完
かんぜん
全にやっつける手

てだす
助けを

すると神
かみさま
様が約

やくそく
束しておら

れたのに、かれらは自
じぶん
分た

ちがやるべきことをしてい
ませんでした。いろいろな
言
い
い訳
わけ
をして、敵

てき
をやっつ

けようとしなかったのです。
カナン人

びと
たちと友

とも
だちにな

るイスラエル人
びと
も、多

おお
くい

ました。またある人
ひと
たちは、

こっそりかれらの偶
ぐうぞう
像を拝

おが

んでいました。ヨシュアが
心
しんぱい
配で気

き
がかりになったのも、無

む り
理はあり

ません。かれらのことを、とても愛
あい
してい

たのですから。

ヨシュアは、エジプトを出
で

てからの長
なが

い月
つきひ

日のことを思
おも

いました。これまで、じ
つにいろんなことが起

お

こりました。人
ひとびと

々に
とって、神

かみさま

様にまったく信
しんらい

頼するのがどれ
ほど大

たいへん

変なことかを、かれは知
し

っていまし
た。かんたんに神

かみさま

様を忘
わす

れてしまっても、
神
かみさま

様はいつでもがまんづよく彼
かれ

らを導
みちび

いて
こられたことを、ヨシュアはよく知

し

っていま
した。

自
じぶん

分が死
し

んだらどうなってしまうのだろ
うと、ヨシュアは考

かんが

えました。もういちどイ
スラエルの人

ひとびと

々に話
はな

さなくてはと思
おも

ったか
れは、指

しどうしゃ

導者と民
たみ

を呼
よ

び集
あつ

めました。ヨ

シュア記
き

23：２－３。

ヨシュアはまず、神
かみさま

様がアブラハムに、
生
う

まれ故
こきょう

郷を去
さ

るように召
め

されたときの話
はなし

をしました。それから、イサクとヤコブの
話
はなし

をしました。いつの日
ひ

か、カナンの地
ち

は、

かれらの子
しそ ん

孫のも
のになることを、
神
かみさま

様は約
やくそく

束してお
られました。ヨシュ
アは、アブラハム
の子

しそ ん

孫である人
ひと

た
ちに向

む

かって、今
いま

や神
かみさま

様が約
やくそく

束を果
は

たそうとしておられ
ると言

い

ったのでし
た。

またヨシュアは、
かれらがどれほど

簡
かんたん

単に、したがう決
けっしん

心を忘
わす

れてしまったか
を、かれらに示

しめ

しました。もしそのような
生
い

き方
かた

をつづけるならば、どうなってしま
うかについても、かれらに話

はな

しました。人
ひとびと

々
はなんと答

こた

えましたか？ヨシュア記
き

24：

16，20 － 24。

考
かんが

えてみよう：いい子
こ

になると、約
やくそく

束
したことがありますか？約

やくそく

束するのは簡
かんたん

単
ですね。しかし、そのような約

やくそく

束を守
まも

る
のを助

たす

けることができるのは、だれです
か？神

かみさま

様だけですね。それなら私
わたし

たちは、
神
かみさま

様の助
たす

けを、毎
まいにち

日お願
ねが

いすべきではな
いでしょうか？

水
すいようび

曜日

集
あつ

まりのあと、民
たみ

もヨシュアも家
いえ

に帰
かえ

り
ました。ヨシュアは、やるべきことを忠

ちゅうじつ

実
に行
おこな

いましたか？ヨシュア記
き

11：15。

ヨシュアは、110 歳
さい

で死
し

にました。イ
スラエルの人

ひと

たちは、尊
そんけい

敬する、忠
ちゅうじつ

実な
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指
しどうしゃ

導者をうしなったのでした。けれども、
長
ちょうろう

老たちが生
い

きているあいだ、人
ひとびと

々はどう
でしたか？ヨシュア記

き

24：31。ヨシュアと
の最

さい ご

後の集
あつ

まりで、かれらがどんな約
やくそく

束
をしたか覚

おぼ

えていますか？もういちど、24

節
せつ

を読
よ

んでください。

かれらは、約
やくそく

束を守
まも

りましたか？神
かみさま

様は、
約
やくそく

束を守
まも

りましたか？士
し し き

師記１：19。

結
けっきょく

局、19 節
せつ

はどういう意
い み

味なのでしょ
う？かれらは本

ほんとう

当に、神
かみさま

様の言
い

いつけを
行
おこな

いつづけることができなかったのでしょ
うか？馬

うま

や戦
せんしゃ

車をこわがる必
ひつよう

要はないこと
を、すでに神

かみさま

様は、はっきりと示
しめ

しておら
れました。神

かみさま

様が、かれらの助
たす

け主
ぬし

でした。
それなのに、神

かみさま

様にとってできないことは
何
なに

もないことを、すでに忘
わす

れていたので
す。力

ちから

は神
かみさま

様からくるものなので、神
かみさま

様
に信
しんらい

頼せず、したがっていない間
あいだ

は、とう
ぜん何

なに

もできなかったわけです。

じょじょに、イスラエル人
びと
たちは、むか

しの状
じょうたい

態に戻
もど

りつつありました。神
かみさま

様は

はっきりと、邪
じゃあく

悪なカナン人
びと
とは交

まじ

わらな
いようにと、かれらに注

ちゅうい

意しておられまし
た。それなのに、その言

い

いつけを破
やぶ

った
のでした。かれらは、ほかの神

かみがみ

々を拝
おが

む
ようなことはしないと約

やくそく

束していました。
それなのに、偶

ぐうぞう

像を拝
おが

むようになっていっ
たのです。士

し し き

師記１：32；２：11－13。

邪
じゃあく

悪な神
かみ

の敵
てき

どもは、ますます大
だいたん

胆に
〔ずうずうしく〕なっていき、もはやイス
ラエルとその神

かみさま

様を恐
おそ

れなくなっていまし
た。しかもイスラエル人

びと
たちは、安

あんぜん

全で
幸
こうふく

福になるどころか、さらに多
おお

くの問
もんだい

題を
抱
かか

えるようになっていきました。それは、
かれらのせいでしたか？それとも、神

かみさま

様の
せいでしたか？

考
かんが

えてみよう：もしかしたら、あなたのお
父
とう

さんとお母
かあ

さんも、次
つぎ

のように注
ちゅうい

意して
くれたことがあるかもしれませんね。「従

したが

っ
てもしたがわなくても、その結

けっ か

果を刈
か

りと
るのは、自

じぶ ん

分なのだからね」。ですから、
従
したが

わなかったら、かならず良
よ

くない結
けっ か

果を
かりとることになるのです。

木
もくようび

曜日

聖
せ い

書
しょ
で、ヨシュア記

き
の次
つぎ
はどの書

しょ
に

なっていますか？どうしてそれは、
士
し し き
師記という名

なまえ
前になっているのでしょ

う？士
し し
師とは、どのような人

ひと
たちのことで

したか？

ヨシュアと長
ちょうろう

老たちが死
し

んだのち、人
ひとびと

々
はすぐに、神

かみさま

様を愛
あい

し、信
しんらい

頼し、したがう
と約
やくそく

束したことを忘
わす

れてしまいました。カ
ナンの邪

じゃあく

悪な人
ひとびと

々の近
ちか

くに住
す

んで、かれ
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らと交
まじ

わってはいけないと、神
かみさま

様は注
ちゅうい

意
を与
あた

えておられました。かれらは、その言
い

いつけにしたがいましたか？士
し し き

師記３：５

－７。

そのうち、まるでみんなが、サタンにし
たがっているかのように見

み

えるところまで、
国
くにじゅう

中が悪
わる

くなってしまいました。そして、
神
かみさま

様が警
けいこく

告しておられたとおり、よくない
結
けっか

果が起
お

こってきました。しかしそれでも、
神
かみさま

様は忍
にんたい

耐しておられました。

人
ひとびと

々が悪
わる

かったと思
おも

って、ゆるしとあわ
れみを願

ねが

ったら、神
かみさま

様はかれらの願
ねが

いを
きいてくださいました。かれらを本

ほんとう

当に愛
あい

しておられたので、神
かみさま

様は、かれらを助
たす

けるために、勇
ゆうかん

敢な指
しどうしゃ

導者をえらばれま
した。オテニエルという人

じんぶつ

物でした。か
れは士

し し

師、つまり裁
さば

き人
びと
となりました。ふ

たたび平
へ い わ

和をとり戻
もど

し、安
あんぜん

全に暮
く

らせる
ようになった人

ひとびと

々は、どんなにありがたく
思
おも

ったことでしょう！士
し し き

師記３：９－

11。

ところが、オテニエルが死
し

んだ
のちは、どうなりましたか？従

したが

わな
い道

みち

を選
えら

ぶとどうなるかについて
の警

けいこく

告を、イスラエルの人
ひと

たちは
覚
おぼ

えていましたか？12 節
せつ

。

ヨシュアが死
し

んだあとの、しばらくの間
あいだ

だけでなく、長
ながねん

年にわたり、イスラエル
の人
ひと

たちは士
し し

師を必
ひつよう

要としました。そして
300 年

ねんいじょう

以上にもわたり、イスラエルの人
ひと

たちは、同
おな

じ間
まち が

違いを何
なんど

度もなんども繰
く

り
返
かえ

したのでした。

士
し し

師〔さばきづかさ〕が死
し

んですぐ
に、イスラエル人

びと
たちは、何

なん ど

度もなんど

も神
かみさま

様にそむきました。そうすると、ひど
い結

けっ か

果をかりとることになります。そして
どうしようもなくなると、悪

わる

かったと思
おも

って
神
かみさま

様に助
たす

けを願
ねが

い求
もと

めるのでした。する
と神
かみさま

様は、かれらをかわいそうに思
おも

って、
別
べつ

の士
し し

師を送
おく

られます。士
し し

師がかつやく
して、国

くに

にはふたたび平
へ い わ

和がもどって
きます。しかし、それもしばらくの間

あいだ

だ
けで、その士

し し

師が死
し

んだあとは、同
おな

じ
失
しっぱい

敗をくりかえすのでした。

考
かんが

えてみよう：たまに、言
い

うことをきか
ないで痛

いた

い目
め

にあい、泣
な

き出
だ

す子
こど も

供が
います。そのときは、自

じぶん

分のしたことを
悪
わる

かったと思
おも

い、お母
かあ

さんに助
たす

けをもと
めます。助

たす

けてもらえば、平
へいあん

安がもどって
きますが、それで本

ほんとう

当に、問
もんだい

題は解
かいけつ

決し
たと言

い

えるでしょうか？あなたが言
い

うことを
きかないときでも、お父

とう

さんとお母
かあ

さんが
忍
にんたい

耐してくれることを、あなたは感
かんしゃ

謝して
いますか？神

かみさま

様も、イスラエルの人
ひと

たちに
対
たい

して忍
にんたい

耐なさったように、私
わたし

たちに対
たい

し
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て忍
にんたい

耐してくださいます。

金
きんようび

曜日

ヨシュアが死
し
んだあと、何

なんにん
人もの

士
し し
師たちが、イスラエル人

びと
を助
たす
け

てくれました。まるでだれも、神
かみさま
様を信

しんらい
頼

してしたがっていないように思
おも
われる時

とき
も

ありました。けれども実
じっさい
際は、イスラエル

の国
くに
で起

お
こっているさまざまなことを、悲

かな

しく思
おも
っている人

ひと
たちが多

おお
くいたのです。

こんにちでも同
おな

じです。幸
こうふく

福になれる
神
かみさま

様の規
きそ く

則〔きまり〕を学
まな

ぼうとし、神
かみさま

様
の助
たす

けによって、これらの規
きそく

則にしたがお
うと努

どりょく

力している人
ひと

たちは、今
いま

でも多
おお

くい
ます。このような人

ひと

たちは、ほかのクリス
チャン仲

なか ま

間が、イエス様
さま

の言
い

いつけにし
たがおうとしないのを見

み

て、たいへん悲
かな

し
い思

おも

いをしているのです。幸
こうふく

福になるた
めの規

きそ く

則をよく知
し

らずに、これらのきまり
を破

やぶ

っている人
ひと

たちもいますが、中
なか

には、
規
き そ く

則を知
し

っていながら、したがうことが
大
だいじ

事であると思
おも

わずに破
やぶ

っている人
ひと

たちも
います。

神
かみさま

様いがいに、人
ひと

が心
こころ

の深
ふか

いところで
どのように考

かんが

え、感
かん

じているかを、分
わ

か
る人
ひと

がいるでしょうか？いませんね。です
から、ほかの人

ひと

の考
かんが

えが分
わ

かっているか
のような態

たい ど

度でその人
ひと

をさばくのは、まち
がっています。ほかの人

ひと

たちがやっている
ことを見

み

て悲
かな

しく思
おも

っても、かれらの心
こころ

の
中
なか

は分
わ

からないのですから、さばいては
いけません。人

ひと

の心
こころ

を知
し

り、正
ただ

しいさば
きができるのは、神

かみさま

様だけなのです。

では、私
わたし

たちはどうすればいいのでしょ
う？まず、その人

ひと

がだれであろうと、まち
がったことをしている人

ひと

のまねをしてはい
けません。また、もっともっとイエス様

さま

に
似
に

た者
もの

に変
か

えられるために、一
ひ と り

人ひとり
が神

かみさま

様に助
たす

けを求
もと

める必
ひつよう

要があることも、
覚
おぼ

えているべきです。さらに、自
じぶんじし ん

分自身の
ためだけでなく、ほかの人

ひと

たちのために
も祈
いの

るべきです。そして、みんなのよい
模
もは ん

範になれるよう、努
どりょく

力すべきです。ほ
かの人

ひと

たちに対
たい

しては、言
こと ば

葉で注
ちゅうい

意する
よりも、行

こうどう

動で示
しめ

してあげるほうが、もっ
と彼
かれ

らの助
たす

けになります。

ほとんどの士
し し

師たちは、よい模
も は ん

範とな
る人
ひと

たちでした。神
かみさま

様はかれらを用
もち

いて、
どんなに小

ちい

さくて害
がい

がないように思
おも

われる
罪
つみ

でも、サタンはこれらの罪
つみ

を利
りよ う

用して、
人
ひとびと

々を滅
ほろ

ぼそうとしていることを、イスラ
エルの人

ひと

たちに分
わ

からせようとしておられ
たのでした。

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！
★ヨシュア記

き

13 － 24 章
しょう

★士
し し き

師記１- ２章
しょう

；３：１－６

★人
じんるい

類のあけぼの下
げ か ん

巻 p.137-191
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ジェシカおばさんは、久
ひさ
しぶりに

三
さんにん
人の姪

めい
〔兄
きょうだいしまい
弟姉妹の娘

むすめ
〕たち

の家
かぞく
族を訪

おとず
れようとしていました。もう

大
おとな
人になっていた姪

めい
たちには、合

あ
わせると

七
しちにん
人の子

こども
供たちがいて、全

ぜんいんおんな
員女の子

こ
でし

た。たがいに姉
しまい
妹であり、いとこ同

どうし
士で

ある彼
かのじょ
女たちは、ジェシカおば

さんが来
く
るのをとても楽

たの
しみに

していました。大
おお
おばさんであ

る彼
かのじょ
女に、いちども会

あ
ったことは

ありませんでしたが、話
はなし
にはよく聞

き

いていたので、もうすでに、彼
かのじょ
女のこと

をよく知
し
っている気

き
になっていました。ひ

とつはっきり分
わ
かっていたのは、ジェシカ

おばさんがとてもお金
かねも
持ちであるというこ

とでした。これまで彼
かのじょ
女は一

ひとり
人ひとりに、

誕
たんじょうび
生日やクリスマスのカードやプレゼント

を、なんども送
おく
ってくれていました。そし

てついに、ジェシカおばさん本
ほんにん
人に会

あ
うこ

とになったのでした。

手
てが み

紙の中
なか

で、ジェシカおばさんは、「い
ちばん駅

えき

に近
ちか

い、サマーフィールド家
け

で
会
あ

いましょう。長
なが

くはいられないので、み
んな午

ご ご

後４時
じは ん

半までには集
あつ

まってください
ね。三

さんにん

人の姪
めい

たちに会
あ

いたいし、夏
なつやす

休み
には、七

しちにん

人の女
おんな

の子
こ

たちの中
なか

からひとり
選
えら

んで、カリフォルニアへいっしょに旅
りょこう

行
したいと思

おも

っています。」

女
おんな

の子
こ

たちがわくわくしていたのも、

無
む り

理はありません。みんな学
がっこう

校が終
お

わる
と、サマーフィールド家

け

方
ほうめん

面のバス乗
の

り場
ば

へと急
いそ

ぎました。ジェシカおばさんは時
じか ん

間
におくれるのが嫌

きら

いなことを、お母
かあ

さんた
ちはよく覚

おぼ

えていて、学
がっこう

校が終
お

わったらぐ
ずぐずしないで急

いそ

ぐようにと、女
おんな

の子
こ

たち
に注
ちゅうい

意していました。

バス乗
の

り場
ば

に向
む

かって歩
ある

いているあい
だ、女

おんな

の子
こ

たちは、ジェシカおばさんの
ことを話

はな

したり、カリフォルニア旅
りょこう

行に
はだれが選

えら

ばれるかなどについて話
はな

したりしていました。

サリー・ブロンソンは、「私
わたし

がい
ちばん年

としうえ

上よ！」と誇
ほこ

らしげに言
い

い
ました。「だから、旅

りょこう

行には私
わたし

が
選
えら

ば れると思
おも

うわ。」

すると、ジェシカ・サマーフィールドが、
「でも、私

わたし

がいちばんおばさんに似
に

てい
るって、お母

かあ

さんたちが言
い

ってたわ」と笑
わら

いながら言
い

いました。「だから、私
わたし

が選
えら

ば
れると思

おも

わない？」

サリーの妹
いもうと

のロレッタも負
ま

けてはいませ
ん。「きっと私

わたし

が選
えら

ばれるはずよ。だって、
私
わたし

はいちばん年
としうえ

上でもなく、いちばんお
ばさんに似

に

ているわけでもなく、おばさん
と同
おな

じ名
なま え

前でもないからよ。」

おまけに彼
かのじょ

女が、「カリフォルニアから、
みんなに絵

え

はがきを送
おく

るわね」と言
い

った
ので、みんな大

おおわら

笑いしました。

お話しひろば お
ジェシカおばさんの選

え ら

び―パート１
エイミー・シェラード
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だれもが、あのすてきな旅
りょこう

行に自
じぶ ん

分が
選
えら

ばれるべき理
りゆ う

由を考
かんが

えていました―ベ
ス以

いがい

外のだれもが。

「ベス、あなたはどうなの？」マイラ・
サマーフィールドがたずねます。「ジェシ
カおばさんは、あなたを選

えら

ぶんじゃない
かしら？」

ベスは、いとこたちに追
お

いつこうとけん
命
めい

に歩
ある

きながらも、なんども後
うし

ろをふり
返
かえ

っています。ベスが口
くち

をひらきました。
「ごめんなさい！よく聞

き

いてなかったの。
あそこのグレーの服

ふく

を着
き

たおばあさんが
気
き

になって。見
み

て、青
あお

い羽
はね

かざりのつい
た帽

ぼう し

子をかぶっているおばあさんよ。な
にかとても心

しんぱい

配して、困
こま

っているように見
み

えるんだけど。」

「もう、ベスったら！」いとこのアンがせ
かします。「あのおばあさんだったら、きっ
と大
だいじょうぶ

丈夫よ。たぶん、だれかを待
ま

ってい
るんだわ。おくれたら、お母

かあ

さんにしから
れるわ。急

いそ

ぎましょう。」

「いいえ！」ベスは決
けっしん

心しました。「私
わたし

は、
あのおばあさんが本

ほんとう

当に大
だいじょうぶ

丈夫かどうか、
見
み

に行
い

ってくるわ。みんなは先
さき

に行
い

って
ちょうだい。あとで追

お

いつくから。だめな
ら次
つぎ

のバスで行
い

くわ。」

アンは首
くび

を横
よこ

にふってから、ほかのい
とこたちと急

いそ

ぎました。「まったく、ベスら
しいわ。言

い

っても聞
き

かないんだから。」ア
ンがそう言

い

うと、ほかの女
おんな

の子
こ

たちはうな
ずきました。

（つづく）
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日
にちようび

曜日

イスラエルの人
ひと
たちは、ふたたび苦

くる

しい目
め
にあっていました。こんど

は、大
たいへん
変な苦

くる
しみでした。ですから、す

ぐにでも助
たす
けが必

ひつよう
要でした。

邪
じゃあく

悪で残
ざんこく

酷なミデアン人
びと

たちが、たび
たびイスラエルに入

はい

ってきては、畑
はたけ

を荒
あ

らしたり、だいじな食
た

べ
物
もの

をうばったりしていまし
た。イスラエル人

びと

の家
か ち く

畜
〔動

どうぶつ

物〕をうばったり、殺
ころ

したりもしていました。イ
スラエルの人

ひと

たちは、こ
のいじわるなミデアン人

びと

と戦
たたか

って、敵
てき

を追
お

い払
はら

お
うとしましたが、そのた
びに負

ま

けてしまっていま
した。その結

け っ か

果、多
おお

く
のイスラエル人

びと

が殺
ころ

され
てしまいました。もはや
自
じぶん

分の家
いえ

にいるのは安
あんぜん

全
でなくなったので、人

ひとびと

々

は敵
てき

に見
み

つからないように逃
に

げ隠
かく

れして
いたのでした。

一
いったい

体どこに隠
かく

れていたのでしょう？どうし
て、こんなに苦

くる

しい目
め

にあわなければな
らなかったのでしょう？士

し し き

師記６章
しょう

の１節
せつ

と２節
せつ

を読
よ

んでください。

聖
せい く

句の初
はじ

めに、問
もんだい

題の原
げんいん

因が書
か

かれて
いますね。イスラエルの人

ひと

たちにはなん
ども注

ちゅうい

意していましたから、サタンにした
がうことを選

えら

んだかれ
らを、神

かみさま

様は祝
しゅくふく

福す
ることができなかっ
たのです。

これと似
に

たようなこ
とは、前

まえ

にもありまし
たか？そう、ありまし
たね。

これと同
おな

じような
問
もんだい

題は、これまでに
何
なんど

度もなんども起
お

こっ
ていました。まず、
民
たみ

が神
かみさま

様にしたがわ
ず、そのために悩

なや

み

ギデオンの召
め

し

第
だい

2 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「わたしが恐
おそ

れるときは、あなたにより頼
たの

みます」。

―詩
し へ ん

篇 56：３

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句



10

苦
くる

しむことになります。すると人
ひとびと

々は悪
わる

かっ
たと思

おも

って、神
かみさま

様に助
たす

けを求
もと

めます。そ
のとき人

ひとびと

々は、神
かみさま

様の規
き そ く

則に従
したが

うことを
約
やくそく

束します。そのようなかれらを神
かみさま

様は憐
あわ

れんでくださり、しばらく平
へい わ

和に過
す

ごせる
ようになります。ところがじきに、かれら
はまた神

かみさま

様にそむき、同
おな

じ問
もんだい

題をくりかえ
すのです。このとき、神

かみさま

様はどうなさいま
したか？士

し し き

師記６：７－10。

預
よげんしゃ

言者の言
い

ったことは、すべて本
ほんとう

当で
した。こんどこそ神

かみさま

様は、かれらを苦
くる

しむ
ままに放

ほう

っておかれたでしょうか？それが、
当
とうぜん

然の報
むく

いでしたから。神
かみさま

様がどうなさっ
たかについては、明

あ す ま な

日学んでいきましょう。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様は、仕
しか え

返しをしたが
りますか？もしだれかに傷

きず

つけられたら、
私
わたし

たちは、その人
ひと

を傷
きず

つけたいと思
おも

うこと
がよくあります。神

かみさま

様もそうでしょうか？そ
れだから神

かみさま

様は、イスラエルの人
ひと

たちを
祝
しゅくふく

福なさらなかったのでしょうか？

月
げつようび

曜日

ギデオンは、強
つよ
くて勇

ゆうかん
敢な若

わかもの
者でし

た。ある日
ひ
かれは、静

しず
かな場

ばしょ
所

に隠
かく
れて仕

しごと
事をしていました。ミデアン人

びと

に見
み
つかりたくなかったからです。だれに

も見
み
つからないと思

おも
っていた場

ばしょ
所で、かく

していた麦
むぎ
の脱
だっこく
穀〔殻

から
を穂

ほ
からとりはな

す作
さぎょう
業〕をしていたのでした。

なぜイスラエル人
びと

は、こんなに苦
くる

しまな
くてはいけないのだろうかと、ギデオンは
考
かんが

えていました。どうしてミデアン人
びと

を追
お

い払
はら

うことができなかったのだろう？兄
にい

さ

んたちは、ミデアン人
びと

と戦
たたか

って、みんな死
し

んでしまった。今
いま

や家
かぞ く

族の中
なか

で、残
のこ

ってい
る息

むすこ

子は自
じぶん

分だけになった。なぜ神
かみさま

様は、
イスラエル人

びと

を勝
か

たせてくださらなかった
のだろう？

仕
し ご と

事と考
かんが

えごとに夢
むちゅう

中になり、ギデオ
ンは、見

み し

知らぬ人
ひと

があらわれて、近
ちか

くの
木
き

の下
した

にすわっていることに気
き

づきませ
んでした。見

み し

知らぬ人
ひと

が話
はな

しかけたの
で、ギデオンは、びっくりして目

め

をあげま
した。見

み し

知らぬ人
ひと

はなんと言
い

いましたか？
そして、ギデオンはなんと答

こた

えましたか？
士
し し き

師記６：11－13。

それから、見
み し

知らぬ人
ひと

はギデオンをまっ
すぐ見

み

つめて、ふたたび何
なに

かを言
い

いまし
た。14 節

せつ

。

これまでギデオンは、なんどもミデアン
人
びと

と戦
たたか

っていて、すでに敵
てき

からも味
みか た

方から
も、勇

ゆうかん

敢な戦
せん し

士として知
し

られていました。
しかし彼

かれじしん

自身は、自
じぶ ん

分がイスラエル軍
ぐん

の
大
たいしょう

将になろうとは、夢
ゆめ

にも思
おも

っていません
でした。ギデオンはどのような返

へん じ

事をし、
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さらに見
み し

知らぬ人
ひと

は、どのように答
こた

えまし
たか？15 －16 節

せつ

。

話
はなし

を聞
き

いているうちに、この見
み し

知らぬ人
ひと

は、ただ者
もの

ではないことが分
わ

かってきまし
た。しかし、本

ほんとう

当にだれなのだろう？その
人
ひと

は、神
かみさま

様からのメッセージを語
かた

っていた
のだろうか？もしかしたら、天

てん し

使なのだろ
うか？つぎに、ギデオンはどんな質

しつもん

問をし、
見
み し

知らぬ人
ひと

はどのように答
こた

えましたか？17

－18節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：供
そな

え物
もの

をとりに家
いえ

へ帰
かえ

る
途
とちゅう

中、ギデオンはどんな気
きもち

持でいただろう
と思

おも

いますか？困
こま

っていた？恐
おそ

れていた？
それとも、わくわくしていたでしょうか？さ
ぞ、見

み し

知らぬ人
ひと

の正
しょうたい

体を知
し

りたいと思
おも

った
ことでしょう。

火
か よ う び

曜日

供
そ な

え物
もの
を用
ようい
意しに家

いえ
へと急

いそ
いでい

たギデオンは、多
おお
くのことを思

おも
い

めぐらしていたことでしょう。家
いえ
へ帰
かえ
って

戻
もど
ってくるのに、しばらく時

じかん
間がかかりま

したが、ようやく準
じゅんび
備ができました。

テレビンの木
き

のところに戻
もど

ってくると、
見
み し

知らぬ人
ひと

は約
やくそく

束どおり、ギデオンを待
ま

っ
てくれていました。士

し し き

師記６：19 － 20。

ギデオンは言
い

われるままに、岩
いわ

の上
うえ

に
食
た

べ物
もの

をおいて、その上
うえ

にスープをかけ
ました。それからかれは、見

み し

知らぬ人
ひと

が
杖
つえ

を伸
の

ばして、それにさわるのを見
み

てい
ました。すると、何

なに

が起
お

こりましたか？21

節
せつ

。

するとすぐに、ギデオンは、自
じ ぶ ん

分が
神
かみさま

様と話
はな

していることが分
わ

かりました。雲
くも

の中
なか

からイスラエル人
びと

を導
みちび

き、これまで
何
なんど

度もなんども、ご自
じぶん

分の民
たみ

のためにもの
すごい奇

きせ き

跡を行
おこ

なわれた神
かみさま

様です。その
ことに気

き

づいたギデオンは、どんな気
き も

持
ちになりましたか？22 － 23 節。

もし神
かみさま

様が、とても輝
かがや

かしい姿
すがた

であらわ
れておられたら、ギデオンは死

し

んでしまっ
たことでしょう。しかし神

かみさま

様は、ギデオン
が怖

こわ

がらないように、また死
し

ぬことのな
いように、ご自

じぶ ん

分の栄
えいこう

光を隠
かく

されたので
した。もしギデオンが神

かみさま

様に信
しんらい

頼するな
ら、神

かみさま

様はかれを用
もち

いて、イスラエル人
びと

を邪
じゃあく

悪で残
ざんこく

酷な敵
てき

から自
じゆ う

由にしてあげる
つもりでした。ギデオンはどのようにして、
尊
そんけい

敬と感
かんしゃ

謝の心
こころ

をあらわしましたか？24

節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：ギデオンは、自
じぶん

分がつくっ
た祭

さいだん

壇を「主
しゅ

はシャローム」と呼
よ

びました。
つまり、「主

しゅ

は平
へい わ

和」という意
い み

味です。私
わたし

たちの世
せかい

界には、平
へいわ

和のない場
ばしょ

所も多
おお

くあ
りますが、イエス様

さま

を選
えら

び、かれの助
たす

け
に頼

たよ

って、幸
こうふく

福の規
きそ く

則にしたがうことを選
えら

ぶなら、私
わたし

たちは歩
ある

くのを恐
おそ

れる必
ひつよう

要があ
るでしょうか？

水
すいようび

曜日

ギデオンが、残
ざんこく
酷な敵

てき
であるミデア

ン人
びと

からイスラエル人
びと

を自
じゆう
由にす

るのを助
たす
けてくださると、神

かみさま
様はすでに話

はな

しておられました。しかしその夜
よる
、神
かみさま
様は

ふたたび語
かた
られたのです。そしてギデオン
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に、つぎに何
なに
をするように言

い
われましたか。

士
し し き

師記６：25 － 26。

神
かみさま

様がやるようにとおっしゃったこと
は、どちらかといえば恐

おそ

ろしいことでし
た。毎

まいあさ

朝、町
まち

の人
ひとびと

々は、かれの父
ちちおや

親がつ
くった祭

さいだん

壇のところへ行
い

き、バアルの神
かみ

を
礼
れいはい

拝していました。その祭
さいだん

壇と偶
ぐうぞう

像がこわ
されているのを町

まち

の人
ひと

たちが見
み

たら、ま
ただれがそれをやったかを知

し

ったら、か
れらはカンカンに怒

おこ

って自
じぶん

分を殺
ころ

すだろう
と、ギデオンは思

おも

いました。

しかしそれでも、こんどの新
あたら

しい指
しどうしゃ

導者
は、偶

ぐうぞう

像の神
かみ

を拝
おが

むことも頼
たよ

ることもしな
いということを、イスラエルの人

ひとびと

々に分
わ

からせる必
ひつよう

要がありました。その人
じんぶつ

物は、
本
ほんとう

当の神
かみさま

様だけにしたがうということを、
みんなに分

わ

からせなくてはいけませんでし
た。

その夜
よる

、ギデオンは 10 人
にん

の召
めしつか

使いを
起
お

こして、今
いま

から自
じぶん

分がすることを彼
かれ

らに
告
つ

げました。どうして朝
あさ

まで待
ま

たなかった
のですか？27 節

せつ

。

つぎの朝
あさ

、人
ひとびと

々がいつものようにバアル
を拝
おが

みにやってくると、信
しん

じられない光
こうけい

景
を目

め

にしました。大
だい じ

事な偶
ぐうぞう

像がなくなって
いたのです！祭

さいだん

壇もなくなっていました！代
か

わりに別
べつ

の祭
さいだん

壇があって、かれらの木
き

の
偶
ぐうぞう

像が、その上
うえ

で燃
も

やされていたのです！
人
ひとびと

々は、ギデオンの父
ちちおや

親に、何
なに

をしなさ
いと言

い

いましたか？28 － 30 節
せつ

。

ギデオンの思
おも

っていたとおり、かれの
仕
しわ ざ

業だと知
し

った人
ひとびと

々はカンカンに怒
おこ

って、
かれの死

し

を求
もと

めました。それでも彼
かれ

は、
神
かみさま

様に信
しんらい

頼してしたがうことを選
えら

んだので

した。そして今
いま

、神
かみさま

様はどうやって、みん
なの考

かんが

えを変
か

えられるのだろうと、ギデオ
ンは考

かんが

えたことでしょう。

考
かんが

えてみよう：あなたも、ギデオンのよ
うな、勇

ゆうかん

敢な人
ひと

になりたいですか？子
こ ど も

供
たちは、どうやって勇

ゆう き

気を出
だ

すことを学
まな

ん
でいくのか知

し

っていますか？したがうことに
よって、学

まな

んでいくのです。とくに、ほか
の子

こども

供たちがしたがわないで勝
かって

手なことを
しているとき、自

じぶん

分だけしたがうのは勇
ゆう き

気
がいります。

木
もくようび

曜日

ギデオンが偶
ぐうぞう
像の祭

さいだん
壇をこわした

ので、オフラの人
ひとびと
々は怒

おこ
って、か

れを殺
ころ
そうとしました。父

ちちおや
親のヨアシに向

む

かって、「ギデオンをここに引
ひ
き出

だ
せ！」と

叫
さけ
びました。「こんなことをする奴

やつ
は、殺

ころ

してしまえ！」といって、かれの命
いのち
を求
もと
め
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ました。しかしヨアシは、このことについ
て思
おも
いめぐらしていました。そして人

ひとびと
々に

向
む
かって、ある質

しつもん
問をぶつけたのでした。

質
しつもん
問された人

ひとびと
々は、なんと答

こた
えてよいか分

わ

かりませんでした。士
し し き

師記６：30 － 31。

ヨアシの言
い

うことはもっともだ、と思
おも

いま
した。バアルは力

ちから

ある神
かみ

であるはずなの
に、数

すうにん

人の男
おとこ

たちがその祭
さいだん

壇をこわして、
木
き

の偶
ぐうぞう

像を祭
さいだん

壇のまきにするのを防
ふせ

げな
かったのです。なんと、情

なさ

けないことでしょ
う！町

まち

の人
ひとびと

々はすぐに考
かんが

えを変
か

えて、ギデ
オンを殺

ころ

すのをやめました。

それぞれの家
いえ

に戻
もど

ったかれらは、バア
ルを拝

おが

むのが、どれほどばかばかしいか
を思

おも

い知
し

ったはずです。自
じぶ ん

分で自
じぶ ん

分を守
まも

れない神
かみ

が、それを拝
おが

む人
ひとびと

々を守
まも

ること
ができるだろうか？かれらは、すぐにとく
べつな守

まも

りを必
ひつよう

要としていました。かれら
の敵
てき

は、どのようなことをしていましたか？
33 節

せつ

。

またまた、よくないことが起
お

ころうとして
いました。ミデアン人

びと

がどれほど邪
じゃあく

悪で、
残
ざんこく

酷で、しかも強
きょうりょく

力な敵
てき

であるかは、もう
みんながよく分

わ

かっていることでした。

神
かみさま

様は、ミデアン人
びと

やアマレク人
びと

に対
たい

し
て、忍

にんたい

耐しておられました。何
なん ど

度もなんど
も、何

なんねん

年もなんねんも、かれらが悔
く

い改
あらた

めて、悪
あく じ

事をやめる機
きか い

会〔チャンス〕を
あたえておられたのでした。ところが、す
べての機

きか い

会はむだになりました。かれら
は天

てん

の神
かみさま

様をあざけり、ばかにしたので
した。かえって彼

かれ

らは、機
きかい

会のあるたびに、
イスラエル人

びと

を痛
いた

めつけて滅
ほろ

ぼそうと考
かんが

え
ていました。そんなことを、神

かみさま

様がおゆる

しになると思
おも

いますか？いいえ、とんでも
ないですね。

考
かんが

えてみよう：敵
てき

がどんなに強
きょうりょく

力である
かを、ギデオンはよく分

わ

かっていました。
神
かみさま

様から言
い

われたことを思
おも

い出
だ

したギデオ
ンは、どんな気

き も

持ちになっただろうと思
おも

い
ますか？ほんとうに信

しんらい

頼することを、かれ
は知

し

っていましたか？

金
きんようび

曜日

敵
てき

は、何
なんまん

万という大
たいぐん

軍でせまってきまし
た。イスラエルが戦

たたか

うべき時
とき

がきたこと
を、ギデオンは知

し

っていました。かれは
まず、何

なに

をしましたか？士
し し き

師記６：34 －

35。アビエゼル人
びと

というのは、ギデオン
の氏

しぞ く

族の人
ひとびと

々で、かれらがまず、ギデオ
ンの軍

ぐんたい

隊に加
くわ

わりました。

大
おおぜい

勢のイスラエル人
じんへいし

兵士があつまりまし
た。それは、ひじょうに大

おお

きな軍
ぐんたい

隊に見
み

え
ました。しかしそれでも、敵

てき

の軍
ぐんたい

隊と比
くら

べ
たら、とても小

ちい

さいものでした。ギデオン
の軍

ぐんたい

隊よりも、敵
てき

の軍
ぐんたい

隊は、兵
へい し

士の数
かず

で
ははるかにまさっていました。

ギデオンは勇
ゆうかん

敢で強
つよ

い兵
へ い し

士でしたが、
神
かみさま

様が奇
きせ き

跡を起
お

こしてくださらなければ、
かれの軍

ぐんたい

隊は勝
か

ち目
め

がないことを知
し

って
いました。神

かみさま

様は、共
とも

にいてくださると
約
やくそく

束しておられましたが、この戦
たたか

いはたし
かに神

かみさま

様の計
けいかく

画であることを、はっきり知
し

らなくてはならないと思
おも

いました。そこで、
神
かみさま

様にしるしを求
もと

めました。それは、どん
なしるしでしたか？36 節

せつ

と 37 節
せつ

。

その日
ひ

の夜
よる

、ギデオンはあまり眠
ねむ

れな
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かったことでしょう。それでも、つぎの朝
あさ

は早
はや

く起
お

きました。起
お

きてから、最
さいしょ

初に
何
なに

をしたと思
おも

いますか？求
もと

めていたしるし
は、ありましたか？38 節

せつ

。

神
かみさま

様は、ギデオンが求
もと

めたとおりのこと
を、してくださいました。ところが、べつ
の考
かんが

えがギデオンの心
こころ

に浮
う

かびます。羊
ひつじ

の毛
け

をぬらしたのは、本
ほんとう

当に神
かみさま

様だった
のだろうか？それとも、羊

ひつじ

の毛
け

は水
みず

を吸
す

い
やすいので、自

しぜ ん

然にぬれたのだろうか？
もし羊

ひつじ

の毛
け

だけがかわくようにできたな
ら、それこそ本

ほんとう

当の奇
きせ き

跡だ、とかれは思
おも

いました。もう一
いちど

度しるしをお願
ねが

いしたら、
神
かみさま

様はいやがるだろうか？気
き

がとがめまし
たが、もういちどお願

ねが

いすることにしまし
た。39 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：ギデオンが神
かみさま

様を信
しんらい

頼す
ることができるように、すでに神

かみさま

様はどん
なことをしておられましたか？私

わたし

たちが求
もと

めるなら、いつでも神
かみさま

様はしるしを与
あた

えて
くださいますか？

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★士
し し き

師記６章
しょう

★人
じんるい

類のあけぼの下
げ か ん

巻 p.191-195
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ベスは、おばあさんのところへ引
ひ

きかえしました。「あのー・・・」
彼
かのじょ
女は思

おも
いきって尋

たず
ねました。

「なにかお手
てつだ
伝いしましょうか？」

上
じょうひん

品なおばあさんは、「どうも
ありがとう！」と叫

さけ

んでから、つ
ぎのようなお話

はなし

をしました。「と
てもうれしいわ。実

じつ

は、30 分
ぷん

くらい前
まえ

に、メガネがこわれてし
まったの。そしたら、目

め

がよく見
み

えないの
で、どこへ行

い

ったらいいか分
わ

からなくなっ
ちゃって。メガネ屋

や

さんでは、明
あ す

日まで直
なお

らないって言
い

われたの。」

ベスはおばあさんに、「私
わたし

にできること
なら、なんでもお手

てつだ

伝いしますよ」と言
い

い
ました。「私

わたし

の腕
うで

につかまっていただいた
ら、どこにでも連

つ

れていってあげますから、
行
い

きたいところを
おっしゃってくださ
いな。」ちらっと後

うし

ろをふりむいたら、

もういとこたちの姿
すがた

はありませんでした。

「まずはどこかに腰
こし

をおろして、熱
あつ

いお
茶
ちゃ

かなにかを飲
の

んで、落
お

ちつきたいわ。」
おばあさんがベスに言

い

いました。「つぎ
に、郵

ゆうびんきょく

便局へ行
い

って切
きって

手を何
なんまい

枚か買
か

って、
手
てが み

紙をいくつか送
おく

りたいの。それからタ
クシーに乗

の

って、目
もくてきち

的地まで行
い

きたいん
だけど、お嬢

じょう

ちゃん、ほんとうに時
じ か ん

間は
大
だいじょうぶ

丈夫なの？」

ベスは、おばあさんの手
て

を引
ひ

いて、ゆっ
くりすわってお茶

ちゃ

が
飲
の

めるお店
みせ

に案
あんない

内
しながら、「もちろ
ん、大

だいじょうぶ

丈夫ですよ」
と答
こた

えました。

しばらく休
やす

んでか
ら、ふたりは切

きって

手を買
か

いに郵
ゆうびんきょく

便局へ行
い

き、
手
てが み

紙をいくつか送
おく

りました。それから、タ
クシーを呼

よ

びました。こうして、おばあさ
んは安

あんぜん

全に目
もくてきち

的地まで行
い

けることになりま
した。おばあさんは、タクシーの座

ざせ き

席で
くつろいでいましたが、きゅうに、はっと
して姿

しせ い

勢を正
ただ

しました。自
じぶん

分を助
たす

けてくれ
た親
しんせつ

切な女
おんな

の子
こ

の、名
なま え

前すら聞
き

いていな
かったことを思

おも

い出
だ

したのです。そのこと
に気

き

がついて残
ざんねん

念に思
おも

いましたが、もう
手
ておく

遅れです。

サマーフィールド家
け

では、６人
にん

のいとこ
たちが、リビングの窓

まど

から外
そと

を見
み

ていまし

お話
はな

しひろば お
ジェシカおばさんの選

え ら

び―パート２
エイミー・シェラード

ジェシカおばさんに初
はじ

めて会
あ

うこと
になっていた７人

にん

の女
おんな

の子
こ

たちは、
約
やくそく

束の場
ばしょ

所へと急
いそ

いでいました。とこ
ろがベスは、なにか困

こま

っている様
よう す

子
のおばあさんを助

たす

けるために、ひとり
だけ取

と

り残
のこ

されたのでした。
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た。ジェシカおばさんが来
く

るのを今
いま

か今
いま

かと首
くび

を長
なが

くして待
ま

ちながら、ベスが遅
おく

れ
やしないだろうかと、はらはらしていたの
でした。

「タクシーがきたわ！」家
いえ

の前
まえ

にタクシー
が止

と

まると、みんながいっせいに叫
さけ

びま
した。おばあさんが車

くるま

から降
お

りるのを、
運
うんてんしゅ

転手が手
てつ だ

伝ってあげています。そのお
ばあさんは、グレーのスーツを着

き

ていて、
青
あお

い羽
はね

かざりのついた帽
ぼう し

子をかぶってい
ました。女

おんな

の子
こ

たちは、はっと息
いき

をのみま
した。「あっ、あれはベスが助

たす

けに行
い

った
おばあさんだわ！あのおばあさんが、ジェ
シカおばさんだったんだ・・・！」

タクシーが去
さ

って、ジェシカおばさんが
家
いえ

に向
む

かって歩
ある

き始
はじ

めると、すぐにもう
一
いちだい

台の自
じどうしゃ

動車がやってきました。その車
くるま

には、ベスと彼
かのじょ

女のお父
とう

さんが乗
の

ってい
ました。車

くるま

から降
お

りながら、「ちょうどいい
ところに、お父

とう

さんが通
とお

りかかってくれて、
本
ほんとう

当によかったわ！」とベスが言
い

いました。

前
まえ

を歩
ある

いていたおばあさんは、立
た

ち止
と

まってふりむきました。おばあさんが、「あ
ら、まあ！」と叫

さけ

ぶと、彼
かのじょ

女のほうを見
み

た
ベスの顔

かお

も、おどろきの表
ひょうじょう

情になりました。
しかしすぐに、喜

よろこ

びに顔
かお

を輝
かがや

かせたので
した。「その明

あか

るい陽
よう き

気な声
こえ

で、お嬢
じょう

ちゃ
んだとすぐに分

わ

かったわ！」それからジェ
シカおばさんは、ふたたびベスの腕

うで

をとり、
ふたりでいっしょに家

いえ

の中
なか

へ入
はい

っていきま
した。

ジェシカおばさんが、ベスの耳
みみ

にささ
やきました。「いっしょにカリフォルニアを
旅
りょこう

行したら、楽
たの

しいと思
おも

わない？私
わたし

の行
い

き

たいところは、どこへでも行
い

ってくれるん
でしょ？返

へんじ

事は、夕
ゆうしょく

食のあとで聞
き

かせてちょ
うだい。」

夕
ゆうしょくご

食後、その日
ひ

の出
で き ご と

来事をみんなに話
はな

してから、ジェシカおばさんは、ベスといっ
しょにカリフォルニアへ行

い

きたいと発
はっぴょう

表し
ました。だれもが納

なっとく

得しました。とくに、
６人

にん

のいとこたちは、ベスのために喜
よろこ

ん
でくれまし
た。自

じぶ ん

分
のことを
か え り
みずに、
見
み し

知らぬ
人
ひと

を助
たす

け
てあげたベスは、その見

み し

知らぬ人
ひと

であっ
たジェシカおばさんに選

えら

ばれるにふさわし
いと、だれもが思

おも

ったのでした。
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日
にちようび

曜日

神
か み

様
さま
はギデオンに、いじわるで残

ざんこく
酷

なミデアン人
びと

からイスラエルを救
すく

うようにと頼
たの
みました。かれの願

ねが
いを聞

き
い

て、羊
ひつじ
の毛

け
をつゆでぬらし、地

じめん
面をかわ

いたままにしておくという奇
きせき
跡もおこなわ

れました。ところがギデオンは、もうひと
つだけ、しるしを求

もと
めました。こんどは羊

ひつじ

の毛
け
だけをかわいた

ままにして、地
じめん
面

をぬらすようにとお
願
ねが
いしたのでした。

つぎの朝
あさ
、ようす

を見
み
に行

い
ったら、

どうなっていました
か？士

し し き
師記６：40。

もは や、 ギ デ
オンの心

こころ

に疑
うたが

い
はありませんでし
た。次

つぎ

に、かれは
何
なに

をしましたか？
士
し し き

師記７：１。

そのころ、イスラエルの人
ひと

たちは山
やま

の
ほうに野

やえ い

営〔キャンプ〕しており、ミデア
ン人

びと

たちは下
した

の谷
たに ま

間に野
やえ い

営していました。
敵
てき

のほうを見
み お

下ろしたギデオンは、その
とたん、あきらめるように誘

ゆうわく

惑されたこと
でしょう。敵

てき

の兵
へいたい

隊は、味
みか た

方と比
くら

べてあま
りにも多

おお

かったからです。しかし、かれは
神
かみさま

様に信
しんらい

頼しようと決
き

めていました。神
かみさま

様
がかならず一

いっしょ

緒にいてくださるという、し
るしを与

あた

えられたか
らです。

そのとき、神
かみさま

様
が語

かた

られました。
神
かみさま

様は、ギデオン
になんと言

い

われま
したか？２節

せつ

。

ギデオンは、まっ
たく信

しん

じられません
でした。兵

へいたい

隊が多
おお

すぎるですって？少
すく

なくとも、今
いま

の２
倍
ばい

はいてほしいくら
いなのに！兵

へいたい

隊が

小
ちい

さな試
し け ん

験〔テスト〕
し け んし け ん

第
だい

3 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「万
ばんぐん

軍の主
しゅ

は仰
おお

せられる。これは権
けんせい

勢によらず、

能
のうりょく

力によらず、わたしの霊
れい

によるのである」。

―ゼカリヤ書
しょ

４：６

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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多
おお

すぎるなんて、神
かみさま

様はなんてことをおっ
しゃるのでしょう？

それから神
かみさま

様は、昔
むかし

モーセにお与
あた

えに
なった、ある律

りっぽう

法をギデオンに思
おも

い出
だ

さ
せました。どのような兵

へい し

士が敵
てき

と戦
たたか

うべき
か、またどのような兵

へいし

士が家
いえ

に帰
かえ

るべきか
について語

かた

っている律
りっぽう

法でした。戦
たたか

う時
とき

が
くるたびに、イスラエルではその律

りっぽう

法を
読
よ

み上
あ

げることになっていました。けれど
も、ギデオンはまだ読

よ

み上
あ

げていません
でした。敵

てき

の兵
へいたい

隊と比
くら

べて、こちらはあま
りにも少

すく

なかったので、これ以
いじょう

上、味
み か た

方
の兵
へいたい

隊をへらしたくなかったのでした。

しかし、神
かみさま

様がしなさいと言
い

われること
に、ギデオンは従

したが

わなくてはいけません。
彼
かれ

がしたがったら、どんなことが起
お

こりま
したか？３節

せつ

。

三
さんぶん

分の二
にいじょう

以上の兵
へいたい

隊が帰
かえ

っていくのを
見
み

て、ギデオンはがっかりしました。これ
で、戦

せんそう

争に勝
か

つ望
のぞ

みはなくなってしまっ
たように思

おも

われました。もういちど、ギデ
オンは選

えら

ばなくてはいけなくなりました。
神
かみさま

様に信
しんらい

頼しつづけるか、それともあきら
めるか？かれはどちらを選

えら

びましたか？

考
かんが

えてみよう：子
こ

どもは、ギデオンのよ
うな選

えら

びをしなくてはいけない時
とき

がありま
すか？本

ほんとう

当のことを言
い

うために、勇
ゆう き

気がい
るときはありませんか？または、だれも正

ただ

しいことをしようとしないときに、自
じぶん

分だけ
正
ただ

しいことをするのは、勇
ゆう き

気のいることで
はないでしょうか？

月
げつようび

曜日

１万
まんにん
人の兵

へいたい
隊だけが、ギデオンと

いっしょに残
のこ
りました。それは多

おお

い数
かず
のように思

おも
われるかもしれませんが、

敵
てき
と比
くら
べたら、はるかに少

すく
ない数

かず
でした。

神
かみさま
様が奇

きせき
跡を起

お
こしてくださらなければ、

勝
か
ち目

め
はまったくありませんでした。

神
かみさま

様はふたたび、ギデオンに話
はな

しかけ
られました。今

こ ん ど

度は、なんと言
い

われまし
たか？士

し し き

師記７：４。

ギデオンは、神
かみさま

様に信
しんらい

頼して、したが
うことに決

き

めていました。かれは小
お が わ

川を
見
み お

下ろして、そこにおりて行
い

くよう兵
へい し

士ら
に命

めい

じました。残
のこ

すべき兵
へい し

士と、返
かえ

すべ
き兵

へい し

士を見
み わ

分ける方
ほうほう

法は、神
かみさま

様が教
おし

えて
くださいました。５節

せつ

。

１万
まんにん
人の兵

へ い し

士らが水
みず

を飲
の

むようすを、
ギデオンは注

ちゅういぶか

意深く見
みま も

守っていました。ど
うしてわざわざ、今

いま

いる兵
へい し

士らをふたつの
グループに分

わ

けなければならないのだろ
うと、ふしぎに思

おも

ったかもしれません。見
み

ていると、ほとんどの人
ひと

たちは、ひざをつ
いて口

くち

を水
みず

につけて飲
の

んでいました。わ
ずかな人

ひと

たちだけが、手
て

で水
みず

をすくって
飲
の

んでいました。もうすぐ出
で

て行
い

って、敵
てき

と戦
たたか

うことになるという気
き も

持ちのあらわれ
でした。

みんなが飲
の

み終
お

わってから、ギデオン
は、ほんとうに戦

たたか

いの心
こころ

がまえができてい
る兵

へいし

士の数
かず

をかぞえました。１万
まんにん
人のうち、

どれくらいいたと思
おも

いますか？かれらにつ
いて、神

かみさま

様はなんと言
い

われましたか？６節
せつ
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と７節
せつ

。

今
いま

や、ほとんどの兵
へいたい

隊が、荷
にも つ

物をまと
めて帰

かえ

っていきました。残
のこ

ったのは、たっ
たの 300 人

にん

でした。ギデオンが小
こだ か

高い丘
おか

にのぼって見
み お

下ろすと、どのような光
こうけい

景が
目
め

にはいりましたか？12 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：もしギデオンが神
かみさま

様に
信
しんらい

頼しようと決
けっしん

心していなかったら、どの
ように感

かん

じたことでしょう？こわいと感
かん

じるよ
うなときでも、イエス様

さま

は私
わたし

たちに、何
なに

を
学
まな

んでほしいと望
のぞ

まれますか？

火
か よ う び

曜日

次
つ ぎ

の日
ひ
に、神

かみさま
様が 300 人

にん
だけを

使
つか
って戦

たたか
いに勝

か
たせようとしてお

られるとは、ギデオンにとっても信
しん
じにく

いことでした。どう考
かんが
えても、不

ふかのう
可能〔で

きないこと〕としか思
おも
われません。

ギデオンがどんな気
き も

持ちであったか、

神
かみさま

様 はご 存
ぞん

じ
だったと思

おも

いま
すか？もちろんで
す。そこで神

かみさま

様
は、彼

かれ

に何
なに

をす
るようにとおっ
しゃいましたか？
士

し し き

師 記 ７：９－

11。

ギデオンは、しもべを連
つ

れて、こっそ
りと丘

おか

を下
くだ

っていきました。天
てん し

使たちが、
敵
てき

の陣
じんえい

営のはしにあるテントまで、かれら
を案

あんない

内したのでしょう。そこまでやってき
たら、敵

てき

の兵
へい し

士たちの話
はな

し声
こえ

が聞
き

こえてき
ました。13 節

せつ

、14 節
せつ

。

ひとかたまりの小
ちい

さなパンが、軍
ぐんたい

隊を
やっつける？これでギデオンは、恐

おそ

れる
必
ひつよう

要はなにもないことが分
わ

かりました。す
ばらしい方

ほうほう

法で、やさしくそのことを教
おし

え
てくださった神

かみさま

様に、しずかに感
かんしゃ

謝しまし
た。それから二

ふた り

人は、こっそりその場
ば

を
離
はな

れ、味
みか た

方の陣
じん ち

地に戻
もど

っていったのでし
た。15 節

せつ

。

神
かみさま

様は、次
つぎ

にや
るべきことを、ギ
デオンに話

はな

されま
した。そこでかれ
は、 急

いそ

いで 300
人
にん
の勇

ゆうかん

敢な兵
へい し

士ら
を起

お

こしました。それから一
ひと り

人ひとりに、
あるものを手

てわ た

渡したのです。受
う

け取
と

った
兵
へい し

士たちは、いったいそれらを使
つか

って何
なに

をするのだろうと、ふしぎに思
おも

ったことで
しょう。手

てわ た

渡されたものとは、なんだった

こしました。それから一
ひと り

人ひとりに、
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のでしょう？16 節
せつ

。

それぞれの兵
へい し

士は、片
かた て

手にたいまつを
入
い

れたつぼ、もう一
いっぽう

方の手
て

にラッパを持
も

た
されました。敵

てき

と戦
たたか

うために、あのような
ものを持

も

っていく兵
へいたい

隊の話
ばなし

なんて、だれも
聞
き

いたことがありませんでした。神
かみさま

様はど
うやって、約

やくそく

束を守
まも

ろうとしておられたの
でしょうか？

考
かんが

えてみよう：この時
とき

までに、ギデオンと
兵
へい し

士らは、神
かみさま

様が必
かなら

ず勝
か

たせてくださると
確
かくしん

信していました。不
ふあ ん

安は何
なに

もありません
でした。あなたが神

かみさま

様の導
みちび

きに頼
たよ

るときも、
心
しんぱい

配する必
ひつよう

要は何
なに

もありません。そうでは
ないでしょうか？

水
すいようび

曜日

真
ま
夜
よなか
中、すっかり戦

たたか
いの準

じゅんび
備ができ

た、ギデオンと300 人
にん
の勇
ゆうかん
敢な

男
おとこ
たちは、丘

おか
の上
うえ
に立

た
っていました。丘

おか

のふもとの谷
たにま
間では、敵

てき
の兵
へいし
士たちがぐっ

すり眠
ねむ
っていました。ギデオンの兵

へいし
士一
ひとり
人

ひとりは、片
かたて
手にたいまつの入

はい
ったつぼと、

もう一
いっぽう
方の手

て
にラッパをもっていました。

ギデオンの説
せつめい

明を、みんなが注
ちゅうい

意ぶか
く聞

き

いていました。かれの言
い

うとおりにし
なければいけないことを、知

し

っていたから
です。士

し し き

師記７：17－18。

それからギデオンの兵
へい し

士らは、しずか
に丘
おか

をおりました。ちょうど敵
てき

の見
み は

張りが
こうたいしたころ、イスラエル兵

へい

は、敵
てき

の
陣
じん ち

地をぐるりと囲
かこ

みました。あとは、とつ
げきの合

あいず

図を待
ま

つだけです。

ギデオンがラッパを吹
ふ

き鳴
な

らすと、みん

ながそれにつづいてラッパを吹
ふ

き鳴
な

らし
ました。それから、つぼを地

じめ ん

面に投
な

げつ
けてわると、中

なか

に入
はい

っていたたいまつが、
あかあかと燃

も

えだしました。そして、敵
てき

に
向
む

かって走
はし

りながら、いっせいに「主
しゅ

の
剣
つるぎ

、ギデオンの剣
つるぎ

！」と叫
さけ

んだのでした。
19 節

せつ

、20 節
せつ

。

眠
ねむ

っていた敵
てき

の兵
へいたい

隊は、いっせいに目
め

をさましました。大
おお

いに、あわてふためい
ています。まわりで燃

も

えているたいまつを
見
み

て、けたたましいラッパの音
ね

と叫
さけ

び声
こえ

を
聞
き

いたかれらは、自
じぶ ん

分たちが、とてつも
ない大

たいぐん

軍におそわれたと思
おも

ったのでした。
敵
てき

の兵
へい し

士らは、暗
くら

やみの中
なか

、クモの子
こ

を
散
ち

らすように逃
に

げ出
だ

しました。互
たが

いにぶつ
かり合

あ

い、敵
てき

だとかんちがいして、味
みか た

方
どうしで戦

たたか

っている者
もの

までいました。生
い

き
残
のこ

った敵
てき

は、できるだけ早
はや

く、ヨルダン
川
かわ

をわたって逃
に

げようとしていました。21

節
せつ

、22 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様にとって、不
ふ か の う

可能な〔で
きない〕ことは何

なに

ひとつないことが示
しめ

され
ましたか？今

いま

でも神
かみさま

様は、あのときと同
おな

じ
力
ちから

をお持
も

ちですか？そうだとしたら、私
わたし

た
ちはそのことを喜

よろこ

び、その大
おお

きな力
ちから

に頼
たよ

る
べきではないでしょうか？

木
もくようび

曜日

神
か み

様
さま
がギデオンに勝

しょうり
利を与

あた
えられた

との知
し
らせは、家

いえ
に帰
かえ
ろうとして

いたイスラエル兵
へい
たちにも、すぐに伝

つた
えら

れました。かれらが引
ひ
き返
かえ
してきたので、

まもなく、何
なんぜんなんまん
千何万というイスラエル兵

へい
が、
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敵
てき
を追

お
い回
まわ
していました。

ミデアン人
びと

たちがヨルダン川
かわ

を渡
わた

ろうと
することを、ギデオンは知

し

っていました。
かれらは、できるだけ水

みず

の浅
あさ

くなっている
ところに群

むら

がっていました。すでに渡
わた

った
者
もの

たちもいました。そのときギデオンは、
何
なに

をしましたか？士
し し き

師記７：24。

ちょうどそのころ、エフライム族
ぞく

の人
ひと

た
ちがヨルダン川

かわ

にやってきて、渡
わた

ろうとし
ていたミデアン人

びと

に追
お

いつきました。

戦
たたか

いに敗
やぶ

れたミデアン人
びと

は、その後
あと

ど
うなったと、聖

せいしょ

書に書
か

かれていますか？
士
し し き

師記８：28。

くたくたに疲
つか

れていながらも、とてもうれ
しい気

き も

持ちになったことはありませんか？
ギデオンと300 人

にん

の兵
へ い し

士らは、まさにそ
のような気

き も

持ちでした。おなかはペコペコ
でしたが、心

こころ

は感
かんしゃ

謝の気
き も

持ちでいっぱい
でした。

長
なが

いあいだミデアン人
びと

にいじめられてい
たイスラエル人

びと

でしたが、かれらはその
後
のち

、どれくらいのあいだ平
へい わ

和に過
す

ごしまし
たか？28 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様はふたたび、ご自
じぶん

分
の民

たみ

のために、すばらしい奇
きせ き

跡を行
おこな

ってく
ださいました。イスラエルの人

ひと

たちは、こ
の神

かみさま

様のご恩
おん

を、決
けっ

して忘
わす

れなかったで
しょうか？ここで、神

かみさま

様が毎
まいにちあた

日与えてくださ
るたくさんの祝

しゅくふく

福について、考
かんが

えてみてく
ださい。いくつか書

か

き出
だ

してみましょう。こ
れらの祝

しゅくふく

福を、神
かみさま

様に感
かんしゃ

謝しましたか？

金
きんようび

曜日

私
わ た し

たちのだれもが、ギデオンと300
人
にん
の兵

へいし
士の物

ものがたり
語が大

だいす
好きです

ね。かれらを用
もち
いて、神

かみさま
様がミデアン人

びと

を打
う
ち負

ま
かされたところは、いつ聞

き
いても

すかっとします。あのいじわるだった敵
てき
は、

こてんぱんにやっつけられてしまい、もう
二
に ど
度とイスラエル人

びと

を悩
なや
ますことはありま

せんでした。

さて、３万
まんにんいじょう

人以上もいた兵
へいたい

隊の中
なか

か
ら、神

かみさま

様がどのように300 人
にん

を選
えら

ばれた
のかを考

かんが

えてみましょう。神
かみさま

様は、一
いっけん

見お
かしな方

ほうほう

法で、かれらをお選
えら

びになりま
したね。かれらの水

みず

の飲
の

みかたは、何
なに

を
物
ものがた

語っているでしょうか？ほかの兵
へい し

士たち
との違

ちが

いはなんでしたか？

私
わたし

たちのふだんの話
はなし

しかたや行
こうどう

動が、
たとえ小

ちい

さなことに思
おも

われても、大
おお

きな違
ちが

いをもたらすことはないでしょうか？

ギデオンの兵
へいたい

隊について勉
べんきょう

強すると、
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小
ちい

さなことから多
おお

くのことを学
まな

びます。私
わたし

たちも、たとえ小
ちい

さなことであっても、
神
かみさま

様に喜
よろこ

ばれるような生
い

き方
かた

をつづける
なら、大

おと な

人になるまでに大
おお

きな違
ちが

いをも
たらすことでしょう。イエス様

さま

も、私
わたし

たち
の両
りょうしん

親も、私
わたし

たちの幸
こうふく

福を望
のぞ

んでいます。
毎
まいにち

日かれらは、どうすれば幸
こうふく

福になれる
かを教

おし

えてくださっています。

考
かんが

えてみよう：私
わたし

たちは、どのようなと
きに、人

じんせい

生の大
たいせつ

切なことを学
まな

んでいるでしょ
うか？
・朝

あさ

、親
おや

から起
お

こされて、すぐに起
お

きる
とき。
・相

あい て

手を押
お

しのけてまで、一
いちばん

番になろう
としないとき。
・文

もん く

句を言
い

ったり、めそめそしたり、す
ねたりしないで、おうちのお手

てつ だ

伝いを
するとき。
・小

ちい

さなうそでもつかないようにすると
き。
・大

おお

きなデザートを自
じぶ ん

分がとろうとしな
いで、べつの人

ひと

にゆずるとき。
・いちいち言

い

われなくても、自
じぶん

分のでき
ることに気

き

づいて、進
すす

んでしてあげる
とき。
・自

じぶん

分が使
つか

ったものを、きちんと片
かた

づけ
るとき。
・礼

れいぎただ

儀正しくするとき。
・親

しんせつ

切な言
ことば

葉づかいをするとき。
ほかにも何

なに

かあるか考
かんが

えてみましょう。

もっともっともっと学学学
まなまなまなまなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★士
し し き

師記７章
しょう

★人
じんるい

類のあけぼの下
げ か ん

巻 p.194-

207
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赤
あ か

い髪
かみ
を

し た、
そばかす顔

がお
の

男
おとこ
の子

こ
、デイ

ビー・バーンズ
は、お母

かあ
さん

が死
し
んでしまっ

たので、たった
ひとりの親

しんせき
戚で

ある、年
としお
老いた

トビーおじさん
にあずけられる

ことになりました。トビーおじさんは、くつ
の修
しゅうりや
理屋さんでした。おじさんは、デイビー

をかわいがってくれました。貧
まず
しかったけ

れども、デイビーのためにできるだけのこ
とをしてくれました。

生
い

きていたころ、デイビーのお母
かあ

さんは、
口
くち

ぐせのようにこう言
い

っていました。「デイ
ビー、もしお母

かあ

さんのお手
てつだ

伝いがしたかっ
たら、口

くちぶえ

笛をいっぱい吹
ふ

いてね。」また
彼
かのじょ

女は、亡
な

くなる〔死
し

ぬ〕前
まえ

の日
にち

にも、「デ
イビー、人

ひと

に優
やさ

しくほがらかでいられるよ
う、イエス様

さま

に助
たす

けをお願
ねが

いして、口
くちぶえ

笛
をいっぱい吹

ふ

くと、かならず幸
しあわ

せになれま
すよ。あなたが夢

ゆめ み

見ているよりも、もっと
幸
しあわ

せに」と言
い

ったのでした。そういうわけ
で、デイビーは、どんなにつらくて悲

かな

しい
ときでも、いつも口

くちぶえ

笛を吹
ふ

いていました。

安
あんそくにち

息日になると、トビーおじさんは、「さ
あデイビー、遅

おく

れないように教
きょうかい

会へ行
い

き
なさい」と言

い

いました。服
ふく

はみすぼらし
くて、献

けんきん

金するお金
かね

もありませんでした
が、デイビーは教

きょうかい

会へ行
い

けることがうれ
しくてたまりませんでした。かれは特

とく

に、
安
あんそくにちがっこう

息日学校が大
だいす

好きでした。

ある安
あんそくにち

息日、教
きょうかい

会が終
お

わって、トビーお
じさんの仕

し ご と ば

事場に向
む

かってゆっくり歩
ある

きな
がら、デイビーは考

かんが

えごとをしていました。
こんどの安

あんそくにち

息日には、教
きょうかい

会で 13 回
かいけんきん

献金
をささげることになっていました。お友

とも

だ
ちのみんなも、その特

とくべつ

別な献
けんきん

金のために、
お金

かね

を用
よ う い

意してくるはずでしたが、デイ
ビーにはお金

かね

がありません。どんなにか、
みんなといっしょに13 回

かいけんきん

献金をささげた
いと思

おも

ったことでしょう！

月
げつようび

曜日になって、デイビーは、学
がっこう

校が
終
お

わってから、なにかお金
かね

をかせぐ仕
しご と

事
はないだろうかと、トビーおじさんに相

そうだん

談
しました。トビーおじさんは、「その気

き

が
あれば、方

ほうほう

法はあるよ」と言
い

いました。

そこで、学
がっこう

校が終
お

わってから、デイビー
はいろんな人

ひと

に、お手
てつ だ

伝いはいりません
かと尋

たず

ねて回
まわ

りました。ところがだれも、
デイビーの手

てつだ

伝いが必
ひつよう

要だと言
い

ってくれる
人
ひと

はいませんでした。それでもデイビー
は、「こうなったら会

あ

う人
ひと

みんなに、そうじ
でも、皿

さらあら

洗いでも、どんな用
よう じ

事でもいい

お話
はな

しひろば 

口
く ち ぶ え

笛を吹
ふ

くデイビー―パート 1
エイミー・シェラード
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から、手
てつだ

伝わせてくださいとお願
ねが

いしよう」
と決
けっしん

心したのでした。

それから彼
かれ

は、ダローさんという女
おんな

の人
ひと

に出
で あ

会いました。彼
かのじょ

女は、人
ひとざとはな

里離れたと
ころの大

おお

きなレンガ造
つく

りの家
いえ

に、お手
てつ だ

伝
いさんといっしょに住

す

んでいました。彼
かのじょ

女
は教
きょうかい

会や牧
ぼく し

師さんが嫌
きら

いな人
ひと

で、とくに
男
おとこ

の子
こ

が大
だいきら

嫌いであることを、デイビー
は知

し

りませんでした。ただかれは、13
回
かいけんきん

献金に間
ま

に合
あ

うように、お金
かね

をかせぎ
たかっただけでした。

デイビーは、ダローさんに向
む

かって
礼
れいぎただ

儀正しく、「あのー、なにか僕
ぼく

に仕
しご と

事を
くださいませんか？」と尋

たず

ねました。「お
金
かね

が必
ひつよう

要なんです。」

「やれやれ！お金
かね

、お金
かね

、お金
かね

！近
ちか

ごろは、
会
あ

う人
ひと

だれもがお金
かね

を欲
ほ

しがって！私
わたし

がお
金
かねもち

持だといううわさを、だれかが広
ひろ

めた
みたいだけど、あいにく、人

ひと

さまに施
ほどこ

す
お金

かね

なんかないわ。とくに物
もの ご

乞いをする
少
しょうねん

年にはね！」

「でも、僕
ぼく

は物
もの ご

乞いではありません」と、
デイビーは答

こた

えました。「仕
しご と

事をして、お
金
かね

をかせぎたいだけです。」

「それじゃあ、お金
かね

をかせぐことができ
たら、そのお金

かね

で何
なに

をするつもりなの？」
ダローさんが、つめよります。

「僕
ぼく

はただ・・・」答
こた

えようとしたら、
デイビーは急

きゅう

にこわくなりました。

「なんですって？言
い

ってごらんなさいよ。」
ダローさんの目

め

は、つり上
あ

がっています。
デイビーは、逃

に

げ出
だ

したくなりました。

「僕
ぼく

は、そのお金
かね

を神
かみさま

様にささげたいん
です。」やっとの思

おも

いで答
こた

えてから、デイ
ビーは逃

に

げ出
だ

してしまいました。

「よく聞
き

き取
と

れなかったわ。だれにささ
げたいですって？」ダローさんはデイビー
を呼

よ

び止
と

めましたが、彼
かれ

はもうどこかへ
行
い

ってしまいました。

（つづく）
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日
にちようび

曜日

またもやイスラエルの人
ひと
たちは、前

まえ

と同
おな
じような問

もんだい
題をかかえていま

した。こんどは、だれに悩
なや
まされていまし

たか？士
し し き

師記 13：１。

イスラエルの人
ひと

たちみんなが、神
かみさま

様を
忘
わす

れていたのでしょうか？いいえ。多
おお

くは
ありませんでしたが、い
つの時

じだ い

代にも、神
かみさま

様に
真
しんじつ

実で忠
ちゅうじつ

実な人
ひと

たちは
いました。その中

なか

に、
マノアとその妻

つま

がいまし
た。

ある日
ひ

、マノアの妻
つま

が、あわてた様
よ う す

子で、
夫
おっと

をさがしにやってきま
した。びっくりするよう
な知

し

らせを、できるだ
け早
はや

く伝
つた

えたいと思
おも

った
のでした。６節

せつ

と７節
せつ

。

ついに、自
じぶ ん

分たちの子
こど も

供が生
う

まれると
の知

し

らせでした。しかも、特
とくべつ

別な赤
あか

ん坊
ぼう

だというのです。男
おとこ

の子
こ

は成
せいちょう

長して、イ
スラエル人

びと

をペリシテ人
びと

から解
かいほう

放する人
ひと

になるというのです！この夫
ふう ふ

婦がどんなに
感
かんげき

激したか、想
そうぞう

像できますか？

マノアの妻
つま

に話
はな

しかけた男
おとこ

の人
ひと

は、
丈
じょうぶ

夫で健
けんこう

康な子
こ

をうむために、彼
かのじょ

女がや
るべきことを告

つ

げました。しかしマノアは、
自
じぶん

分たちがすべてのことをきちんと守
まも

って
いるかどうかが知

し

りたく
て、その人

ひと

に尋
たず

ねまし
た。どんな質

しつもん

問をしま
したか？神

かみさま

様は、かれ
の祈

いの

りに答
こた

えてください
ましたか？8 節

せつ

から13

節
せつ

。

ギデオンのように、
マノアとかれの妻

つま

も、
自
じぶ ん

分たちが会
あ

った人
ひと

は
特
とくべつ

別な使
し し ゃ

者だとわかり
ました。けれども、そ
の人

ひと

がイエス様
さま

であっ

サムソン

第
だい

4 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「悪
あ

しき者
もの

は自
じ ぶ ん

分のとがに捕
と

らえられ、

自
じ ぶ ん

分の罪
つみ

のなわにつながれる」。―箴
しんげん

言５：22

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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たことは知
し

りませんでした。15 節
せつ

から 23

節
せつ

までを読
よ

んでください。

考
かんが

えてみよう：イエス様
さま

は、この母
ははおや

親と
なる人

ひと

に、丈
じょうぶ

夫で健
けんこう

康な子
こ

をうんで育
そだ

てる
ために、やるべきことをお告

つ

げになりまし
た。あなたの両

りょうしん

親も、健
けんこう

康になる生
い

き方
かた

を教
おし

えてくれることを、あなたは喜
よろこ

んでい
ますか？

月
げつようび

曜日

赤
あ か

ん坊
ぼう
がうまれて、マノアとかれの

妻
つま
は、その子

こ
になんという名

なまえ
前

をつけましたか？士
し し き

師記 13：24。

一
いっしょう

生けんめいサムソンを育
そだ

てているマノ
アとその妻

つま

を、神
かみさま

様は祝
しゅくふく

福してくださいま
した。いつか、その子

こ

が強
つよ

くて勇
ゆうかん

敢な男
おとこ

になって、イスラエル人
びと

を助
たす

けるようにな
ることを、かれらは知

し

っていたのです。

ところがサムソンは、大
おお

きくなってから、
いくつかまちがった選

えら

びをするようになり
ました。神

かみさま

様の敵
てき

であるペリシテ人
びと

らと、
友
とも

だちになったのです。しかもペリシテ人
びと

の女
おんな

に恋
こい

してしまいました。テムナという
町
まち

に住
す

んでいる女
おんな

と、結
けっこん

婚したいと思
おも

うよ
うになったの
です。

サムソン
がそのこと
を両
りょうしん

親に話
はな

すと、かれ
らはもちろ
ん反

はんたい

対して、
それがまち

がっていることを分
わ

からせようとしました。
ところがかれは、「私

わたし

は彼
かのじょ

女が気
き

にいった
から」と言

い

って、神
かみさま

様が喜
よろこ

ばれることでは
なく、自

じぶん

分が喜
よろこ

ぶことをやったのでした。

サムソンは、大
たいへん

変な力
ちからも

持ちでした。か
れがテムナに向

む

かう途
とちゅう

中で起
お

こった事
じけ ん

件
を読

よ

んでください。士
し し き

師記 14：５－９。

サムソンは、ライオンとハチミツのなぞ
なぞを思

おも

いついて、自
じぶん

分の結
けっこんいわ

婚祝いのと
き、30名

めい

のペリシテ人
びと

の若
わかもの

者になぞなぞ
を出

だ

しました。それから、１週
しゅうかん

間のうちに
なぞなぞがとけたら、サムソンがみんな
に着

きも の

物をプレゼントすることになったので
した。けれども、もしなぞなぞがとけなかっ
たら、かれらがサムソンに着

きも の

物をプレゼ
ントすることになりました。明

あ す

日の学
まな

びで、
どうなったか見

み

ていきましょう。

考
かんが

えてみよう：自
じぶ ん

分が力
ちからも

持ちであること
を、サムソンはどうやって見

み

せびらかしま
したか？自

じぶん

分が弱
よわ

い人
ひと

であることを、かれ
はどうやって示

しめ

すことになりましたか？

火
か よ う び

曜日

サムソンの考
かんが
えたなぞなぞは、つ

ぎのようなものでした：食
た
べる者

もの

（ライオン）の中
なか
から、食

た
べ物
もの
が出

で
てきて、

強
つよ
い者
もの
（ライオン）の中

なか
から、甘

あま
いもの

が出
で
てきた。

結
けっこん

婚のお祝
いわ

いに来
き

ていた30 人
にん

の若
わかもの

者
は、なぞなぞをとくことができなかったの
で、サムソンの妻

つま

に、答
こた

えを聞
き

き出
だ

すよう
たのみました。それをしなければ、かれ
らはどうすると言

い

いましたか？士
し し き

師記 14：
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15。

サムソンは、自
じぶ ん

分の両
りょうしん

親にも、なぞな
ぞの答

こた

えを教
おし

えていませんでした。しかし
とうとう、妻

つま

に答
こた

えを教
おし

えてしまったので
す。それを聞

き

いた彼
かのじょ

女は、もちろん、教
おし

えないと殺
ころ

すとおどかしていた男
おとこ

たちに、
答
こた

えを教
おし

えました。かれらが得
とくい

意そうに答
こた

えを言
い

ったとき、サムソンは、妻
つま

に裏
うら ぎ

切ら
れたことがわかりました。そこで、かれは
どうしましたか？19 節

せつ

。

しばらくして、サムソンがテムナにもどっ
てくると、自

じぶん

分の妻
つま

がほかの男
おとこ

と結
けっこん

婚した
ことを聞

き

きました。かれは怒
いか

り狂
くる

って、テ
ムナじゅうの麦

むぎばたけ

畑とブドウ園
えん

とオリーブ畑
ばたけ

を燃
も

やしてしまいました。士
し し き

師記 15：４－

５。

こんどは、ペリシテ人
びと

たちがカンカンに
怒
おこ

りました。戦
たたか

いが起
お

こり、サムソンは、
おおぜいのペリシテ人

びと

を殺
ころ

しました。そ
れからかれは、大

おお

きな岩
いわかべ

壁にあるほら穴
あな

へ行
い

きました。士
し し き

師記 15：６－10。

けっきょく、サムソンの結
けっこん

婚は失
しっぱい

敗に終
お

わりましたね。

あのとき、もしイスラエルの人
ひと

たちがサ
ムソンの味

みか た

方になっていたら、かれらは、
いじわるなペリシテ人

びと

たちから自
じゆう

由になれ
たことでしょう。ところが、かれらはおく
びょう者

もの

でした。かれらはサムソンの隠
かく

れ
場
ばし ょ

所を知
し

っていたのに、かれといっしょに
ペリシテ人

びと

と戦
たたか

おうとはしないで、敵
てき

のい
いなりになってサムソンを捕

つか

まえにやって
きました。

サムソンは、自
じぶ ん

分の国
くに

の人
ひと

たちと戦
たたか

お
うとはしませんでした。かれは丈

じょうぶ

夫なロー
プで自

じぶん

分を縛
しば

らせて、敵
てき

にひきわたされま
した。ペリシテ人

びと

たちは、もちろん大
おおよろこ

喜び
しました。さて神

かみさま

様は、敵
てき

が勝
しょうり

利するの
をおゆるしになりましたか？それから何

なに

が
起
お

こりましたか？14 －16 節
せつ

。

考
かんが

えみよう：あのペリシテ人
びと

との戦
たたか

いの
とき、サムソンは、かれに力

ちから

を与
あた

えられる
のは神

かみさま

様であることを覚
おぼ

えていましたか？
それとも、自

じぶん

分の力
ちから

で勝
か

ったといっていば
りましたか？心

こころ

を低
ひく

くするのといばるのとで
は、どちらがたやすいですか？

水
すいようび

曜日

サムソンが千
せんにん
人のペリシテ人

びと

を殺
ころ
し

たとき、かれは、自
じぶん
分の力

ちから
でそれ

をやったと言
い
いました。ものすごく力

ちから
の強
つよ

い人
ひと
でしたが、はたして、神

かみさま
様が助

たす
けてく

ださらなくても、同
おな
じことができたでしょ

うか？聖
せいしょ
書になんと書

か
かれていますか？

聖
せいれい
霊が、かれに力

ちから
を与
あた
えたと書

か
かれてい
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ますね。士
し し き

師記 15：14。

あの長
なが

い戦
たたか

いのあと、サムソンは、とて
ものどがかわきました。かわきをいやし、
力
ちから

をとりもどすのに水
みず

が必
ひつよう

要でしたが、ど
こにも水

みず

が見
み

あたりません。

神
かみさま

様の助
たす

けがなければ、いともかんた
んに死

し

ぬかもしれないと思
おも

いました。そ
の時
とき

サムソンは、ペリシテ人
びと

と戦
たたか

っている
ときにも、神

かみさま

様の助
たす

けがなければ殺
ころ

され
ていただろうということに気

き

づいたのでし
た。かれは何

なに

をしましたか？18 節
せつ

。神
かみさま

様
は、かれの祈

いの

りにどう答
こた

えられましたか？
19 節

せつ

。

私
わたし

たちが神
かみさま

様に信
しんらい

頼しようと決
けっしん

心すると
き、神

かみさま

様に解
かいけつ

決できない問
もんだい

題はなにもな
いことが、ふたたび示

しめ

されたのでした。し
かし悲

かな

しいことに、神
かみ

の民
たみ

は、なんどもそ
のことを忘

わす

れてしまいました。

神
かみさま

様は、サムソンをながく忍
にんたい

耐〔がまん、
辛
しんぼう

抱〕なさいましたか？そのとおりです！
神
かみさま

様に勝
しょうり

利させてもらったあとも、サムソ

ンには、ペリシテ人
びと

との問
もんだい

題がまだ残
のこ

って
いました。しかし、神

かみさま

様はかれを愛
あい

してお
られたので、かれをなおも耐

た

え忍
しの

ばれま
した。神

かみさま

様は、私
わたし

たちに対
たい

しても、耐
た

え
忍
しの

ばれますか？

考
かんが

えてみよう：だれでも、つい自
じま ん

慢した
くなることはありませんか？聖

せいれい

霊の力
ちから

によっ
ていいことをしたときでも、神

かみさま

様に感
かんしゃ

謝し、
賛
さんび

美するのを忘
わす

れることはありませんか？

木
もくようび

曜日

サムソンは力
ちからも
持ちでしたが、弱

よわ
い人
ひと

でもありました。かれの弱
じゃくてん
点をよ

く知
し
っていたサタンは、どうすればかれを

誘
ゆうわく
惑できるかも、よく知

し
っていました。サ

タンは私
わたし
たちの欠

けってん
点もよく知

し
っているの

で、いつでもそこをつついて誘
ゆうわく
惑してくる

のです。

ある日
ひ

、サタンはサムソンを誘
ゆうわく

惑し、ガ
ザという町

まち

にいるペリシテ人
びと

の女
おんな

を訪
たず

ねさ
せました。ガザに住

す

んでいるペリシテ人
びと

た
ちは、サムソンが町

まち

にやってきたのを見
み

て喜
よろこ

びました。こんどこそ、かれを捕
つか

まえ
ることができると思

おも

ったからです。本
ほんとう

当に
そうでしたか？士

し し き

師記 16：３。

次
つぎ

の朝
あさ

、ガザの人
ひとびと

々は、びっくりしたこ
とでしょう。町

まち

の門
もん

が、なくなっていたの
です！しかし、ペリシテ人

びと

たちはあきらめ
ませんでした。しばらくたってから、サム
ソンが別

べつ

の女
おんな

のところへ行
い

ったことが分
わ

か
りました。その女

おんな

の名
な

は、デリラといいま
した。ペリシテ人

びと

たちは、もし彼
かのじょ

女がサム
ソンを捕

つか

まえるのを手
てつ だ

伝ってくれたら、た
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くさんの報
ほうしゅう

酬をあげると約
やくそく

束しました。４

節
せつ

と５節
せつ

。

デリラは承
しょうち

知しました。まず、サムソ
ンの力

ちから

の秘
ひ み つ

密を聞
き

き出
だ

すことが、彼
かのじょ

女の
任
にん む

務でした。くる日
ひ

もくる日
ひ

も、デリラは、
力
ちから

の秘
ひみ つ

密を教
おし

えるようサムソンにせがみま
した。そのあいだずっと、ペリシテ人

びと

たち
は、かれをとらえる機

きか い

会をうかがっていま
した。

最
さいしょ

初、サムソンはデリラに、７本
ほん

の新
あたら

し
くて丈

じょうぶ

夫な弓
ゆみづる

弦〔弓
ゆみ

にはる糸
いと

〕で体
からだ

をし
ばったら、力

ちから

がとりさられると教
おし

えました。
彼
かのじょ

女はそのとおりにしましたが、どうなり
ましたか？９節

せつ

。

次
つぎ

にサムソンは、新
あたら

しくて丈
じょうぶ

夫な縄
なわ

を
使
つか

うように言
い

いました。しかし、前
まえ

と同
おな

じ
ことが起

お

こりました。

それからデリラに、布
ぬの

を作
つく

るときに織
お

ら
れる糸

いと

のように、かれの長
なが

い髪
かみ

をはたお
り機

き

で織
お

ったら、力
ちから

がなくなると言
い

いまし
た。彼

かのじょ

女は、サムソンが眠
ねむ

っているあい
だにそれをしてから、「サムソン、ペリシ
テ人
ひと

がやってくるわ」と叫
さけ

びました。この
ときも、かれはいとも簡

かんたん

単に、はたおり
機
き

から髪
かみ

の毛
け

をひきぬいたのでした。

考
かんが

えてみよう：「火
ひあ そ

遊び」という言
こと ば

葉を聞
き

いたことがありますか？それは安
あんぜん

全な遊
あそ

び
ですか？サムソンは、誘

ゆうわく

惑を受
う

けたとき、
まじめに神

かみさま

様の助
たす

けを祈
いの

りもとめないで、
誘
ゆうわく

惑をもてあそんでいました。それはまる
で、火

ひあ そ

遊びのようなものです。やめないで
つづけていたら、そのうち痛

いた

い目
め

にあうの
でした。

金
きんようび

曜日

デリラがくる日
ひ
もくる日

ひ
もしつこく

聞
き
いてくるので、サムソンは飽

あ
き

あきしてしまいました。とうとうかれは、
誘
ゆうわく
惑に負

ま
けて、ほんとうのことを教

おし
えてし

まいました。かれは、なんと言
い
いましたか？

士
し し き

師記 16：17。

こんどこそデリラは、まんまと力
ちから

の秘
ひみ つ

密
を聞

き

き出
だ

せたと思
おも

いました。そしてすぐに、
そのことをサムソンの敵

てき

に知
し

らせたのでし
た。18 節

せつ

。

サムソンが眠
ねむ

っているあいだに、デリラ
はかれの髪

かみ

を切
き

ってしまいました。それか
らかれを起

お

こして、「サムソン、ペリシテ
人
ひと

がやってくるわ」と叫
さけ

びました。こんどは、
どうなりましたか？20節

せつ

。

髪
かみ

の毛
け

を切
き

られたサムソンは、見
み

かけ
が変

か

わっただけでなく、すべてが変
か

わっ
ていました。神

かみさま

様の力
ちから

が去
さ

ってしまったの
です。

それから、恐
おそ

ろしいことが起
お

こりました。
ペリシテ人

ひと

たちは、サムソンを殺
ころ

しません
でしたが、その代

か

わりに、彼
かれ

の目
め

をくりぬ
いて、動

どうぶつ

物のように働
はたら

かせました。ペリシ
テの人

ひと

たちがその変
か

わりはてた姿
すがた

を見
み

て、
サムソンとかれの神

かみ

をあざ笑
わら

うことができ
るようにしたのでした。21 節

せつ

。

牢
ろう や

屋の中
なか

で、サムソンは、自
じぶ ん

分がどれ
ほど愚

おろ

かであったかを反
はんせい

省することができ
ました。神

かみさま

様を悲
かな

しませたことが分
わ

かって、
かれ自

じしん

身も悲
かな

しくなり、ほんとうに悪
わる

かっ
たと思

おも

いました。そのあいだ、どんなこと
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が起
お

こっていましたか？22 節
せつ

。

ある日
ひ

、ペリシテ人
びと

たちが、偶
ぐうぞう

像の
神
しんでん

殿でせいだいなお祝
いわ

いをすることになり
ました。3000人

にん

もの人
ひとびと

々が集
あつ

まりました。
それは、何

なに

のお祝
いわ

いでしたか？ペリシテ人
びと

たちは、だれに向
む

かって犠
ぎせ い

牲をささげて
いましたか？23 節

せつ

と 24 節
せつ

。

かれらは、目
め

の見
み

えないサムソンを
牢
ろ う や

屋から出
だ

して、神
しんでん

殿へ連
つ

れて行
い

き、
群
ぐんしゅう

衆の見
み せ も の

世物にしました。しばらくたっ
てから、サムソンは、かれの手

て

を引
ひ

いて
いた少

しょうねん

年になにかをお願
ねが

いしました。26

節
せつ

。

それからサムソンは、あるふしぎなお
祈
いの

りをします。ある特
とくべつ

別なことをするため
の、力

ちから

を与
あた

えてくださいと祈
いの

ったのです。
それをするために、自

じぶ ん

分の命
いのち

を犠
ぎ せ い

牲にし
なければいけないことも承

しょうち

知したうえで、

あのようなお祈
いの

りをしたのでした。

心
こころ

からごめんなさいを言
い

うなら、神
かみさま

様は
いつでもゆるしてくださいますか？そのと
おりですね。神

かみさま

様は、目
め

の見
み

えない、か
わいそうなサムソンをゆるしてくださいま
した。神

かみさま

様はどうやって、サムソンの祈
いの

り
にこたえられましたか？

考
かんが

えてみよう：自
じぶ ん

分を喜
よろこ

ばせることは、
実
じつ

はサタンを喜
よろこ

ばせるのだということを、
サムソンは最

さい ご

後のさいごで悟
さと

りました。私
わたし

たちも、自
じぶ ん

分のやりかたをとおしたくなっ
たら、そのことを思

おも

い出
だ

す必
ひつよう

要があります
か？

もっともっともっと学学学
まなまなまなまなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！
★士

し し き

師記 13-16 章
しょう

★人
じんるい

類のあけぼの下
げ か ん

巻 54 章
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デイビーとダローさんが話
はな
していた

とき、親
しんせつ
切な花

はなや
屋

の主
しゅじん
人がその会

かいわ
話を聞

き
い

ていたのを、デイビーは
知
し
りませんでした。その

人
ひと
には、デイビーの心

こころ
が

傷
きず
ついたことがわかりまし

た。かれはデイビーをさが
して、「もし君

きみ
が私
わたし
の用
ようじ
事

を手
てつだ
伝ってくれたら、ユリ

の花
はな
をあげよう」と言

い
いま

した。

デイビーは、花
はな

が大
だ い す

好
きでした。花

はな や

屋さんに言
い

われた仕
しご と

事を喜
よろこ

んですませ、お花
はな

をもらったときのかれに
は、いつもの笑

えが お

顔が戻
もど

っていました。デ
イビーは、きれいなユリの花

はなたば

束を大
だい じ

事そ
うにかかえて、トビーおじさんのみすぼら

しい修
しゅう り ご や

理小屋にもっていきました。

次
つぎ

の安
あんそくにち

息日に、教
きょうかい

会の先
せんせい

生が、敵
てき

を
愛
あい

し、自
じぶ ん

分たちを嫌
きら

う人
ひと

たちに親
しんせつ

切にす
ることについて話

はな

してくれました。「こん
どの安

あんそくにち

息日までに、」先
せんせい

生がつづけます。
「一

いちばん

番いじわるな人
ひと

に、何
なに

かいいことを
してあげてください。イエス様

さま

は、そのよ
うなことをする子

こど も

供でした。そして、君
きみ

た
ちがいじわるな人

ひと

にいいことをしてあげる
と、イエス様

さま

はとても喜
よろこ

んでくださいます。
たとえ、13 回

かいけんきん

献金をささげるお金
かね

がなく
ても、人

ひと

に親
しんせつ

切にするなら、
イエス様

さま

はそっちのほうを
もっと喜

よろこ

んでくださいます
よ。」

家
いえ

に帰
かえ

る途
とちゅう

中、デイビー
は、ダローさんに何

なに

か親
しんせつ

切
なことをしてあげる勇

ゆう き

気が
自
じ ぶ ん

分にはあるだろうかと、
考
かんが

えていました。いじわる
な人

ひと

といえば、彼
かのじょ

女のこと
しか思

おも

い浮
う

かびませんでし
た。

かれは、ひとりごとを言
い

いました。「とく
べつな献

けんきん

金をささげるお金
かね

を稼
かせ

ぐことはで
きないかもしれないけれど、親

しんせつ

切なこと
をすると、イエス様

さま

はもっと喜
よろこ

んでくださ
ると、先

せんせい

生が言
い

ってたな。よし、ダローさ

お話
はな

しひろば 

口
く ち ぶ え

笛を吹
ふ

くデイビー―パート 2
エイミー・シェラード

安
あんそくにちがっこう

息日学校の 13 回
かいけんきん

献金をささげ
るために、デイビー・バーンズは、
お金

かね

を稼
かせ

ぎたいと思
おも

いました。ダロー
さんに、できる仕

しご と

事がないか尋
たず

ねる
と、彼

かのじょ

女はいじわるなことを言
い

いまし
た。悲

かな

しくなったデイビーは、逃
に

げて
いってしまいました。
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んに、ユリの花
はな

をあげよう。そうすれば、
僕
ぼく

がこじきではないと分
わ

かってもらえるだ
ろうし、イエス様

さま

も喜
よろこ

んでくださるはずだ。」

その日
ひ

の午
ご ご

後、つぎはぎだらけの服
ふく

を
着
き

た、そばかす顔
かお

の男
おとこ

の子
こ

が、ゆりの
花
はなたば

束をもって、レンガ造
つく

りの大
おお

きな家
いえ

の前
まえ

に立
た

っていました。お手
てつだ

伝いのフルダさん
が出

で

てきて、用
ようけん

件を尋
たず

ねました。

デイビーは、「ダローさんにこの花
はなたば

束を
さしあげたいんです」と言

い

いました。

お手
てつだ

伝いさんは、とても驚
おどろ

いた顔
かお

をして、
「ダローさんに、花

はなたば

束をあげるですって？
だれからの贈

おく

り物
もの

なの？」と尋
たず

ねました。

「これは、僕
ぼく

からの贈
おく

り物
もの

です」と、デ
イビーは答

こた

えました。「これを、彼
かのじょ

女にさ
しあげてもいいですか？」

「男
おとこ

の子
こ

が嫌
きら

いな彼
かのじょ

女のために、あな
たがお花

はな

をあげに来
き

たの？」フルダさん
は、びっくりしました。「ダローさんは病

びょうき

気
なので、家

いえ

に入
い

れてくれないと思
おも

うわ。で
も、男

おとこ

の子
こ

が花
はなたば

束をプレゼントしに来
き

て
いて、会

あ

いたいと言
い

っていると伝
つた

えましょ
う。」

何
なんぷん

分かたってから、フルダさんが戻
もど

って
きて、デイビーを家

いえ

の中
なか

に入
い

れ、大
おお

きな
窓
まど

のある、広
ひろ

い寝
しんしつ

室〔寝
ね

るためのへや〕
へ案

あんない

内しました。かれはベッドに近
ちか

づいて
いき、「ダローさん、ユリの花

はな

をさしあげ
たくて、もってきました。気

き

に入
い

ってくだ
されば嬉

うれ

しいです」と言
い

いました。デイビー
は、花

はなたば

束を包
つつ

んでいた紙
かみ

をとり、花
はな

をダ
ローさんの顔

かお

に近
ちか

づけました。

デイビーを見
み

たダローさんが、「君
きみ

は、
このあいだ私

わたし

にお金
かね

をくれと頼
たの

んだ男
おとこ

の

子
こ

でしょう？」と尋
たず

ねました。

デイビーは顔
かお

をまっかにして、「いいえ、
違
ちが

います。僕
ぼく

は、お金
かね

を稼
かせ

ぐために、何
なに

かできる仕
しご と

事はないですかと聞
き

いたんで
す」と、礼

れいぎただ

儀正しくこたえました。

「ああ、そうだったわね」と、ダローさ
んが言

い

いました。「じゃあ、あそこの椅
い す

子
にすわって、どうして私

わたし

のために、きれい
なユリの花

はなたば

束を持
も

ってきてくれたのか、話
はな

してちょうだい。しかも、君
きみ

は貧
びんぼう

乏に見
み

え
るけれど、どうやってこんなすてきなお花

はな

を手
て

に入
い

れたのかしら？」

（つづく）

忠
ちゅうじつ

実なルツ
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日
にちようび

曜日

イエス様
さま
がどこでお生

う
まれになっ

たか、覚
おぼ
えていますか？ベツレ

ヘムという町
まち
です。今

こんしゅう
週の物

ものがたり
語は、イ

エス様
さま
がお生

う
まれになるずっと前

まえ
、ベツ

レヘムに住
す
んでいた家

かぞく
族についてです。

何
なんにんかぞく
人家族でしたか？また、彼

かれ
らの名

なまえ
前は

なんでしたか？ルツ記
き

１：１－２。

その家
かぞ く

族がベツレヘムに住
す

んでいたこ
ろ、イスラエルに飢

き

きん〔農
のうさくもつ

作物の収
しゅうかく

穫
が少

すく

なく、食
た

べ物
もの

が不
ふそ く

足すること〕があ
りました。つまり、食

た

べる物
もの

が足
た

りなくなっ
たということです。どうしてですか？それ
は、雨

あめ

が降
ふ

らなくなり、畑
はたけ

の作
さくもつ

物が育
そだ

た
なくなったからです。いったいなぜ、雨

あめ

が
降
ふ

らなくなったのでしょう？それは、神
かみさま

様
がイスラエル人

びと

を祝
しゅくふく

福することができなく
なったからです。なぜ祝

しゅくふく

福できなかった
のでしょう？幸

こうふく

福になれる神
かみさま

様の規
きそ く

則にし
たがう代

か

わりに、邪
じゃあく

悪なカナン人
びと

のまね
をすることにしたからでした。

エリメレクとナオミは、100キロぐらい

離
はな

れたモアブの地
ち

には、食
しょくりょう

料がたくさん
あると聞

き

きました。モアブ人
びと

というのは、
アブラハムの甥

おい

であったロトの子
し そ ん

孫でし
た。モーセはイスラエルの人

ひと

たちに、モ
アブ人

びと

とは戦
せんそう

争をしないようにと注
ちゅうい

意して
いました。この家

かぞ く

族は、飢
き

きんが終
お

わる
まで、モアブに住

す

むことにしました。

忠
ちゅうじつ

実なルツ

第
だい

5 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「あなたの民
たみ

はわたしの民
たみ

、あなたの神
かみ

はわたしの神
かみ

です」。

―ルツ記
き

１：16

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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エリメレクとその家
かぞ く

族がモアブに移
うつ

った
後
あと

で、何
なに

が起
お

こりましたか？３節
せつ

と４節
せつ

。

そして、さらに悪
わる

いことが起
お

こりました。
モアブに移

うつ

った家
かぞ く

族のうち、だれがとり残
のこ

されましたか？５節
せつ

。

残
のこ

ったのは、ナオミと息
む す こ

子たちの嫁
よめ

〔妻
つま

〕の、三
さんにん

人だけでした。彼
かのじょ

女たちは、
これからどうしようと考

かんが

えましたか？

考
かんが

えてみよう：愛
あい

する者
もの

が死
し

んでしまう
と、多

おお

くの人
ひと

は、神
かみさま

様が自
じぶん

分たちを罰
ばっ

して
おられるのだと考

かんが

えます。ナオミも、その
ように考

かんが

えたくなりました。しかし、本
ほんとう

当
にそうでしょうか？いいえ、ちがいます。実

じつ

は、サタンがそのように思
おも

わせようとして
いるのです。

月
げつようび

曜日

エリメレクとその家
かぞく
族がモアブに

引
ひ
っ越

こ
してから、10 年

ねん
の月

つきひ
日

が流
なが
れていました。モアブに来

き
たころは、

四
よにんかぞく
人家族でした。そのうち残

のこ
ったのは、

ナオミだけでした。

ふたりの嫁
よめ

たちに対
たい

して、ナオミは優
やさ

し
い姑
しゅうとめ

〔夫
おっと

または妻
つま

の母
はは

〕でした。息
むすこ

子た
ちの嫁

よめ

であるルツとオルパがいっしょにい
てくれたことを、彼

かのじょ

女はありがたく思
おも

って
いました。けれども、故

ふるさと

郷のベツレヘム
のことを思

おも

って、ナオミはどんな決
けっしん

心をし
ましたか？ルツ記

き

１：６－７。

ナオミと二
ふた り

人の嫁
よめ

たちは、みんなとても
仲
なか

が良
よ

くて、いつまでも一
いっしょ

緒にいたいと
思
おも

っていました。しかし、ルツとオルパに
とっては、自

じぶ ん

分たちの国
くに

に帰
かえ

るほうが幸
しあわ

せになれるだろうと、ナオミは考
かんが

えるよう
になりました。できればまた結

けっこん

婚して、幸
しあわ

せな家
か て い

庭をもってほしいと考
かんが

えたのでし
た。ところが、そのことを嫁

よめ

たちに話
はな

すと、
彼
かのじょ

女たちは何
なに

と答
こた

えましたか？８節
せつ

と９

節
せつ

。

彼
かのじょ

女たちは、自
じぶ ん

分たちの国
くに

に帰
かえ

るほう
がいいということを、ナオミは説

せつめい

明しよう
としました。しかしそれでも、二

ふた り

人はナオ
ミから離

はな

れようとしません。結
けっきょく

局、どうな
りましたか？14 節

せつ

と15 節
せつ

。

オルパはモアブに戻
もど

って、ともに育
そだ

った
人
ひと

たちと暮
く

らすことにしました。しかしル
ツは、真

しん

の神
かみさま

様を信
しん

じるようになっていた
ので、これからは一

いっしょう

生、神
かみさま

様とナオミに仕
つか

えようと決
き

めていました。彼
かのじょ

女がナオミに
いった言

ことば

葉は、聖
せいしょ

書の中
なか

でもっとも美
うつく

しい
言
ことば

葉のひとつとして、記
しる

されています。16

節
せつ

と17 節
せつ

。

ルツは、なんと誠
せいじつ

実で優
やさ

しい女
じょせい

性だっ
たことでしょう！どうしても考

かんが

えを変
か

えようと
しないルツの気

き も

持ちを知
し

って、ナオミは
感
かんしゃ

謝の心
こころ

でいっぱいになり、これ以
いじょう

上、
モアブに帰

かえ

りなさいと言
い

えなくなりました。
18 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：いちばんいい選
えら

びをした
のは、どちらの嫁

よめ

でしたか？ナオミのこと
が大

だい す

好きなルツでしたが、それでも、知
し

らないよその国
くに

で暮
く

らす決
けっしん

心をするのは、
簡
かんたん

単ではなかったはずです。神
かみさま

様を愛
あい

し
信
しんらい

頼している人
ひと

の生
しょうがい

涯は、そうでない人
ひと

の生
しょうがい

涯と比
くら

べると、どんな違
ちが

いをもたらし
ますか？
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火
か よ う び

曜日

ルツとナオミがモアブからベツレヘ
ムまで歩

ある
くには、何

なんにち
日もかかった

はずです。とうとう目
もくてきち
的地にたどり着

つ
くと、

その知
し
らせは町

まちじゅう
中に広

ひろ
まりました。ナオミ

の昔
むかし
からのお友

とも
だちは、ふたたび彼

かのじょ
女に

会
あ
えて、たいへん喜

よろこ
んだことでしょう。ル

ツ記
き

１：19。

ナオミに義
ぎ り

理の娘
むすめ

だと紹
しょうかい

介されたルツ
を見

み

て、人
ひとびと

々は、彼
かのじょ

女にとてもいい印
いんしょう

象
をもったことでしょう。けれどもナオミは、
これからのベツレヘムでの生

せいかつ

活は、10
年
ねんまえ

前と比
くら

べて苦
くろう

労の多
おお

いものになるだろう
と考
かんが

えていました。20 節
せつ

と 21 節
せつ

。

飢
き

きんはとっくに終
お

わっていて、畑
はたけ

では
作
さくもつ

物がすくすくと成
せいちょう

長していました。ナオ
ミとルツがベツレヘムにやってきたころ、

人
ひとびと

々は何
なに

を収
しゅうかく

穫していましたか？22 節
せつ

。

ルツは、決
けっ

してなまけ者
もの

ではありません
でした。彼

かのじょ

女はナオミに、何
なに

をしたいと申
もう

し出
で

ましたか？ルツ記
き

２：２－３。

昔
むかし

、神
かみさま

様の律
りっぽう

法により、穀
こくもつ

物を収
しゅうかく

穫す
るとき、束

たば

から落
お

ちたものは貧
まず

しい人
ひとびと

々が
拾
ひろ

ってもいいことになっていました。落
お

ち
穂
ぼひ ろ

拾いと呼
よ

ばれる習
なら

わしです。

収
しゅうかく

穫をしている労
ろうどうしゃ

働者たちのようすを見
み

にきたボアズは、落
お

ち穂
ぼ ひ ろ

拾いをしている
ルツに目

め

がとまりました。かれは、ルツに
話
はな

しかけてみました。５節
せつ

から９節
せつ

。

ボアズはすでに、ルツのことを聞
き

いてい
ました。ナオミは親

しんせき

戚であったので、ルツ
にも興

きょうみ

味をもっていました。かれは、次
つぎ

に
なんと言

い

いましたか？11 節
せつ

から17 節
せつ

。

ルツは、一
いちにちじゅう

日中けん命
めい

に働
はたら

き、夕
ゆうがた

方、
20キロ近

ちか

い穀
こくもつ

物をたずさえて家
いえ

に帰
かえ

った
のでした。早

はや

くナオミに、一
いちにち

日の出
で き ご と

来事を
話
はな

したかったはずです。話
はなし

を聞
き

いたナオミ
の目

め

は、嬉
うれ

し涙
なみだ

であふれたことでしょう。
20 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：この時
とき

もまだ、ナオミは、
神
かみさま

様が自
じぶん

分を愛
あい

しているかどうか分
わ

かりま
せんでしたか？何

なに

が起
お

ころうとも、私
わたし

たち
は、決

けっ

して神
かみさま

様の愛
あい

をうたがったり、忘
わす

れ
たりすべきではありません。

水
すいようび

曜日

収
し ゅ う

穫
かく
の季
きせつ
節が終

お
わるまで、ルツはけ

ん命
めい

に働
はたら
きつづけました。とりあ

えず、これで毎
まいにち
日の食

た
べ物
もの
の心
しんぱい
配はなく
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なりました。でもナオミは、食
た
べ物
もの
のほか

に、気
き
になっていることがありました。まず、

ボアズのことが気
き
がかりでした。かれは、

ルツに対
たい
していつも親

しんせつ
切で、とてもすばら

しい人
ひと
であることが分

わ
かっていました。し

かも、亡
な
くなった夫

おっと
の親
しんせき
戚だというではあ

りませんか。

また、自
じぶん

分が死
し

んだあとのルツのことを
考
かんが

えると、今
いま

のうちに何
なん

とかしてあげねば
と思
おも

うのでした。そのようなときに、神
かみさま

様
のある律

りっぽう

法を思
おも

い出
だ

したのでした。息
むす こ

子
のいない人

ひと

が、子
こども

供のいないまま死
し

ぬと、
その人

ひと

に近
ちか

い親
しんせき

戚が、残
のこ

された妻
つま

〔やもめ〕
と結
けっこん

婚できるという決
き

まりがありました。

そうすれば、死
し

んだ人
ひと

の土
と ち

地は、家
かぞ く

族
のものとして残

のこ

されることができました。
財
ざいさん

産があれば、関
かんけい

係のない人
ひと

からお金
かね

を
借
か

りたりしなくてもよくなります。しかも、
その土

と ち

地は、死
し

んだ人
ひと

の部
ぶぞ く

族のものとし
て残
のこ

ることになるわけです。

ナオミは、こういったことを思
おも

いめぐらし

ていました。そしてついに、ある計
けいかく

画が
浮
う

かんで、それをルツに話
はな

しました。ル
ツは、賛

さんせい

成しましたか？ルツ記
き

３：１－５。

ナオミの計
けいかく

画は、とても変
か

わったものに
思
おも

われるかもしれませんが、当
とうじ

時としては、
名
めいあん

案〔よい考
かんが

え〕と言
い

えるほどのものでし
た。それは、ルツの行

こうどう

動によって、家
かぞ く

族
の土

と ち

地を守
まも

るために、彼
かのじょ

女がボアズと
結
けっこん

婚する気
き

があることを、かれに分
わ

からせ
るための計

けいかく

画でした。ナオミには孫
まご

がい
なかったので、家

かぞ く

族の土
と ち

地は、いずれほ
かの人

ひと

の手
て

にわたってしまうことが、はっ
きりしていました。

考
かんが

えてみよう：助
たす

けの手
て

をさしのべるこ
とによって、持

も

っているものが失
うしな

われない
ようにする、または失

うしな

われたものを取
と

り戻
もど

すようにすることを、「贖
あがな

い」といいました。
ボアズは、ルツとナオミのために、その贖

あがな

いをしたいと考
かんが

えるようになるでしょうか？
それは、次

じかい

回のお楽
たの

しみです。

木
もくようび

曜日

ナオミを信
しんらい
頼していたルツは、言

い
わ

れたとおりに行
こうどう
動しました。体

からだ

を洗
あら
い、いちばんいい服

ふく
を着

き
て、ボアズ

が働
はたら
いていた脱

だっこくば
穀場へ行

い
きました。そこ

では、男
おとこ
たちが、大

おおむぎ
麦の実

み
と殻
から
を分

わ
ける

作
さぎょう
業をしていました。一

いちにち
日の仕

しごと
事を終

お
え、

夕
ゆうしょく
食をとってから、ボアズはそこで夜

よる
を

過
す
ごすことにしていました。

ルツは、だれにも見
み

られないようにやっ
てきて、ひそかにボアズが寝

ね

ている場
ばし ょ

所
を見

み

つけました。かれが眠
ねむ

っているのを

たた ものもの
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確
たし

かめてから、ルツは何
なに

をしましたか？ル

ツ記
き

３：７。

一
いちにちじゅう

日中きつい仕
しごと

事をしたボアズは、ぐっ
すり眠

ねむ

っていたことでしょう。しかし夜
よなか

中に
とつぜん、だれかが自

じぶ ん

分の足
あし

のところで
寝
ね

ているのに気
き

づきました。８節
せつ

と９節
せつ

。

ルツが言
い

ったことの意
い み

味を、ボアズはす
ぐに理

りかい

解しました。そして、これはすべて、
ナオミがしくんだ計

けいかく

画にちがいないと思
おも

っ
たのでした。答

こた

えを出
だ

すために、かれは
長
なが

いあいだ考
かんが

えましたか？10 節
せつ

と11 節
せつ

。

もしかしたら、ボアズはすでに、ルツと
の結
けっこん

婚を考
かんが

えていたかもしれません。しか
し、自

じぶん

分よりも、もっとナオミの家
かぞ く

族に近
ちか

い親
しんせき

戚がいることを、かれは知
し

っていまし
た。つまり、その親

しんせき

戚が、ルツとの結
けっこん

婚
を最

さいしょ

初にえらぶ権
け ん り

利があったのでした。
12 節

せつ

と13 節
せつ

。

つぎの朝
あさ

、日
ひ

が昇
のぼ

る前
まえ

に、ナオミのた

めのおみやげをもたせて、ボアズはルツ
を家
いえ

にかえしました。

きっとナオミは、何
なに

が起
お

こったかを詳
くわ

し
く聞

き

きたかったことでしょう。ルツの話
はなし

を
聞
き

いたあとで、彼
かのじょ

女はなんと言
い

いました
か？18 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：ナオミは、ルツにとって、
本
ほんとう

当の母
ははおや

親のようでした。ルツは大
おとな

人でし
たが、ナオミの言

い

いつけには、なんでも
喜
よろこ

んでしたがいました。彼
かのじょ

女は、どのよう
な律

りっぽう

法にしたがっていましたか？

金
きんようび

曜日

その日
ひ
、ボアズは、ナオミが思

おも
っ

ていたとおりに行
こうどう
動しましたか？

ルツ記
き

４：１－２。ボアズがもうひとりの
親
しんせき
戚に、贖

あがな
うべき土

と ち
地について相

そうだん
談する

と、すぐにその人
ひと
は、自

じぶん
分がその土

と ち
地を

贖
あがな
うといいました。しかし、それをするな

ら、ルツと結
けっこん
婚し、贖

あがな
った土

と ち
地は彼

かのじょ
女の

息
むすこ
子たちにゆずらなくてはいけないことを、
その親

しんせき
戚の人

ひと
は知

し
りませんでした。そのこ

とをボアズが話
はな
すと、その人

ひと
はなんと言

い
い

ましたか？６節
せつ
。

するとボアズは、ある変
か

わった儀
ぎ し き

式を
行
おこな

いました。それは、重
じゅうよう

要〔ひじょうに
大
たいせつ

切〕な書
しょるい

類にサインをしたり、はんこを
押
お

したりするようなものでした。７節
せつ

から

９節
せつ

。

そのようすを見
み

ていた長
ちょうろう

老たちも、ほか
の人

ひとびと

々も、その土
と ち

地がボアズのものとな
ることを認

みと

めました。また、かれがルツと
結
けっこん

婚する約
やくそく

束をしたことも、彼
かれ

らは認
みと

めた
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のでした。10 節
せつ

から12 節
せつ

。

ルツに最
さいしょ

初の赤
あか

ん坊
ぼう

が生
う

まれたとき、
その子

こ

はオベデと名
な

づけられました。ベツ
レヘムの女

おんな

たちは、親
した

しい友
ゆうじん

人であるナ
オミといっしょに喜

よろこ

んでくれました。彼
かのじょ

女
たちは、なんと言

い

いましたか？またナオミ
は、何

なに

をしましたか？14 節
せつ

から16 節
せつ

。

いつの日
ひ

か、オベデが、あの偉
いだ い

大なダ
ビデ王

おう

の祖
そ ふ

父〔おじいさん〕になるとは、
だれも知

し

りませんでした。さらにかれは、
世
せか い

界でもっとも重
じゅうよう

要なお方
かた

の祖
そせ ん

先ともなる
のでした。千

せんねんいじょう

年以上ものちに、そのお方
かた

は、
ボアズがルツを贖

あがな

った、あのベツレヘム
の町

まち

でお生
う

まれになりました。そのお方
かた

とは、どなたのことでしょう？そうです、イ
エス様

さま

のことです！イエス様
さま

は、サタンの
奴
どれ い

隷であった私
わたし

たちを買
か

い戻
もど

された贖
あがな

い
主
ぬし

、救
すく

い主
ぬし

であられます。そして最
さい ご

後に、
かれは私

わたし

たちの世
せか い

界を新
あたら

しくつくられてか
ら、それを永

えいえん

遠に私
わたし

たちのものとして与
あた

え

てくださるのです。

考
かんが

えてみよう：恐
おそ

るべき永
えいえん

遠の死
し

を味
あじ

わ
うことによって、すでにイエス様

さま

は、私
わたし

た
ちをサタンから買

か

い戻
もど

して〔贖
あがな

って〕くだ
さいました。そしてまもなく、私

わたし

たちを迎
むか

えに来
こ

られ、永
えいえん

遠の故
ふるさと

郷にともに住
す

まわせ
てくださいます。最

さい ご

後に、イエス様
さま

が私
わたし

た
ちの世

せか い

界を新
あたら

しく、そして美
うつく

しくつくられる
のを、私

わたし

たちは見
み

ることでしょう。そこで
私
わたし

たちは、永
えいえん

遠にかれとともに暮
く

らすので
す！私

わたし

たち一
ひと り

人ひとりが、贖
あがな

われてイエス
様
さま

のものとなることを、選
えら

ぶことができま
す。そのことを、心

こころ

から喜
よろこ

んでいますか？
私
わたし

たちは、イエス様
さま

によってサタンから贖
あがな

われたことを、決
けっ

して忘
わす

れないでください。

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！
★ルツ記

き

1-4 章
しょう

★キリストの実
じつぶつきょうくん

物教訓p.268-280
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ダローさんは、デイビーがどうやっ
てユリの花

はな
を手

て
に入

い
れた

のか、また、なぜそれを彼
かのじょ
女にあ

げようと思
おも
ったのか、かれが話

はな
すの

を待
ま
っていました。

デイビーは言
い

いました。「花
はな や

屋さ
んのお手

てつ だ

伝いをしたので、そこの
人
ひと

からもらったんです」と。

「あら、そうだったの。ではなぜ、その
花
はな

を私
わたし

にくれるの？」と、ダローさんが尋
たず

ねました。

デイビーの顔
かお

が、ますます赤
あか

くなりまし
た。

「ほら、どうしたの？本
ほんとう

当のことを話
はな

しな
さい。」ダローさんは、しつこく尋

たず

ねます。

デイビーはこわくなりましたが、本
ほんとう

当の
ことを話

はな

すことにしました。「イエス様
さま

のた
めにやったんです」と、かれは言

い

いました。
そして、「安

あんそくにちがっこう

息日学校の先
せんせい

生が、一
いちばん

番いじ
わるな人

ひと

に、親
しんせつ

切にしてあげなさいと教
おし

え
てくれたんです。ダローさんのことは、嫌

きら

いじゃないですけどね」とつけ加
くわ

えました。

しばらくのあいだ、ダローさんはただ、
デイビーをあきれたように見

み

つめていまし
た。それからいきなり、大

おおごえ

声で笑
わら

いだし
たのです。その声

こえ

を聞
き

いたフルダが、びっ
くりして、「いったい何

なに

があったのかしら？
ダローさんがあんなに笑

わら

ったのは、初
はじ

め
てだわ」とつぶやいたほどでした。

ようやく笑
わら

いがおさまってから、ダロー
さんは、もっと近

ちか

くに来
き

て詳
くわ

しい話
はなし

をするようにと、デイビーに言
い

いま
した。彼

かのじょ

女の声
こえ

はとても優
やさ

しくなっ
ていたので、デイビーは安

あんしん

心して
話
はな

し始
はじ

めました。13回
かいけんきん

献金につい
てデイビーが説

せつめい

明すると、かれが
お金

かね

を必
ひつよう

要としていた訳
わけ

を、彼
かのじょ

女
は理

りかい

解しました。

「それじゃあ、デイビー・・・」ダロー
さんは言

い

いました。「あなたが私
わたし

にお花
はな

を
くれたので、私

わたし

は、あなたが献
けんきん

金するた
めに５ドル差

さ

し上
あ

げましょう。」

デイビーはお礼
れい

を言
い

ってから、「でもそ
れでは、僕

ぼく

が稼
かせ

いだお金
かね

ではないので、
僕
ぼく

が献
けんきん

金したことにはな
りません」と答

こた

えました。

ダローさんがベルを鳴
な

らすと、フルダがやって
きました。「この少

しょうねん

年に、
何
なに

かお仕
しご と

事をさせてあげ

お話
はな

しひろば 

口
く ち ぶ え

笛を吹
ふ

くデイビー―パート 3
エイミー・シェラード

デイビーは、いじわるなダローさ
んに、かれのユリの花

はな

をあげることに
しました。敵

てき

にも親
しんせつ

切にしなさいと言
い

われる、イエス様
さま

の言
こ と ば

葉にしたがい
たいと思

おも

ったからでした。
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てちょうだい。放
ほ う か ご

課後にアルバイトをして、
お金

かね

を稼
かせ

ぎたいんですって。」ダローさん
は、フルダに言

い

いました。

フルダは、自
じぶん

分の手
てつ だ

伝いをしてくれる人
ひと

ができて、とても喜
よろこ

んでいました。こうし
てデイビーは、献

けんきん

金のためのお金
かね

を稼
かせ

ぐ
ことができるようになりました。ダローさ
んのために働

はたら

いていると言
い

っても、だれも
信
しん

じてはくれませんでした。しかも、彼
かのじょ

女
が男
おとこ

の子
こ

を雇
やと

ったとは、だれも信
しん

じること
ができませんでした。

トビーおじさんが病
びょうき

気になって、デイ
ビーが数

すうじつ

日だけ仕
しご と

事を休
やす

まなくてはいけ
なくなったとき、ダローさんはとても寂

さび

しく
感
かん

じました。デイビーの明
あか

るい口
くちぶえ

笛と、か
れの笑

えがお

顔が恋
こい

しくなったのでした。

デイビーがふたたびフルダの手
てつ だ

伝いを
するようになると、ダローさんはかれを
自
じぶ ん

分の部
へ や

屋に呼
よ

びました。それから嬉
うれ

し
そうに、かれを抱

だ

きしめて、「あなたって、
本
ほんとう

当にいい子
こ

ね！」と言
い

ったのでした。そ
の時

とき

デイビーは、お母
かあ

さんが亡
な

くなって
〔死

し

んで〕以
いら い

来、初
はじ

めて涙
なみだ

を流
なが

しました。
それはもちろん、嬉

うれ

し涙
なみだ

でした。

ダローさんは、デイビーをぎゅっと抱
だ

きしめてから、かれにア
ルバイトのお金

かね

を渡
わた

しま
した。そして、「このア
ルバイト代

だい

のほかに、あ
なたに渡

わた

したいものがあ
るの。さあ、これは私

わたし

からの 13 回
かいけんきん

献金よ。あ
なたのと一

いっしょ

緒に、これを
ささげてちょうだい」と

言
い

いながら、かれに封
ふうとう

筒を手
て わ た

渡しまし
た。封

ふうとう

筒の中
なか

には、100ドルのお金
かね

と、
安
あんそくにちがっこう

息日学校の先
せんせい

生に宛
あ

てた手
てが み

紙が入
はい

って
いました。デイビーは彼

かのじょ

女に、「ああ、ダ
ローさん、あなたは天

てんし

使のようなかたです」
と言

い

いました。

まもなく町
まち

の人
ひと

たちも、ダローさんが全
まった

く別
べつじん

人のように変
か

わってしまったことに気
き

づきました。彼
かのじょ

女に親
しんせつ

切にしようと決
き

めた、
勇
ゆうかん

敢な男
おとこ

の子
こ

をとおして、イエス様
さま

がダ
ローさんを変

か

えてくださいました。デイビー
の勇

ゆう き

気ある行
こうどう

動によって、ダローさんも、
イエス様

さま

を愛
あい

する人
ひと

になっていたのでし
た。

（おわり）
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日
にちようび

曜日

たとえどんなことが起
お
ころうとも、

生
い
きているかぎりずっとイエス様

さま

を愛
あい
し、信

しんらい
頼し、イエス様

さま
にしたがうこ

とを選
えら
ぶ、そんなことが小

ちい
さな子

こども
供にで

きるのでしょうか。ええ、できますとも。
聖
せいしょ
書は、まだ幼

おさな
かった時

とき
に神
かみさま
様にしたがっ

たある少
しょうねん
年について語

かた
っています。その

少
しょうねん
年の名

な
は、サムエルといいます。

サムエルのお父
とう

さんはエルカナという
人
ひと

で、お金
かね も

持ちでえらいレ
ビびとでした。レビびとは、
幕
ま く や

屋で神
かみさま

様のための特
とくべつ

別
な仕

し ご と

事をしていました。
大
だいさいし

祭司と、聖
せいじょ

所で大
だいさいし

祭司の
お手

てつだ

伝いをする人
ひと

は、みな
レビびとでした。

エルカナとその家
か ぞ く

族は、
ラマというところに住

す

んで
いました。そこは昔

むかし

から
幕
まく や

屋のある、シロの地
ち

から

20キロも離
はな

れたところです。

サムエルのお母
かあ

さんはハンナといい、
神
かみさま

様を心
こころ

から愛
あい

するすばらしい女
じょせい

性でし
た。

毎
まいとし

年、エルカナは家
かぞ く

族をつれてシロへ
行
い

き、そこで何
なんにち

日かかけて、ある特
とくべつ

別な
集
しゅうかい

会をしました。彼
かれ

らはいつも、神
かみさま

様へ
の犠

ぎせい

牲の動
どうぶつ

物をたずさえて行
い

きました。そ
して犠

ぎせ い

牲の供
そな

え物
もの

をささげた後
のち

には、あ
る特
とくべつ

別な食
しょくじ

事をするのです。それは家
かぞ く

族
みんなにとって、楽

たの

しいひとときとなるは
ずでした。

ところが、ハンナは
いつも楽

たの

しいどころか、
とても悲

かな

しんでいたの
です。来

く

る年
とし

もくる年
とし

も、エルカナは家
か ぞ く

族を
つれてシロへ集

しゅうかい

会に行
い

きます。そして来
く

る年
とし

も
くる年

とし

も、いつだって
ハンナは悲

かな

しいのです。
実
じっさい

際、集
しゅうかい

会に行
い

くたび

聞
き

かれたハンナの祈
いの

り

第
だい

6 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「幼
おさなご

子でさえも、その行
おこな

いによって自
みずか

らを示
しめ

し、そのす

ることの清
きよ

いか正
ただ

しいかを現
あらわ

す。」ー箴
しんげん

言 20:11

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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に、ほとんどの場
ばあ い

合、悲
かな

しみのあまり食
た

べ物
もの

がのどを通
とお

らないほどでした。

ある時
とき

のこと、特
とくべつ

別な食
しょくじ

事の後
のち

、ハン
ナはひとりで幕

まく や

屋へ行
い

きました。そして、
胸
むね

も張
は

りさけんばかりに泣
な

いていました。
なぜでしょうか？何

なに

が悪
わる

かったのでしょう？
それを明

あ す

日調
しら

べてみましょう。

考
かんが

えてみよう：あなたは今
いま

までに、どう
してもあるものが欲

ほ

しくて泣
な

いたことはあり
ますか？時

ときどきこども

々子供たちは、あまり大
だい じ

事では
ない物

もの

を欲
ほ

しがって泣
な

くことがありますね。
でも、ハンナが泣

な

いて求
もと

めていたのは、
とてもとても大

だい じ

事で、それは神
かみさま

様だけが与
あた

えることのできるものだったのです。

月
げつようび

曜日

ハンナがなぜ泣
な
いていたのかわかり

ますか？理
りゆう
由は、彼

かのじょ
女とエルカ

ナの間
あいだ
に子
こども
供がいなかったからです。ふ

たりは、いつかエルカナが亡
な
くなった後

のち

に、土
と ち
地や財

ざいさん
産の面

めんどう
倒を見

み

る息
むすこ
子が欲

ほ
しいと願

ねが
ってい

ました。

エルカナは神
かみさま

様を愛
あい

し
礼
れいはい

拝し、そしてハンナのこ
とも心

こころ

から愛
あい

していました。
しかし子

こ ど も

供ができないの
で、息

む す こ

子を与
あた

えてくださる
神
かみさま

様に信
しんらい

頼せずに、他
ほか

の
女
おんな

の人
ひと

と結
けっこん

婚してしまいま
した。ペニンナという名

な

の
女
じょせい

性です。そういうわけで、
当
とうぜん

然ながら、やきもちをや

く嫉
しっと

妬の心
こころ

が生
う

まれました。

ペニンナは自
じぶ ん

分に子
こ ど も

供が生
う

まれると、
神
かみさま

様がハンナよりも自
じぶん

分を大
だい じ

事にしている
ことを示

しめ

してくださっているのだ、と思
おも

う
ようになりました。しかし、ペニンナはハ
ンナに嫉

しっ と

妬もしていました。というのは、
エルカナが自

じぶ ん

分よりもハンナを愛
あい

してい
るのを知

し

っていたからです。ペニンナは
意
い じ わ る

地悪になり、ハンナの心
こころ

を傷
きず

つけるた
めには、どんなことでもするようになりま
した。

ところで、毎
まいとし

年エルカナが家
か ぞ く

族をどこ
へつれて行

い

ったか覚
おぼ

えていますか？彼
かれ

らは
そこで何

なに

をしたでしょうか？サムエル記
きじょう

上

1:3。

供
そな

え物
もの

をささげた後
のち

の特
とくべつ

別な食
しょくじ

事の席
せき

で、エルカナは、家
か ぞ く

族の一
ひ と り

人ひとりに、
神
かみさま

様への特
とくべつ

別な犠
ぎせ い

牲の供
そな

え物
もの

をとり分
わ

け
ました。4-5 節

せつ

。

エルカナが、ハンナには大
おお

きめに与
あた

え
たとき、おそらくペニンナはますます嫉

しっ と

妬
したことでしょう。彼

かのじょ

女はハ
ンナに対

たい

して、どんな行
こうどう

動
に出

で

ましたか？6-7 節
せつ

。

ハンナはいつも落
お

ち着
つ

い
て、忍

にんたい

耐していました。し
かし今

こ ん ど

度ばかりは、たとえ
エルカナがハンナを慰

なぐさ

める
ため最

さいぜん

善をつくしたとして
も、もう耐

た

えられないと思
おも

いました。8 節
せつ

。ハンナは
エルカナに不

ふ ま ん

満をもらしま
せんでしたが、特

とくべつ

別な食
しょくじ

事
の後

のち

、彼
かのじょ

女は何
なに

をしました
Darrel Tank
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か？9 節
せつ

と10 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様がご計
けいかく

画なさったよ
うに、ひとりの妻

つま

ではなくて、妻
つま

がふたり
いたために不

ふしあわ

幸せだった家
かぞ く

族は、ほかに
もありましたか？アブラハムの家

かて い

庭でのサ
ラとハガルはどうでしょう？ヤコブの家

かて い

庭で
のラケルとレアはどうでしたか？

火
か よ う び

曜日

ハンナは食
しょくじ
事をすることができま

せんでした。特
とくべつ
別な食

しょくじ
事の後

のち
、

彼
かのじょ
女は、自

じぶん
分が悲

かな
しんでいることについて

神
かみさま
様とお話

はなし
をするために幕

まくや
屋へ行

い
きまし

た。入
いりぐち
口の近

ちか
くでひざまずき、すすり泣

な

きながら彼
かのじょ
女がうったえたことは何

なん
だった

のでしょう。サムエル記
きじょう

上 1:9-11。

大
だいさいし

祭司であるエリは、入
いりぐち

口のそばに腰
こし

かけてハンナを見
み

ていました。彼
かれ

は、ハ
ンナのように祈

いの

る人
ひと

をこれまでに一
いち ど

度も見
み

たことがありませんでした。ほとんどの人
ひと

が、神
かみさま

様を敬
うやま

ってさえいなかったからです。
時
ときどき

々ですが、女
じょせい

性ですら酒
さけ

に酔
よ

って幕
まく や

屋
をおとずれることがありました。ですから
見
み

ているうちに、エリは、ハンナがひどく
酒
さけ

に酔
よ

っているにちがいない、と確
かくしん

信しま
した。

かわいそうなハンナ！誤
ご か い

解されてどん
なに悲

かな

しかったことでしょう。彼
かのじょ

女はただ
ちに、しかしおだやかに、自

じ ぶ ん

分が酒
さけ

に
酔
よ

っているのではないことを話
はな

しました。
12-14 節

せつ

。

まもなくエリは、ハンナに言
い

ってしまっ
たことを深

ふか

く反
はんせい

省しました。悪
わる

いことをし

ていない人
ひと

を傷
きず

つけるつもりはなかった
からです。ハンナは神

かみさま

様と何
なに

を話
はな

したかに
ついて、まだエリに話

はな

していませんでした
が、彼

かのじょ

女が善
ぜんりょう

良な女
じょせい

性で、神
かみさま

様を心
こころ

から
愛
あい

していることが、エリにはよくわかりま
した。彼

かれ

はなんと言
い

いましたか？17 節
せつ

。

ハンナの心
こころ

の内
うち

にあった重
おもくる

苦しい気
き も

持
ちは、たちまちどこかへ消

き

えてしまいま
した。そして、テントへ戻

もど

ったころには、
神
かみさま

様が自
じぶん

分の祈
いの

りを聞
き

いてくださったこと
を確
かくしん

信できたのです。食
しょくよく

欲もでてきました。
18 節

せつ

。

翌
よくあさ

朝、家
かぞくいっこう

族一行はラマの自
じた く

宅へ帰
かえ

りま
した。ハンナがうれしそうなのを見

み

て、エ
ルカナが喜

よろこ

んだことは、みなさんにも想
そうぞう

像
できますよね。ペニンナとその子

こども

供たちは、
こんなにまでうれしそうにしているハンナ
に一

いったいなに

体何が起
お

きたのか、ふしぎでたまら
なかったに違

ちが

いありません。

考
かんが

えてみよう：ペニンナのさまざまない
じわるについて、ハンナは不

ふへ い

平を言
い

ったり
怒
おこ

ったりしましたか？ハンナは自
じぶ ん

分の問
もんだい

題
を、だれにもって行

い

きましたか？私
わたし

たちも
自
じぶん

分が失
しつぼう

望したとき、ハンナのように、い
つでもイエス様

さま

のところへ行
い

くことができま
す。

水
すいようび

曜日

神
か み

様
さま
は、ハンナの祈

いの
りを聞

き
いてくだ

さいました。そして彼
かのじょ
女が願

ねが
った

とおり、息
むすこ
子をお授

さず
けになったのです。サ

ムエル記
きじょう

上 1:20。

ハンナが交
か

わした約
やくそく

束を覚
おぼ

えています
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か？神
かみさま

様が息
むす こ

子を下
くだ

さったら、どうすると
約
やくそく

束したでしょうか？もういちど読
よ

んでみま
しょう。サムエル記

きじょう

上 1:11。

小
ちい

さなサムエルは、ナジルびととして
生
い

きることになりました。ナジルびととは、
ひじょうに特

とくべつ

別な方
ほうほう

法で神
かみさま

様にささげられ
た人
ひと

のことです。サムソンもナジルびとで
したが、神

かみさま

様を何
なんど

度もがっかりさせました。
さてサムエルは、どのような生

い

き方
かた

を選
えら

ぶのでしょうか。

サムエルがまだ話
はな

すこともできないう
ちから、ハンナはサムエルに、神

かみさま

様を愛
あい

し、神
かみさま

様にしたがうことを教
おし

え始
はじ

めました。
思
おも

いつくかぎり、すべてのことにおいて、
神
かみさま

様の幸
こうふく

福のルールを理
りか い

解させるよう努
つと

めました。ハンナはサムエルに、神
かみさま

様が
創
そうぞう

造された美
うつく

しいものを見
み

せました。また
どのようにお祈

いの

りするかを教
おし

え、神
かみさま

様がサ
ムエルを守

まも

ってくださることを感
かんしゃ

謝しまし
た。

サムエルが物
ものごころ

心がつくと、ハンナはお
手
て つ だ

伝いをすることを教
おし

えました。おそら
く、落

お

ちているゴミを拾
ひろ

ったり、おもちゃ
を片

かた づ

付けたり、小
ちい

さな物
もの

をお母
かあ

さんのとこ
ろへ運

はこ

んだり、といったようなことだった
でしょう。

またハンナはサムエルに、「いけない」
の意

い み

味を教
おし

え、いつでもしたがうことを選
えら

ぶよう、やさしく教
おし

えてあげました。その
おかげで彼

かれ

は、したがった時
とき

に人
ひと

がより
幸
こうふく

福になれることをすぐに学
まな

んだのでし
た。

そして聖
せいれい

霊は、イスラエルの民
たみ

のため
に必
ひつよう

要な大
おお

きな働
はたら

きをする人
じんぶつ

物になれる

ように、サムエルを育
そだ

てるハンナをお導
みちび

き
になりました。当

とうじ

時ほとんどの人
ひと

は、幸
こうふく

福
のルールにしたがうことなく、とてもいい
加
かげ ん

減な生
い

き方
かた

をしていました。そのため、
神
かみさま

様は彼
かれ

らを祝
しゅくふく

福したくてもできませんで
した。

考
かんが

えてみよう：服
ふくじゅう

従できるようになった
犬
いぬ

を見
み

たことがありますか？人
にんげん

間の赤
あか

ちゃ
んは、おすわりできる頃

ごろ

までに、とても賢
かしこ

い犬
いぬ

よりもずっとたくさんのことを理
りか い

解でき
るのを知

し

っていましたか？賢
かしこ

い両
りょうしん

親は、ハ
ンナがサムエルにしたように子

こど も

供に教
おし

える
のですよ！自

じぶん

分の子
こど も

供がまだ小
ちい

さな赤
あか

ん坊
ぼう

の時
とき

から、もう教
おし

え始
はじ

めているのです。

木
もくようび

曜日

サムエルが生
う
まれてまもなく、シロ

での特
とくべつ
別な集

しゅうかい
会をする時

とき
がやっ

てきましたが、ハンナはどのような決
けっしん
心を

したでしょうか？サムエル記
きじょう

上 1:21-23。
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ハンナが誓
ちか

ったあの神
しんせい

聖な約
やくそく

束のこと
を、エルカナもハンナも忘

わす

れてはいません
でした。ふたりとも、神

かみさま

様がサムエルを彼
かれ

らに与
あた

えてくださったことを知
し

っていまし
た。またハンナは、サムエルを注

ちゅういぶか

意深く
しつけました。それは、もうすぐサムエル
を特
とくべつ

別な捧
ささ

げものとして神
かみさま

様にお返
かえ

しする
ということを覚

おぼ

えていたからでした。ふた
りはサムエルをシロへつれて行

い

き、彼
かれ

は
そこで、大

だいさいし

祭司エリと一
いっしょ

緒に暮
く

らすことに
なるのです。

サムエルが自
じ ぶ ん

分の身
み

の周
まわ

りのことを
十
じゅうぶん

分できるようになったとき、ハンナは
約
やくそく

束をはたす時
とき

がきたのだと悟
さと

りました。
サムエルはエリのもとで生

せいかつ

活し、聖
せいじょ

所で
のお手

てつ だ

伝いの仕
しか た

方をエリから教
おし

えてもらう
のです。ハンナはサムエルのため特

とくべつ

別に、
子
こどもよう

供用の礼
れいふく

服を作
つく

ってあげました。祭
さい し

司
らが着

き

るような特
とくべつ

別な礼
れいふく

服です。心
こころ

を込
こ

めてその服
ふく

を縫
ぬ

いながら、ハンナは、ど
うかこの幼

おさな

い息
むす こ

子、かけがえのない我
わ

が
子
こ

をお守
まも

りくださいと、神
かみさま

様に祈
いの

りました。

ハンナはきっと、エリの家
か て い

庭のことを
心
しんぱい

配していたことでしょう。エリが親
しんせつ

切な
人
ひと

であることは、イスラエルの人
ひとびと

々によく
知
し

られていました。しかし、彼
かれ

は自
じぶ ん

分の
息
むす こ

子たちを、神
かみさま

様の幸
こうふく

福のルールにした
がうように教

きょういく

育しませんでした。そのため
息
むす こ

子たちは、とても悪
わる

い人
ひと

になってしまっ
ていたのです。このような息

むす こ

子たち、ホフ
ニとピネハスは、自

じぶ ん

分たちと同
おな

じように、
サムエルをも神

かみさま

様に背
そむ

かせようとそその
かすでしょうか？サムエルはまだ幼

おさな

いので
す。はたしてハンナの教

おし

えを覚
おぼ

えているで
しょうか？彼

かれ

は正
ただ

しい選
えら

びができるでしょ

うか？ああ、どうかサムエルがそうできま
すように、とハンナは祈

いの

ったにちがいあり
ません。

考
かんが

えてみよう：ハンナが約
やくそく

束をはたすた
めには、もっと神

かみさま

様に信
しんらい

頼する必
ひつよう

要があり
ましたか？小

ちい

さいサムエルは、自
じぶん

分が神
かみさま

様
への特

とくべつ

別な捧
ささ

げものであることを、すでに
わかっていたと思

おも

いますか？あなたの両
りょうしん

親
も、あなたにサムエルのようになってほし
いと望

のぞ

んでいることを知
し

っていましたか？

金
きんようび

曜日

とうとう、エルカナとハンナがサム
エルをシロへつれて行

い
く日

ひ
がやっ

てきました。サムエル記
きじょう

上 1:24,25。

ハンナが以
いぜ ん

前、幕
まく や

屋に行
い

った時
とき

からも
う数
すうねん

年がたっていましたので、エリが自
じぶん

分
のことを覚

おぼ

えていないだろうことはわかっ
ていました。彼

かのじょ

女はエリに何
なに

と言
い

いました
か？26-28 節

せつ

。
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エリにとって、ハンナのように自
じぶん

分の思
おも

いを後
あと

まわしにしたこの行
こうどう

動は信
しん

じがたい
ものでした。かれ自

じしんかしこ

身賢い父
ちちおや

親ではなく、
ふたりの息

むすこ

子をきちんと教
きょういく

育できていませ
んでした。ハンナのすばらしい祈

いの

り（サム

エル記
きじょう

上 2：1-10）を聞
き

いた今
いま

、エリはへ
りくだり、敬

けい

けんな思
おも

いに満
み

たされました。
彼
かれ

は、いとしい幼
おさな

いサムエルには、自
じぶん

分
が息

むす こ

子たちにした失
しっぱい

敗を繰
く

り返
かえ

すことのな
いよう最

さいぜん

善の努
どりょく

力をしていくことでしょう。

別
わか

れの時
とき

はすぐにやってきました。もし
かするとサムエルは少

すこ

し泣
な

いてしまった
かもしれませんが、幕

まく や

屋でのエリの仕
しご と

事
を手

てつ だ

伝うことを心
こころ

から楽
たの

しみにするように
母
ははおや

親に教
おし

えられているので、心
しんぱい

配ありませ
ん。すでにエリの方

ほう

も、このかわいらしい
少
しょうねん

年のことを大
だいす

好きになっていました。

ハンナの目
め

にも涙
なみだ

が浮
う

かんでいたので
はないでしょうか。それでも心

こころ

には喜
よろこ

びが
ありました。なぜなら彼

かのじょ

女は、神
かみさま

様への
約
やくそく

束をはたしているのですから。ハンナ
は神

かみさま

様が必
かなら

ず、自
じぶ ん

分がささげるいとしい
我
わ

が子
こ

のことを守
まも

り導
みちび

いてくださると信
しん

じ
ていました。おそらくサムエルと両

りょうしん

親は、
抱
だ

き合
あ

ってキスをして、それから手
て

をふっ
てお別

わか

れをしたのでしょう。

考
かんが

えてみよう：サムエルは、３歳
さい

から５
歳
さい

ぐらいだったと思
おも

いますが、あまりにも
小
ちい

さすぎると思
おも

いませんか？でも赤
あか

ちゃん
でさえ、わがままをしてかんしゃくを起

お

こし
たり叫

さけ

んだりすることがありますよね。生
う

まれた時
とき

からサムエルをきちんとしつける
ことができるようにハンナを助

たす

けたのは、
神
かみさま

様でした。ですからサムエルは喜
よろこ

んで

従
したが

うときに、より幸
しあわ

せになれることをすで
に学

まな

んでいたのです。服
ふくじゅう

従は他
ほか

の人
ひと

も
幸
こうふく

福にします。なにより、それはイエス様
さま

を喜
よろこ

ばせることです！あなたもそのことを学
まな

んでいますか？

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★サムエル記
きじょう

上 1 章
しょう

、2 章
しょう

1-11

節
せつ

、18-21 節
せつ

、

★人
じんるい

類のあけぼの下
げ か ん

巻 55 章
しょう
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ずっと何
なんねん
年も昔

むかし
、ある遠

とお
い国
くに
での

こと。この国
くに
の皇
こうてい
帝〔王

おうさま
様〕が

ある法
ほうりつ
律（きまり）をつくりました。それは、

聖
せいしょ
書を持

も
っている人

ひと
、またはただ聖

せいしょ
書を

読
よ
むだけであっても、そのようなこ

とをした人
ひと
には、だれでも罰

ばつ
を

与
あた
えるという法

ほうりつ
律です。この国

くに
の

人
ひとびと
々は、聖

せいしょ
書を理

りかい
解できるのは司

しさい
祭

だけで、その他
ほか
の平
へいみん
民たちは聖

せいしょ
書を読

よ

むべきではない、とさえ思
おも
っていました。

サタンは、人
ひとびと
々に十

じっかい
戒（神

かみさま
様によって作

つく

られたきまり）を学
まな
んでほしくない、また

神
かみさま
様を愛

あい
して神

かみさま
様にしたがってほしくあり

ませんでした。

人
ひとびと

々は皇
こうてい

帝の法
ほうりつ

律はまちがっていると
知
し

っていましたので、自
じぶ ん

分の聖
せいしょ

書を守
まも

っ
ていました。そこで、人

ひとびと

々の家
いえ

へ行
い

き、
調
しら

べて、聖
せいしょ

書を見
み

つけたなら取
と

り上
あ

げるよ
うに、兵

へいたい

隊がつかわされました。人
ひとびと

々の
方
ほう

ももちろん、兵
へいたい

隊が来
く

ると知
し

ったら、す
ばやく自

じぶ ん

分の聖
せいしょ

書を安
あんぜん

全な場
ばし ょ

所へ隠
かく

しま
した。ときには少

しょうねんしょうじょ

年少女たちが、兵
へいたい

隊が
来
き

たことを村
むらびと

人に知
し

らせる
役
やくめ

目をうけました。そうする
ことで、知

し

らせを受
う

けた村
むら

の人
ひとびと

々は聖
せいしょ

書を隠
かく

すことが
できたのです。

そんなある日
ひ

、少
しょうじょ

女がひ
とりで留

る す ば ん

守番をしているとこ

ろへ、友
ゆうじん

人がきてドアをあけ、小
ちい

さな声
こえ

でこういいました。「兵
へいたい

隊がやってくるわ！
はやく聖

せいしょ

書を隠
かく

して！急
いそ

いで！」

少
しょうじょ

女はちょうどパンをこねている
ところでした。兵

へいたい

隊はもう家
いえ

のそ
ばまで来

き

ているので、聖
せいしょ

書を隠
かく

す時
じ か ん

間はありません。すぐさ
ま少
しょうじょ

女は祈
いの

りました。する
と、何

なに

をするべきか思
おも

い
ついたのです。少

しょうじょ

女はこ
ねていたパン生

き じ

地をすばやく広
ひろ

げ、真
ま

ん中
なか

に聖
せいしょ

書を入
い

れました。そし
て生

き じ

地で包
つつ

みこみ、急
いそ

いで型
かた

に入
い

れ、焼
や

き釜
がま

（オーブン）に入
い

れました。

まもなく兵
へいたい

隊がドアをたたき、怒
ど な

鳴りま
した。「皇

こうていさま

帝様の名
な

によって命
めい

じる、ドア
をあけろ！」

少
しょうじょ

女は礼
れいぎただ

儀正しく彼
かれ

らを家
いえ

に迎
むか

え入
い

れ、
兵
へい し

士たちは家
いえじゅう

中を注
ちゅういぶか

意深く調
しら

べ始
はじ

めまし
た。食

しょっき

器だなや引
ひ

き出
だ

し、すべてのたな、
また家

か ぐ

具の下
した

、枕
まくら

とベッドの下
した

を調
しら

べまし
た。兵

へい し

士たちは焼
や

き釜
がま

（オーブン）のド
アを開

あ

け、中
なか

をのぞきこ
みました。しかし、そこに
は大
おお

きなひとかたまりのパ
ンがふくらんで、もうすぐ
焼
や

き上
あ

がるのが見
み

えるだ
けです。

とうとう、兵
へい し

士たちはあ

お話
はな

しひろば 

焼
や

かれた聖
せ い し ょ

書
エイミー・シェラード
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きらめて次
つぎ

の家
いえ

へ向
む

かいました。聖
せいしょ

書は
守
まも

られたのです。

それから何
なんねん

年もたって、この少
しょうじょ

女の孫
まご

に
あたる男

だんせい

性がアメリカへわたりました。彼
かれ

はあの大
たいせつ

切な聖
せいしょ

書をもって行
い

きました。そ
して時

ときどき

々それを見
み

せては、自
じぶ ん

分のおばあ
さんがどうやってこの聖

せいしょ

書を兵
へいたい

隊から守
まも

っ
たのかを語

かた

り、今
いまひとびと

人々が自
じぶ ん

分の聖
せいしょ

書をも
つことのできる国

くに

に住
す

んでいることがどん
なに恵

めぐ

まれたことかを思
おも

い出
で

させました。

あなたならどうしますか？もし警
けいさつ

察があ
なたの家

いえ

に来
き

て、もっている聖
せいしょ

書をすべ
て出

だ

しなさいと言
い

ったらどうしますか？あ
の少
しょうじょ

女のように聖
せいしょ

書を大
たいせつ

切にしているで
しょうか？もしイエス様

さま

にしたがったため
に、刑

けいむしょ

務所に入
い

れられたとしたらどうで
しょう？聖

せいしょ

書をもっていなくても、暗
あんしょう

唱した
聖
せいく

句や、聖
せいしょ

書にあるいくつものすばらしい
約
やくそく

束を思
おも

い出
だ

すことができるでしょうか？
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日
にちようび

曜日

お父
とう
さんとお母

かあ
さんがサムエルをシ

ロにひとりおいて帰
かえ
ってしまった

日
ひ
から、幼

おさな
いサムエルにとっては、すべて

が変
か
わってしまったことでしょう。これから

は大
だいさいし
祭司のエリとくらすのです。エリはサム

エルのことを、まるで我
わ
が子

こ
のようにかわ

いがってくれました。サムエルはいつも明
あか

るくて、いつでも従
じゅうじゅん
順〔すなおでよく聞

き
き

したがうこと〕でした。でも、こんなに小
ちい

さい子
こども
供に、仕

しごと
事のお手

てつだ
伝いが本

ほんとう
当にで

きるというのでしょうか？もちろんできます
とも！子

こども
供たちは皆

みな
、歩
ある
けるようになると

すぐにお手
てつだ
伝いをはじめます。自

じぶん
分にでき

ることはたくさんあるな、とサムエルはす
ぐに気

き
づきました。おそらくエリは、サム

エルに犠
ぎせい
牲の供

そな
え物
もの
（動
どうぶつ
物）を焼

や
いたあ

との灰
はい
を運
はこ
ぶようにたのんだことでしょう。

それは汚
きたな
くて、やりにくい仕

しごと
事だったこと

でしょう。それでもサムエルは、すべての
仕
しごと
事を明

あか
るく元

げんき
気にこなしました。

また、彼
かれ

は祭
さいだん

壇と洗
せんばん

盤（手
て

を洗
あら

い清
きよ

め

る水
みず

を入
い

れる物
もの

）をピカピカにみがいた
り、お水

みず

を運
はこ

んだり、小
ちい

さなほうきで聖
せいじょ

所
の周

まわ

りのお庭
にわ

をそうじしたり、お使
つか

いな
どもしたことでしょう。聖

せいじょ

所には、彼
かれ

ので
きることがたくさんあったのです。そして
成
せいちょう

長するにつれ、できることはさらに増
ふ

え
ていきました。

エリの息
むす こ

子たちも祭
さい し

司で、エリの大
たいせつ

切

神
かみさま

様の声
こえ

を聞
き

くサムエル
こえこえ きき

第
だい

7 章
しょう

くサムエルくサムエルくサムエルくサムエル 子供のための日々の
聖書研究ガイド

「あなたはただ若
わかもの

者にすぎないと言
い

ってはならない。だ

れにでも、すべてわたしがつかわす人
ひと

へ行
い

き、あなたに命
めい

じることをみな語
かた

らなければならない。」エレミヤ 1:7

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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な助
じょしゅ

手でした。しかし、サムエルが成
せいちょう

長
していく一

いっぽう

方で、彼
かれ

ら自
じしん

身はどのような選
えら

びをしましたか？サムエル記
きじょう

上 2:12。

『よこしま』とは、正
ただ

しくない、という
意
い み

味です。悲
かな

しいですね！サムエルは、つ
い彼

かれ

らの真
ま ね

似をしてみたくなったでしょう
か？いいえ。彼

かれ

は幼
おさな

くても、何
なに

が正
ただ

しくて
何
なに

が悪
わる

いことかをすでによくわかっていま
した。それに、たとえ他

ほか

のだれかが何
なに

を
しようとも、自

じぶん

分は生
い

きているかぎり神
かみさま

様
を愛

あい

し信
しんらい

頼し、神
かみさま

様にしたがうとすでに
決
けっしん

心していました。

考
かんが

えてみよう：あなたもサムエルのよう
な選

えら

びができたことはありますか？今
いま

、何
なに

かの役
やく

に立
た

てるようなことをしていますか？
今
いま

よりももっと役
やく

に立
た

つためには、どうした
らよいでしょうか？

月
げつようび

曜日

神
か み

様
さま
は、大

だいさいし
祭司は神

かみ
の民
たみ
イスラエ

ルの指
しどうしゃ
導者であるべきだ、とおっ

しゃいました。大
だいさいし
祭司は、どのように神

かみさま
様

を愛
あい
し敬
うやま
うかのよい模

もはん
範（お手

てほん
本）となり、

人
ひとびと
々にもそう教

おし
えるべきでした。もし彼

かれ
ら

がそのようにしたならば、神
かみさま
様はイスラエ

ルの民
たみ
を祝
しゅくふく
福し、大

おお
いなる国

こくみん
民にするこ

とができたはずです。

エリは神
かみさま

様を尊
そんけい

敬し、神
かみさま

様にしたがうこ
とがとても大

だい じ

事なことだとは知
し

っていまし
た。しかし、息

むす こ

子たちにそれを教
おし

えてい
ませんでした。子

こど も

供が両
りょうしん

親に無
ぶれ い

礼（尊
そんけい

敬
しない）でしたがわないとしたら、神

かみさま

様に
対
たい

しても同
おな

じような態
たいど

度をとります。

エリのふたりの息
むす こ

子、ホフニとピネハス
は「したがう」ことを教

おし

えられませんでした。
息
むすこ

子たちがしたがわなくても、エリは注
ちゅうい

意
せず、その場

ば

をやりすごしました。正
ただ

しく
ないとわかっていることでさえ、息

むす こ

子たち
がやりたいと言

い

えばそれに負
ま

けてしまって
いたのです。そしてエリは自

じぶん

分が嫌
きら

われた
くないがために、息

むす こ

子たちに罰
ばつ

を与
あた

える
べき時

とき

にそうしませんでした。なんとおろ
かで悲

かな

しいことでしょうか！

今
いま

やホフニとピネハスはひじょうに悪
わる

い
罪
つみぶか

深い祭
さい し

司で、みんなもそれをわかって
いました。エリが、彼

かれ

らのしていることは
いけないことだと注

ちゅうい

意すると、小
ちい

さい頃
ころ

か
らしてきたように、それを無

む し

視しました。
その一

いっぽう

方で、サムエルは何
なに

をしていたで
しょうか。サムエル記

きじょう

上 2:18。

考
かんが

えてみよう：あなたがどうしても欲
ほ

しい
物
もの

があっておねだりをしたとき、お父
とう

さん
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お母
かあ

さんがおれてくれたらなぁ、と願
ねが

った
ことはありませんか？また、あなたが何

なに

か
悪
わる

いことをしたときに、両
りょうしん

親が叱
しか

らないで
みのがしてくれたらいいのになぁ、と思

おも

っ
たことはありませんか？けれども、お父

とう

さん
とお母

かあ

さんはあなたをとても愛
あい

しているの
で、甘

あま

やかすようなことはできないのです。
それに、あなたも心

こころ

の奥
おくそこ

底では、両
りょうしん

親が
自
じぶ ん

分のあやまちをみすごすことなく、甘
あま

や
かさなくてよかったと思

おも

っていますよね？

火
か よ う び

曜日

イスラエルの民
たみ
にとって、正

ただ
しいこ

とを選
えら
ぶのは簡

かんたん
単ではありませ

んでした。それなのに、彼
かれ
らの指

しどうしゃ
導者た

ちが神
かみさま
様のおきてに従

したが
っていないとなれ

ば、それをまねて神
かみさま
様に従

したが
わなくなるの

は当
とうぜん
然です。こうして、エリの息

むすこ
子たちの

悪
あくじ
事のために、多

おお
くの人

ひと
がますます不

ふこう
幸

になってきていました。

人
ひとびと

々も祭
さいし

司たちも、幕
まくや

屋に持
も

って来
こ

られ
る動
どうぶつ

物の犠
ぎせ い

牲の扱
あつか

いについての神
かみさま

様のお
きてを知

し

ってはいました。まずは、脂
しぼ う

肪
のすべてが祭

さいだん

壇で焼
や

かれなくてはなりま
せん。それから、肉

にく

のある部
ぶぶ ん

分はゆでて
祭
さい し

司たちにあげます。しかし肉
にく

のほとんど
は、犠

ぎせ い

牲をささげた後
あと

の特
とくべつ

別な食
しょくじ

事のた
めに、人

ひとびと

々に返
かえ

すことになっていました。

ホフニとピネハスは、これらのおきてに
したがっていませんでした。人

ひとびと

々が犠
ぎ せ い

牲
の供

そな

え物
もの

の肉
にく

をゆでていると、時
ときどき

々祭
さ い し

司
のしもべたちが大

おお

きな肉
に く ざ

刺しで、ゆでて
いる肉

にく

を刺
さ

して持
も

って行
い

ってしまうのです。

また時
とき

には、肉
にく

の脂
しぼ う

肪の部
ぶぶ ん

分を祭
さいだん

壇で焼
や

く前
まえ

に、生
なま

の肉
にく

をもらいにきました。そう
すれば、肉

にく

をゆでずに焼
や

いて食
た

べること
ができるからです。しもべたちは、必

ひつよう

要な
らば力

ちから

ずくでそれらを奪
うば

っていきました。
サムエル記

きじょう

上 2:13-17。

ホフニとピネハスがあまりにもひどいの
で、イスラエルの民

たみ

は、もうシロでは礼
れいはい

拝
や犠

ぎせ い

牲をささげたくなくなってしまいまし
た。

サムエルの両
りょうしん

親はどうしたでしょうか？
彼
かれ

らは毎
まいとし

年シロに通
かよ

いつづけましたか？
（18 節

せつ

と19 節
せつ

）

エルカナとハンナは、他
ほか

の人
ひとびと

々がそうで
ないときでも、神

かみさま

様に忠
ちゅうじつ

実であることを選
えら

びました。

考
かんが

えてみよう：ホフニとピネハスが幼
おさな

かっ
た頃

ころ

に、エリはただ言
い

ってきかせる以
いじょう

上の
ことをするべきだったのでしょうか？親

おや

たち
は、子

こど も

供が言
い

うことを聞
き

かないときには、
話
はな

してきかせる以
いじょう

上のことをする必
ひつよう

要があ
りますか？指

しどうしゃ

導者ですらまちがったことを
するときには、それを理

りゆう

由に神
かみさま

様に従
したが

わな
くてもよいでしょうか。

水
すいようび

曜日

サムエルは、じょじょに成
せいちょう
長してい

きました。ですから、毎
まいとし
年ハンナ

が彼
かれ
のために作

つく
る礼
れいふく
服は、前

まえ
の年
とし
のもの

よりも少
すこ
し大
おお
きめでなければなりません。

サムエルがエリの息
むすこ
子たちにならわずに正

ただ

しいことを選
えら
んでいるのを知

し
ったハンナ

は、どんなに嬉
うれ
しかったことでしょう。
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もうひとつ、ハンナを喜
よろこ

ばせたことがあ
りました。サムエルの両

りょうしん

親がシロへ来
き

た
とき、エリは彼

かれ

らに何
なに

を話
はな

しましたか？サ

ムエル記
きじょう

上 2:20-21。

サムエルが毎
まいとしあたら

年新しい弟
おとうと

、妹
いもうと

たちに会
あ

うのにどれだけわくわくしたか、みなさん
もわかるでしょう！

エリは、心
こころ

からサムエルを愛
あい

していまし
た。彼

かれ

はサムエルに、モーセの書
しょもつ

物から
教
おし

えたことでしょう。創
そうせいき

世記から申
しんめいき

命記ま
での書

しょもつ

物です。そしてきっと、ヨシュアと
士
し し

師〔さばきづかさ〕たちについても話
はな

し
たことでしょう。おそらくギデオンの物

ものがたり

語
も、サムエルのお気

き

に入
い

りの話
はなし

だったと
思
おも

いませんか？

サムエルは、神
かみさま

様がイスラエルの民
たみ

に
お与

あた

えになった律
りっぽう

法（きまり）の他
ほか

にも、
人
ひとびと

々が神
かみさま

様にしたがったらどうなるか、ま
た、したがわなかったらどうなってしまう
のかということも学

まな

びました。そして今
いま

、
エリの悪

わる

い息
む す こ

子たちのせいで、イスラエ
ルの民

たみ

はますます神
かみさま

様に反
はんこう

抗しています。

でも、イスラエルのじょうたいがどんど
ん悪
わる

くなっていく中
なか

で、神
かみさま

様を愛
あい

し神
かみさま

様に
したがう人

ひと

が何
なんにん

人かいました。

エリは息
むす こ

子たちがどんな悪
わる

さをしている
か知

し

っていましたので、もういちど息
むす こ

子た
ちと話

はな

し合
あ

いました。彼
かれ

は息
むす こ

子たちがして
いることが、神

かみさま

様に対
たい

する罪
つみ

であることを
思
おも

い出
だ

させました。そして、もし彼
かれ

らが悔
く

い改
あらた

めて変
か

わらなければ、神
かみさま

様はその罪
つみ

をゆるすことはできないのだ、と忠
ちゅうこく

告しま
した。この話

はな

し合
あ

いは彼
かれ

らを変
か

えたでしょ
うか？サムエル記

きじょう

上 2:23-25。

考
かんが

えてみよう：エリは息
むす こ

子たちに、祭
さい し

司
という重

じゅうよう

要な仕
しご と

事をつづけさせるべきでし
たか？エリが喜

よろこ

ばせたかったのは息
むす こ

子たち
ですか、それとも神

かみさま

様ですか？エリは、だ
れを喜

よろこ

ばせるべきでしたか？

木
もくようび

曜日

ある日
ひ
、神
かみさま
様は特

とくべつ
別な使

ししゃ
者をエリ

につかわしました。使
ししゃ
者は、神

かみさま
様

がエリの息
むすこ
子たちがしてきたことをどう考

かんが

えておられるかを、はっきりとエリに告
つ
げ

ました。息
むすこ
子たちが神

かみさま
様の民

たみ
におよぼし

た影
えいきょう
響があまりにも大

おお
きかったので、神

かみさま
様

はもうこれ以
いじょう
上、民

たみ
を祝
しゅくふく
福することがおで

きにならないのでした。それで使
ししゃ
者は、こ

れからエリの息
むすこ
子たちの身

み
にどのようなこ

とが起
お
こると言

い
いましたか？サムエル記

きじょう
上

2:34。

エリ自
じし ん

身、人
ひとびと

々にとってよい模
も は ん

範（お
手
て ほ ん

本）ではありませんでした。自
じ ぶ ん

分の
息
むす こ

子たちに服
ふくじゅう

従を教
おし

えきれなかったから
です。もう今

いま

ではだいぶ歳
とし

をとり、目
め

もほ
とんど見

み

えなくなってしまいました。彼
かれ

は、
神
かみさま

様がサムエルを特
とくべつ

別な指
しどうしゃ

導者になるた
めに訓

くんれん

練しておられることはよくわかって
いましたが、サムエルをねたむことはしま
せんでした。エリは今

いま

でもサムエルを我
わ

が子
こ

のように愛
あい

していました。また、エリ
は大

おとな

人になった自
じぶん

分の息
むす こ

子たちにしたよう
な同
おな

じあやまちを、サムエルにはしていま
せんでした。

ただ、エリはまだ息
むす こ

子たちの悪
わる

い行
おこな

い
をとめておらず、たとえ彼

かれ

らとまた話
はな

し



53

合
あ

ったとしても、それは無
む だ

駄におわるで
しょう。そこで、忍

にんたいつよ

耐強い愛
あい

の神
かみさま

様は、も
ういちどだけエリに警

けいこく

告を与
あた

えることにし
ました。そしてその警

けいこく

告を、まだ小
ちい

さな
子
こど も

供であるサムエルをとおして与
あた

えること
にしました。

幼
おさな

い頃
ころ

からこれまでずっと、サムエルは
神
かみさま

様を愛
あい

し、神
かみさま

様に信
しんらい

頼してしたがう選
えら

びをしてきました。しかし神
かみさま

様は、まだ声
こえ

をだして彼
かれ

に語
かた

りかけたことはありません
でした。

考
かんが

えてみよう：イエス様
さま

は、私
わたし

たちが他
ほか

の人
ひとびと

々を助
たす

ければ、イエス様
さま

を助
たす

けたの
と同

おな

じだと言
い

っておられるのを知
し

っていま
したか？いつになったら私

わたし

たちは、人
ひと

を助
たす

ける働
はたら

きができるようになりますか？それ
は、大

おと な

人になってからでないとできないの
でしょうか。それとも、私

わたし

たちがまだまだ
若
わか

くてもできることでしょうか。

金
きんようび

曜日

それは夜
よる
に起

お
こりました。聖

せいじょ
所はも

う閉
し
められており、エリとサムエ

ルはもう眠
ねむ
りについていました。サムエル

記
きじょう

上 3:2-3。

とつぜん、だれかが自
じぶん

分の名
なま え

前を呼
よ

ぶ
のをサムエルは聞

き

きました。彼
かれ

はベッド
から飛

と

び起
お

きました。きっとエリが呼
よ

んだ
にちがいありません。「はい、わたくしは
ここにおります！」そう言

い

いながら、サム
エルは元

げ ん き

気にエリのもとへ走
はし

って行
い

きま
した。エリはあまり目

め

が見
み

えませんでした
ので、サムエルはおそらくエリにさわった
ことでしょう。「わたくしはここにおります、
お呼

よ

びですか？」エリは、サムエルが夢
ゆめ

をみたのだろうと思
おも

いました。２度
ど め

目にサ
ムエルが自

じぶん

分のところに来
き

たとき、エリは
なんと言

い

いましたか？5-6 節
せつ

。

そして、３度
ど め

目にふたたび自
じぶ ん

分の名
なま え

前
が呼

よ

ばれるのを聞
き

いたとき、どうしてエリ
はこんなことをするのだろうか、とふしぎ
に思

おも

ったことでしょう。しかしエリはこの
時
とき

、神
かみさま

様がサムエルに話
はな

しかけておられ
るのだと確

かくしん

信しました。８- ９節
せつ

。

サムエルはふたたび眠
ねむ

りについたと思
おも

いますか？本
ほんとう

当に、偉
いだ い

大なすべての造
つく

り
主
ぬし

であられる神
かみさま

様が、自
じぶん

分をお呼
よ

びになっ
たのだろうか？次

つぎ

にサムエルが答
こた

えたと
き、彼

かれ

の声
こえ

は小
ちい

さく震
ふる

えていたことでしょ
う。10 節

せつ

。

それから神
かみさま

様は、エリとエリの家
かぞ く

族にこ
れから起

お

ころうとする悲
かな

しい出
で き ご と

来事を、サ
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ムエルにお告
つ

げになりました。神
かみさま

様がサ
ムエルに語

かた

られたときには、まるで大
おとな

人の
預
よげんしゃ

言者に対
たい

するように語
かた

られました。神
かみさま

様
と話
はな

しおえた後
あと

、サムエルはふたたび眠
ねむ

りにつくことができたと思
おも

いますか？15

節
せつ

。次
つぎ

の日
ひ

の朝
あさ

、サムエルはいろいろな
用
よう じ

事を片
かた づ

付けながら、神
かみさま

様が自
じぶん

分に何
なに

を
語
かた

ったかをエリがたずねませんように、と
願
ねが

っていたでしょう。サムエルはエリのこ
とが大

だい す

好きでしたので、彼
かれ

を悲
かな

しませたく
ありませんでした。でもすぐに、サムエル
は呼

よ

ばれているのに気
き

づきました。今
こん ど

度
こそ、呼

よ

んでいるのはエリです。サムエル
は、神

かみさま

様がおっしゃった事
こと

をつつみかくさ
ずエリに話

はな

しましたが、エリはサムエルに
対
たい

してねたんだり、怒
おこ

ったりしませんでし
た。エリは何

なに

と言
い

いましたか？16-18 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：エリは人
ひとびと

々に対
たい

してよい
模
もは ん

範ではありませんでした。大
おお

きな問
もんだい

題の

ひとつは、エリは息
むす こ

子たちが幼
おさな

い頃
ころ

から、
したがうように強

つよ

く言
い

い聞
き

かせてこなかっ
たことです。エリが聖

せいじょ

所での息
む す こ

子たちの
仕
しごと

事を取
と

りあげるには、もう遅
おそ

すぎたでしょ
うか？いいえ。彼

かれ

は息
むす こ

子たちの仕
しご と

事をとり
あげましたか？エリが正

ただ

しい事
こと

をするため
の力
ちから

を、神
かみさま

様は与
あた

えることがおできになっ
たでしょうか？もちろんです。では、私

わたし

たち
が正

ただ

しい事
こと

を選
えら

ぶときには、正
ただ

しい事
こと

を
行
おこな

えるようイエス様
さま

は力
ちから

を下
くだ

さいますか？
イエス様

さま

が私
わたし

たちにその力
ちから

を与
あた

えることが
おできになると聞

き

いてうれしいですか？い
つも私

わたし

たちにその力
ちから

を下
くだ

さるように、今
いま

す
ぐ求

もと

めようではありませんか。

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★サムエル記
きじょう

上３章
しょう

★人
じんるい

類のあけぼの 56 章
しょう



55

ピータースさんはお金
かねも
持ちで、変

か

わり者
もの
。少
すく
なくともみんなはピー

タースさんのことをそう話
はな
しているん

です。自
じぶん
分の会

かいしゃ
社を経

けいえい
営していて、

小
こまづか
間使いをしてくれる少

しょうねん
年をやとい

たいと書
か
かれた看

かんばん
板を、お店

みせ
の窓
まど

にずーっとつるしています。

「そんなのめちゃくちゃ簡
かんたん

単だろ。」ジョ
ニー・シモンズは友

とも

だちに言
い

いました。
「僕

ぼく

がその仕
しご と

事をもらって、いくらかお金
かね

を稼
かせ

ぐさ。」そして思
おも

ったとおり、ピーター
スさんは試

ため

しにやとってくれると言
い

ってく
れました。次

つぎ

の
日
ひ

、ジョニーはピー
タースさんのところ
で、小

こ ま づ か

間使いとし
て働
はたら

きました。

午
ご ご

後３時
じ ご ろ

頃に
なって、ピータースさんはジョニーに、
屋
や ね う ら

根裏へ上
あ

がってそこにある長
なが

くて深
ふか

い
箱
はこ

の中
なか み

身を整
せいり

理してほしい、とたのみまし
た。「箱

はこ

は部
へ や

屋の真
ま

ん中
なか

にあるからね」と
ピータースさんは言

い

いました。「行
い

けばわ
かるよ。」

屋
や ね う ら

根裏は暗
くら

くてひんやりしていて、薄
うすぎたな

汚
いところでした。おまけにクモの巣

す

だら
けで、ねずみが隠

かく

れるのにはかっこうの
場
ばし ょ

所です。ジョニーは箱
はこ

を見
み

つけ、中
なか

を
のぞきました。クギやゴミ、ネジ、ボルト、

壊
こわ

れたように見
み

える物
もの

など、ジョニーにとっ
てはガラクタのようなものばかりです。こ

んなことをするためにやとわれたん
じゃない、そう自

じぶ ん

分に言
い

い聞
き

かせ
て、ジョニーは下

した

へおりていきまし
た。30分

ぶん ご

後、ピータースさんがやっ
てきて「箱

はこ

の中
なか み

身を整
せい り

理してくれた
かね？」とジョニーにたずねました。「箱

はこ

には何
なに

も整
せい り

理するようなものはありません
でした」とジョニーは言

い

いました。「だって、
さびたクギとかガラクタばっかりですよ。」

「そりゃそうだ。」ピータースさんはうな
ずきました。「そ
のクギとかガラク
タに見

み

えるもの
を整

せいとん

頓してほし
かったんだけど
ね。で、君

きみ

はやっ
てくれたのかい？」

「いいえ、ピータースさん。」ジョニーは
しぶしぶ認

みと

めました。「屋
や ね う ら

根裏は暗
くら

くって、
きれいに整

せいとん

頓した方
ほう

がいいものなんてな
かったんですよ。それに、ピータースさん
が僕

ぼく

にしてほしいことって、お使
つか

いに行
い

く
だけだと思

おも

っていたんです。」

「ほほう！」ピータースさんは言
い

いました。「私
わたし

にたのまれた事
こと

をするために、君
きみ

は来
き

てくれ
たのだと、私

わたし

は思
おも

ってい

お話
はな

しひろば 

男
だ ん し

子アルバイト生
せ い ぼ し ゅ う

募集―パート１
エイミー・シェラード
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たのだがね。」そういいながらも、ピーター
スさんは愉

ゆか い

快そうにほほえんで、ジョニー
に町
まち

へお使
つか

いに行
い

くようにたのみました。

６時
じ

になって、ピータースさんはジョ
ニーを呼

よ

んで、その日
ひ

の分
ぶん

の給
きゅうりょう

料を払
はら

い
ました。それからジョニーにお礼

れい

を言
い

って、
もう来

こ

なくてもよいと告
つ

げました。

ジョニーは驚
おどろ

きました。自
じぶん

分は正
せいしき

式にや
とわれたものと考

かんが

えていたからです。一
いったい

体
どういうことだろう、とふしぎに思

おも

いました。

なんと次
つぎ

の日
ひ

、ふたたびあの看
かんばん

板がか
かげられました。『男

だんし

子アルバイト生
せいぼしゅう

募集』
と書

か

いてあります。

しかし、12 時
じ

には看
かんばん

板がなくなって
いました。こんどはチャーリー・ジョー
ンズがやとわれました。彼

かれ

は、閉
へいてん

店の
一
いちじかんまえ

時間前まで、忙
いそが

しく小
こ ま づ か

間使いの仕
しご と

事を
しました。それからピータースさんは、か
れを屋

や ね う ら

根裏に行
い

かせ、あの長
なが

い箱
はこ

に入
はい

っ
たものを整

せいりせいとん

理整頓するよう言
い

いつけまし
た。

チャーリーはねずみも暗
くら

い所
ところ

も怖
こわ

くはあ
りませんでしたが、その箱

はこ

に整
せい り

理したほう
がよさそうなものは、何

なに

も見
み

つけることは
できませんでした。しばらくの間

あいだ

、彼
かれ

は箱
はこ

の中
なか

を引
ひ

っかきまわしていました。全
ぜんぶ

部ガ
ラクタのように見

み

えます。結
けっきょく

局チャーリー
は、２、３本

ぼん

の曲
ま

がっていない釘
くぎ

と、１
つか２つの鍵

かぎ

を選
えら

びだして、下
した

にいるピー
タースさんに持

も

っていきました。

「このまま保
ほか ん

管しておいた方
ほう

がよさそう
なものは、全

ぜんぶ

部でこれだけでした。」チャー
リーはピータースさんに言

い

いました。「他
ほか

のものは全
ぜんぶ

部さびているし、曲
ま

がっている

から・・・わざわざ片
かた づ

付ける意
い み

味はない
んじゃないかと思

おも

いますよ。」

（つづく）
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日
にちようび

曜日

神
か み

様
さま
が初
はじ
めてサムエルにお語

かた
りに

なったとき、彼
かれ
はまだ子

こども
供でした。

また、モーセが小
ちい
さな家

いえ
を出

で
てファラオ

の宮
きゅうでん
殿に住

す
むようになったのも、幼

おさな
い頃
ころ
で

した。モーセとサムエルのどちらも、どん
なことがあっても神

かみさま
様を愛

あい
し、信

しんらい
頼し、ま

た神
かみさま
様にしたがうことを選

えら
びました。なん

と賢
かしこ
い選
えら
びをしたことでしょう！神

かみさま
様はご

自
じぶん
分の民

たみ
を助
たす
けるために、このふたりをお

用
もち
いになりました。

もし、サムソンやエリが同
おな

じような選
えら

び
をしていたならば、神

かみさま

様は彼
かれ

らのまちがっ
た習
しゅうかん

慣を正
ただ

すよう助
たす

けを与
あた

えたでしょう
か？そうしていれば、ペリシテ人

びと

は、とう
に征
せいふく

服されてしまっていたことでしょう。し
かし今

いま

、サムエルが成
せいちょう

長するにつれ、ペ
リシテ人

びと

はふたたび強
きょうだい

大な敵
てき

になりつつ
ありました。

エリの息
むす こ

子たちが悪
あくにん

人であることは、イ

スラエル中
じゅう

の人
ひと

が知
し

っていました。神
かみさま

様
がサムエルと話

はな

した後
のち

、人
ひとびと

々はすぐに彼
かれ

のことも知
し

るようになりました。まだ神
かみさま

様
に忠
ちゅうじつ

実な信
しんこう

仰を持
も

っていた人
ひとびと

々がシロで
礼
れいはい

拝をして家
いえ

に戻
もど

ると、彼
かれ

らは神
かみさま

様がサ
ムエルに語

かた

られたことを他
ほか

の人
ひとびと

々に伝
つた

えま
した。

間
ま

もなく人
ひとびと

々は、サムエルがいつか
指
しどうしゃ

導者となり、さばきづかさ、また預
よげんしゃ

言者
にもなることがわかりました。しかし、彼

かれ

はまだ若
わかもの

者にすぎないのです。サムエル

記
きじょう

上 3:19-21。

契
けいやく

約の箱
はこ

を守
まも

る天
て ん し

使
はこはこ まもまも

第
だい

8 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「わたしは主
しゅ

である、これがわたしの名
な

である。わた

しはわが栄
えいこう

光をほかの者
もの

に与
あた

えない。また、わが誉
ほま

れを

刻
きざ

んだ像
ぞう

に与
あた

えない。」イザヤ書
しょ

42:8

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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イスラエル人
びと

は彼
かれ

らの敵
てき

、ペリシテ人
びと

に戦
たたか

いを挑
いど

むことを決
けつ い

意しました。彼
かれ

らは
神
かみさま

様にそのことを尋
たず

ねることをせずに、敵
てき

と戦
たたか

おうとしていました。サムエル記
きじょう

上4:1。

考
かんが

えてみよう：イスラエル人
びと

が敵
てき

に勝
か

つ
ことは、神

かみさま

様のご計
けいかく

画でしたか？もちろん
そうでした！しかし、神

かみさま

様はイスラエル人
びと

を助
たす

けることがおできになるでしょうか？で
きるとしたら、それはなぜですか？できな
いとしたら、それはなぜですか？

月
げつようび

曜日

ペリシテ人
びと

は、神
かみさま
様の幸

こうふく
福のルー

ルについて知
し
っていました。しか

し、よくよくイスラエル人
びと

を見
み
ていると、

彼
かれ
らは偶

ぐうぞう
像を礼

れいはい
拝し、自

じぶん
分たちのように

なっていくので、結
けっきょく
局イスラエル人

びと

の神
かみさま
様

はそれほど強
つよ
くないのだ、と判

はんだん
断したので

した。間
ま
もなくペリシテ人

びと

は、イスラエル
人
びと

を無
む り
理やりしもべにしようとしはじめま

した。それで、イスラエル人
びと

は戦
たたか
う決
けっしん
心

をしたのです。戦
たたか
いの場

ばしょ
所は、シロからそ

れほど遠
とお
くありませんでした。戦

たたか
いに勝

か
っ

たのは、どちらのほうでしたか？サムエル

記
きじょう

上 4:2。

4000 人
にん

ものイスラエル兵
へい

が、敵
てき

によっ
て殺
ころ

されました。なんということでしょう！
またイスラエルの長

ちょうろう

老たちには、それが
理
りか い

解できませんでした。神
かみさま

様はどうして助
たす

けてくださらなかったのだろう、とふしぎ
に思
おも

いました。彼
かれ

らは、神
かみさま

様の約
やくそく

束にふ
くまれている、大

たいせつ

切な条
じょうけん

件を忘
わす

れてしまっ
たのでしょうか。ヨシュア記

き

23:10 －13。

それから彼
かれ

らは、ある計
けいかく

画を思
おも

いつき
ました。これでもう、何

なに

があっても勝
か

てる
と確
かくしん

信したのでした。サムエル記
きじょう

上 4:3。

彼
かれ

らはただちに、20マイル離
はな

れたシロ
へ使

つか

いを送
おく

りました。そこには、エリの
息
むすこ

子、ホフニとピネハスがいました。ふた
りは、この計

けいかく

画に大
だいさんせい

賛成です。この計
けいかく

画
について神

かみさま

様にたずねることをせず、また
許
ゆる

しを得
え

ることなしに、神
かみさま

様の契
けいやく

約の箱
はこ

を聖
せいじょ

所から持
も

ち出
だ

して、イスラエル人
びと

とペ
リシテ人

びと

の戦
せんじょう

場へと運
はこ

んでいったのです。
ホフニとピネハスが神

かみ

の契
けいやく

約の箱
はこ

を担
かつ

い
で宿
しゅくえいじょ

営所に行
こうしん

進してきたのを見
み

て、イス
ラエル兵

へい

は何
なに

をしましたか？５節
せつ

。

また、契
けいやく

約の箱
はこ

が持
も

って来
こ

られたことを
知
し

ったペリシテ人
びと

は、どう思
おも

いましたか？
6-8 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：ペリシテ人
びと

は、イスラエ
ル人

びと

をずっと観
かんさつ

察してきました。神
かみさま

様を愛
あい

していない人
ひとびと

々、また神
かみさま

様の幸
こうふく

福のルー
ルを信

しん

じてもいない人
ひとびと

々は、私
わたし

たちの言
い

う
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事
こと

やする事
こと

を見
み

ていると思
おも

いますか？私
わたし

た
ちにとっても、世

よ

の人
ひと

たちと同
おな

じようなかっ
こうをしたり、同

おな

じように行
こうどう

動したりするほ
うが楽

らく

でしょうか？彼
かれ

らと同
おな

じテレビ番
ばんぐみ

組
を見

み

て、彼
かれ

らと同
おな

じ場
ばし ょ

所へ出
で

かけて行
い

き、
同
おな

じ食
しょくもつ

物を食
た

べ、ときには世
よ

の人
ひとびと

と々同
おな

じ
ような服

ふくそう

装をしていないでしょうか？考
かんが

えて
みましょう。

火
か よ う び

曜日

契
け い

約
やく
の箱
はこ
がエリコの戦

たたか
いに持

も
って行

い

かれたときにイスラエルが勝
しょうり
利し

たことを、ペリシテ人
びと

は知
し
っていました。

当
とうぜん
然ながら、彼

かれ
らは震

ふる
え上

あ
がりました！そ

して、もしその日
ひ
にイスラエルが勝

か
てばど

うなるかを考
かんが
えました。そうなったら、ペ

リシテ人
びと

がイスラエル人
びと

に仕
つか
えることにな

るでしょう。そこで、彼
かれ
らは何

なに
をしようと

決
き
めましたか？サム

エル記
きじょう

上 4:9。

ペリシテ人
びと

はその
戦
たたか

いにも勝
か

ちました
が、他

ほか

にどんなこと
が起

お

こりましたか？
10-11 節

せつ

。

初
はじ

め の 戦
たたか

い で
4000 人

にん

もの兵
へ い し

士を
失
うしな

ったのは悲
かな

しい
事
じじ つ

実ですが、さらに
30000 人

にん

もの兵
へ い し

士
が死

し

んだということ
を考
かんが

えてみてくださ
い！おまけに、契

けいやく

約

の箱
はこ

までもが敵
てき

にうばわれてしまったので
す！

ホフニとピネハスは、同
おな

じ日
ひ

に死
し

にま
した。神

かみさま

様がそうなると言
い

われたとおりに
なったのです。サムエル記

きじょう

上 2:34。

ずっとむかし神
かみさま

様は、もし人
ひとびと

々が神
かみさま

様
を愛
あい

し、信
しんらい

頼し、神
かみさま

様にしたがうことを選
えら

んだら、何
なに

を約
やくそく

束してくださいましたか？
ヨシュア記

き

23:8-11。人
ひとびと

々が約
やくそく

束に忠
ちゅうじつ

実で
あったときには、神

かみさま

様は約
やくそく

束どおり彼
かれ

らを
お助

たす

けになりましたか？ヨシュア記
き

2:45。

しかし、もし人
ひとびと

々がサタンの声
こえ

に聞
き

き
したがうことを選

えら

んだとしたら、神
かみさま

様は彼
かれ

らを助
たす

けることがおできになったでしょう
か？それはできません。

そして今
いま

、彼
かれ

らは国
くに

がはじまって以
いら い

来、
かつてなかったほどの最

もっと

も恐
おそ

ろしい事
こと

に
悩
なや

まされていました。聖
せい

なる契
けいやく

約の箱
はこ

が、
神
かみさま

様を信
しん

じていない敵
てき

の手
て

に渡
わた

ってしまっ
たのです。うるわしい
聖
せいじょ

所の中
なか

から、もっ
とも大

たいせつ

切な部
ぶ ぶ ん

分が取
と

り去
さ

られたというので
す。契

けいやく

約の箱
はこ

がおか
れていた場

ばしょ

所には、も
う何
なに

もありません！

考
かんが

えてみよう：ペリシ
テ人

びと

は、この契
けいやく

約の箱
はこ

はイスラエル人
びと

にとっ
ての偶

ぐうぞう

像の神
かみ

だと考
かんが

え
ていましたし、イスラ
エルの民

たみ

でさえ、契
けいやく

約
の箱

はこ

の中
なか

にある石
いし

の
板
いた

に書
か

かれている事
こと

に
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したがうのが大
たいせつ

切なのだということを忘
わす

れ
ていました。従

じゅうじゅん

順は、勝
か

つか負
ま

けるかの
戦
たたか

いの結
けっ か

果に大
おお

きな影
えいきょう

響をおよぼします。
神
かみさま

様は彼
かれ

らを祝
しゅくふく

福したいと願
ねが

いましたが、
できなかったのはそのためです。「幸

こうふく

福の
ルールに従

したが

う」という選
えら

びは、サタンが私
わたし

たちを誘
ゆうわく

惑するときに勝
しょうり

利できるかどうか
に関

かんけい

係がありますか？

水
すいようび

曜日

さて、シロの町
まち
では、年

としお
老いて目

め
も

ほとんど見
み
えなくなったエリが町

まち

の門
もん
にすわり、不

ふあん
安そうに戦

たたか
いの知

し
らせ

を待
ま
っていました。何

なに
より、そこから持

も
ち

出
だ
された契

けいやく
約の箱

はこ
のことを、とても心

しんぱい
配し

ていました。箱
はこ
は、どうなってしまうのでしょ

うか？また、ふたりの息
むすこ
子に何

なに
かあったの

でしょうか？かれは、息
むすこ
子たちが生

い
きてい

る間
あいだ
、彼
かれ
らが神

かみさま
様の幸

こうふく
福のルールに従

したが
わ

ないままにさせてきたのです。

ついに、ひとりの使
しし ゃ

者が戦
せんじょう

場から駆
か

け
もどってきました。ひじょうに悪

わる

い知
し

らせ
をもって町

まち

に駆
か

け込
こ

んできたその使
しし ゃ

者は、
エリのそばを通

とお

りすぎました。サムエル

記
きじょう

上 4:12-13。

町
まちじゅう

中ですすり泣
な

く声
こえ

、泣
な

き叫
さけ

ぶ声
こえ

が聞
き

こえたので、エリは一
いったいなに

体何が起
お

こったの
かと気

き

になりました。なんとしても、聞
き

き
出
だ

さなければ！悪
わる

い知
し

らせをもってきた男
おとこ

が、急
いそ

いでエリのところへもどってきまし
た。14-17 節

せつ

。

エリは、使
ししゃ

者の話
はなし

を聞
き

きました。イスラ
エルは戦

たたか

いに負
ま

け、ホフニとピネハスは

戦
せんし

死したと言
い

われましたが、それは覚
かくご

悟し
ていたことでした。しかし、聖

せい

なる契
けいやく

約の
箱
はこ

がペリシテ人
びと

に奪
うば

われたとの知
し

らせは、
耐
た

えられないものでした。18 節
せつ

。

その同
おな

じ日
にち

、ピネハスの妻
つま

は男
おとこ

の子
こ

を
産
う

みました。彼
かのじょ

女は神
かみさま

様を愛
あい

していまし
た。契

けいやく

約の箱
はこ

がペリシテ人
びと

に奪
うば

われたこ
とと、自

じぶん

分の夫
おっと

とエリが死
し

んだことを聞
き

き、
悲
かな

しみのあまり彼
かのじょ

女も死
し

にました。19-22

節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：もしもエリが、息
む す こ

子たち
がまだ小

ちい

さいうちに、話
はな

して聞
き

かせるだけ
でなく、罰

ばつ

を与
あた

えていたなら、このような
ことにはならなかったと思

おも

いますか？彼
かれ

ら
が父

ちちおや

親にしたがっていたならば、もっとた
やすく神

かみさま

様にしたがうことができたでしょう
か？両

りょうしん

親が罰
ばつ

を与
あた

えるのは、したがう訓
くんれん

練
をすることがとても大

だい じ

事だとわかっている
からですか？

木
もくようび

曜日

聖
せ い

所
じょ
の奥
おく
のへやである至

しせいじょ
聖所の中

なか

は、からっぽになってしまいまし
た。そこにあった契

けいやく
約の箱

はこ
は、どこにある

のでしょうか？サムエル記
きじょう

上 5:1-2。

ペリシテ人
びと

は大
おおよろこ

喜びです。この契
けいやく

約の
箱
はこ

こそ、イスラエルが礼
れいはい

拝していた力
ちから

ある
神
かみ

だと考
かんが

えたからです。今
いま

や彼
かれ

らは、そ
の契

けいやく

約の箱
はこ

のほかに、自
じぶん

分たちの神
かみ

ダゴ
ンももっているのですから、すべての戦

たたか

い
に勝

か

つ自
じしん

信にあふれていました。

アシドドにある異
いきょう

教の宮
みや

に契
けいやく

約の箱
はこ

を
おいた翌

よくじつ

日、人
ひとびと

々は朝
あさはや

早くそこへ行
い

きまし
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たが、そこで見
み

た光
こうけい

景にぎょっとしました。
ダゴンの神

かみ

はどこにありましたか？3 節
せつ

。

ダゴンの神
かみ

の上
うえ

の部
ぶぶ ん

分は人
にんげん

間のようで、
下
した

の部
ぶ ぶ ん

分は魚
さかな

に似
に

ていました。すぐさま
人
ひとびと

々は、ダゴンの神
かみ

をもとどおりにおきま
した。ところが翌

よくあさ

朝になってみると、また
同
おな

じことが起
お

きているではありませんか。
しかも、こんどはもっとひどい状

じょうたい

態なので
す！4 節

せつ

。

彼
かれ

らの神
かみ

がバラバラにこわれていただ
けではありません。多

おお

くのペリシテ人
びと

が、
ひどい腫

は

れ物
もの

の病
びょうき

気にかかりました。そこ
で、アシドドの人

ひとびと

々は、どうすることに決
き

めましたか？6-8 節
せつ

。

ガテの町
まち

、エクロンの町
まち

では何
なに

が起
お

こり
ましたか？9-10 節

せつ

。

契
けいやく

約の箱
はこ

が持
も

ちこまれた町
まち

では、どこ
でも何

なに

か悪
わる

い事
こと

が起
お

こりました。それで、
とうとう契

けいやく

約の箱
はこ

を町
まち

はずれの畑
はたけ

におい
たのですが、畑

はたけ

の作
さくもつ

物と、さらに納
な や

屋に
保
ほぞ ん

存してあった食
しょくりょう

料までもが、ネズミに食
た

べられ始
はじ

めました。

７か月
げつご

後、ペリシテ人
びと

は、契
けいやく

約の箱
はこ

が
彼
かれ

らにとって全
まった

く役
やく

に立
た

たない、と判
はんだん

断し
ました。５人

にん

の指
しどうしゃ

導者が集
あつ

まって話
はな

し合
あ

い、その中
なか

の賢
かしこ

い人
ひと

たちは、神
かみさま

様がエジ
プト人

びと

にした事
こと

を皆
みな

に思
おも

い出
だ

させました。

この賢
かしこ

い人
ひと

たちは、新
あたら

しい荷
にぐるま

車を作
つく

っ
て契
けいやく

約の箱
はこ

をそこに入
い

れ、契
けいやく

約の箱
はこ

に贈
おく

り物
もの

をくわえるように言
い

いました。その贈
おく

り物
もの

とは、彼
かれ

らの食
しょくりょう

料を荒
あ

らしたネズミを
型
かた

どった５つの金
きん

の像
ぞう

と、彼
かれ

らを病
びょうき

気にし
たあの腫

は

れ物
もの

を型
かた

どった５つの金
きん

の像
ぞう

で
す。そしてこの荷

にぐるま

車を引
ひ

くのは、子
こうし

牛を産
う

んだばかりの２頭
とう

の雌
めう し

牛でなくてはなりま
せん。また、子

こう し

牛は牛
う し ご や

小屋に閉
と

じこめて
おきます。もし、雌

めう し

牛が自
じぶ ん

分から子
こ う し

牛を
離
はな

れて契
けいやく

約の箱
はこ

を乗
の

せた荷
にぐるま

車をイスラエ
ルの方

ほうこう

向へ引
ひ

いていくならば、ペリシテ
人
びと

が契
けいやく

約の箱
はこ

を持
も

つことをイスラエルの
神
かみさま

様が望
のぞ

んでいないために、これらの悪
わる

い事
こと

がふりかかったのだということを、ペ
リシテ人

びと

たちは知
し

るでしょう。

考
かんが

えてみよう：この時
とき

、神
かみさま

様は、契
けいやく

約の
箱
はこ

に入
はい

っている石
いし

の板
いた

に書
か

かれた幸
こうふく

福の
ルールを保

ほ ご

護しておられたでしょうか？そう
です。これらの幸

こうふく

福のルールは、今
いま

でも
大
たいせつ

切でしょうか？

金
きんようび

曜日

さあ、いよいよそれをテストする時
とき

がやってきました。契
けいやく
約の箱

はこ
は

荷
にぐるま
車に乗

の
せられ、雌

めうし
牛たちは荷

にぐるま
車を引

ひ
く
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用
ようい
意ができました。子

こうし
牛たちはそれについ

ていくことができないように小
こ や
屋にしっか

りとつながれています。はたして雌
めうし
牛たち

は、自
じぶん
分の赤

あか
ちゃん子

こうし
牛をおいて行

い
くの

でしょうか？ペリシテ人
びと

たちは、どうなる
かを見

みまも
守っています。

モ～モ～と大
おお

きな声
こえ

で鳴
な

きながら、
雌
めう し

牛たちは赤
あか

ちゃん子
こう し

牛に背
せ

を向
む

け、イ
スラエルの町

まち

ベテシメシへの道
みち

を進
すす

み始
はじ

めました。これによってペリシテ人
びと

は、イ
スラエル人

びと

の神
かみさま

様が自
じぶ ん

分たちの神
かみ

より強
つよ

いということが、ようやくわかったのです。
サムエル記

きじょう

上 6:11-12。

まもなくして、ベテシメシの畑
はたけ

で働
はたら

いて
いた人

ひとびと

々に、雌
めうし

牛たちの大
おお

きくなく声
こえ

が聞
き

こえました。見
み あ

上げると、契
けいやく

約の箱
はこ

を乗
の

せた荷
にぐるま

車を、雌
めう し

牛が引
ひ

いているではあり
ませんか。そこで、彼

かれ

らは何
なに

をしましたか？
13-16 節

せつ

。

そのニュースは、あっという間
ま

に広
ひろ

まり
ました。「契

けいやく

約の箱
はこ

が戻
もど

ってきたぞ！」人
ひとびと

々
は大
おお

あわてで町
まち

から飛
と

び出
だ

してきました。
すぐにそこは、契

けいやく

約の箱
はこ

を見
み

にきた、何
なに

が起
お

きたのかを話
はな

す興
こうふん

奮した人
ひとびと

々でいっ
ぱいになりました。

人
ひとびと

々は、契
けいやく

約の箱
はこ

がどれほど神
しんせい

聖で
大
だい じ

事にすべきものであるかの規
きそ く

則を知
し

っ
てはいたのですが、中

なか

をのぞいて見
み

たく
てたまりませんでした。がまんしきれずつ
いに、だれかが、かけられていた覆

おお

いを
大
だいたん

胆にもとりのけたので、すぐにおおぜい
の人

ひと

たちが中
なか

をのぞきこみました。これ
は、異

いきょう

教のペリシテ人
びと

ですら、あえてしな
かったことでした。

ただちに、イスラエルの民
たみ

に、神
かみさま

様を
おそれうやまうことを教

おし

える必
ひつよう

要がありま
した。その時

とき

、たくさんの人
ひと

が死
し

に、残
のこ

された者
もの

たちは恐
おそ

れおののきました。人
ひとびと

々
は、どうか契

けいやく

約の箱
はこ

を他
ほか

の町
まち

にもって行
い

っ
てくれるようお願

ねが

いしました。そこで、レ
ビ族

ぞく

の人
ひと

たちがやってきて契
けいやく

約の箱
はこ

を引
ひ

きとり、レビびとのアビナダブという人
ひと

の
家
いえ

へもって行
い

き、契
けいやく

約の箱
はこ

は長
なが

い間
あいだ

そこ
におかれました。

考
かんが

えてみよう：私
わたし

たちは教
きょうかい

会の中
なか

で、もっ
と神

かみさま

様を敬
うやま

う態
たい ど

度ができますか？私
わたし

たちは
いつ、家

かて い

庭で礼
れいはい

拝をしていますか？いつ、
ひざまずいて祈

いの

りますか？イエス様
さま

に食
しょくじ

事
を祝
しゅくふく

福してくださるようお祈
いの

りするときに
も、ひざまずいてお祈

いの

りすべきですか？あ
なたはどう思

おも

いますか？

もっともっともっと学学学
まなまなまなまなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★サムエル記
きじょう

上 4-6 章
しょう

★人
じんるい

類のあけぼの 57 章
しょう

★あがないの歴
れ き し

史 p.226―235
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またしても、ピータースさんの看
かんばん
板

が窓
まど
にかかげられました。こんど

も『男
だんし
子アルバイト生

せいぼしゅう
募集』と書

か

かれています。

これを見
み

たジョニーとチャー
リーは笑

わら

って、やっぱりピーター
スさんは、今

いま

まで会
あ

った人
ひと

の中
なか

で一
いちばん

番の変
か

わり者
もの

だな、と思
おも

う
ことにしました。ふたりとも雇

やと

わ
れるつもりで仕

しご と

事に行
い

ったのに、
ピータースさんは、彼

かれ

らを一
いちにちつか

日使っただけ
で雇
やと

わなかったのですから。

さて、トム・ミルスがこの仕
し ご と

事に応
お う ぼ

募
しようと店

みせ

に行
い

ったとき、彼
かれ

はジョニー
とチャーリーについては何

なに

も知
し

りません
でした。ですから、あの暗

くら

くて冷
つめ

たい
屋
や ね う ら べ や

根裏部屋にある長
なが

い箱
はこ

、さびた古
ふる

いネ
ジや釘

くぎ

、ボルトやその他
ほか

いろんなものが
入
はい

ったあの箱
はこ

についても、いっさい知
し

らな
かったわけです。

働
はたら

き始
はじ

めて２日
か め

目の朝
あさ

、もう小
こ ま づ か

間使い
の用

よう

もなくなったころ、ピータースさん
はあの箱

はこ

を片
か た づ

付けさせるため、かれを
屋
や ね う ら

根裏へ行
い

かせました。

お昼
ひる

ご飯
はん

の時
じか ん

間になりましたが、トムは
まだ屋

や ね う ら

根裏にいました。「も
う終

お

わったかね？」ピーター
スさんは呼

よ

びかけました。

「いいえピータースさん、

まだまだすることがたくさんあるんです。」
トムは答

こた

えました。

「そうかそうか。でももうお昼
ひる

ご飯
はん

の時
じか ん

間だからね。帰
かえ

ってご
飯
はん

を食
た

べた後
あと

で、また続
つづ

きをや
りなさい。」トムは、ピータース
さんのいうとおりにすることにし
ました。

トムは、午
ご ご

後の時
じ か ん

間ずっと
屋
や ね う ら

根裏で作
さぎょう

業をつづけました。
そして、ピータースさんがもういちどトム
に声

こえ

をかけようとしたころ、ようやく階
かいだん

段
をおりてきました。「ピータースさん、でき
る限
かぎ

りのことはすべてやりました。」トムは
言
い

いました。「あと、箱
はこ

のいちばん底
そこ

のほ
うに、これがあるのを見

み

つけました。」そ
ういってトムは、金

きん

の 10ドル硬
こう か

貨を出
だ

し
ました。「ふつうは、あんな場

ばし ょ

所で金
きん

が見
み

つかることはないんだがな、そうだろう？」
ピータスさんはそういいながら、トムから
硬
こうか

貨を受
う

けとり、ポケットにしまいました。
そして、トムにこう言

い

いました。「君
きみ

がこれ
を見

み

つけてくれて本
ほんとう

当にうれしいよ。ぜひ
明
あ す

日も来
き

てくれ。」

トムが家
いえ

へ帰
かえ

った後
のち

、ピータースさんは
屋
や ね う ら

根裏へ行
い

ってみました。あの長
なが

い箱
はこ

が
あり、中

なか

の物
もの

すべてが注
ちゅういぶか

意深くより分
わ

けら
れて、箱

はこ

の小
ちい

さな仕
し き

切りに並
なら

べられていま
した。それぞれの仕

し き

切りには、きちんと

お話
はな

しひろば 

男
だ ん し

子アルバイト生
せ い ぼ し ゅ う

募集―パート２
エイミー・シェラード

男子

アルバイト生

募集
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ラベルがはられています。ピータースさん
は満

まんぞく

足そうに微
ほほ え

笑みました。「よし」彼
かれ

は
ひとりつぶやいて言

い

いました「ようやく私
わたし

の求
もと

めていた少
しょうねん

年に出
で あ

会えたぞ。それに
この子

こ

は金
きん

も見
み

つけてくれた。いい子
こ

で、
注
ちゅういぶか

意深い働
はたら

き手
て

で、正
しょうじきもの

直者だ。10ドル
硬
こう か

貨を自
じぶ ん

分のポケットに入
い

れてしまうこと
だってできたはずなのに、それをしなかっ
た。実

じつ

は私
わたし

が硬
こう か

貨の存
そんざい

在を知
し

っていたな
んて、彼

かれ

は気
き

づいてもいないはずだから
な。」

ジョニーとチャーリーは、トムが雇
やと

われ
たと聞

き

いたとき、長
ながつづ

続きしないだろうと
思
おも

っていましたが、あの看
かんばん

板はもう窓
まど

には
かけられず、学

がっこう

校が始
はじ

まり、授
じゅぎょう

業が終
お

わ
ると、トムは仕

しごと

事に行
い

くのです。

ジョニーとチャーリーには、どうしてピー
タースさんが彼

かれ

らをやめさせてトムを雇
やと

っ
たのかが全

まった

くわかりません。でも何
なんねん

年も後
あと

になって、ピータースさんの店
みせ

に行
い

ったな
ら、こう書

か

かれた看
かんばん

板を見
み

たことでしょう、
『ピータース・ミルズ会

かいしゃ

社』。トムはもう
小
こ ま づ か

間使いの少
しょうねん

年ではありません。ひとりの
お金

かねも

持ちの青
せいねん

年になっていました。そして
彼
かれ

の事
じ む し ょ

務所の壁
かべ

には、彼
かれ

がピータースさ
んのもとで働

はたら

くようになってまもなく、ピー
タースさんからもらった額

がく

ぶちの標
ひょうご

語がか
けられていました。そこにはこう書

か

かれて
います。「小

しょうじ

事に忠
ちゅうじつ

実な者
もの

は大
だい じ

事にも忠
ちゅうじつ

実
である。」

（終
お

わり）

小
しょうじ

事に忠
ちゅうじつ

実な者
もの

は

大
だ い じ

事にも忠
ちゅうじつ

実である。
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日
にちようび

曜日

ペリシテ人
びと

がイスラエルに契
けいやく
約の箱

はこ

を返
かえ
して後

あと
20 年

ねん
もの間

あいだ
、契
けいやく
約

の箱
はこ
は、あるレビびとの家

いえ
におかれたまま

でした。その間
あいだ
もずっと、ペリシテ人

びと
がイ

スラエルを治
おさ
めていました。

エリが亡
な

くなった後
のち

、サムエルは人
ひとびと

々を
訪
ほうもん

問するため、国
くに

のあらゆる所
ところ

へ旅
たび

をし
ました。町

まち

から町
まち

へとめぐり歩
ある

き、人
ひとびと

々が
かかえている問

もんだい

題は神
かみさま

様に信
しんらい

頼し従
したが

わな
かったために起

お

きたのだ、ということをで
きるかぎり教

おし

えました。サムエル記
きじょう

上 7:3。
そしてついに、人

ひとびと

々はサムエルが正
ただ

しい
ことを認

みと

めました。そこで、彼
かれ

らは何
なに

をし
ましたか？４節

せつ

。

サムエルはどんなに喜
よろこ

び、感
かんしゃ

謝したこと
でしょう！かれは、ある重

じゅうよう

要な集
しゅうかい

会を開
ひら

くこ
とを計

けいかく

画しました。それはどこで行
おこな

われま
したか？また彼

かれ

らは、そこで何
なに

をしたでしょ
うか？5-6 節

せつ

。

神
かみさま

様の民
たみ

は、これまでしてきた悪
わる

い事
こと

、
つまり神

かみさま

様を悲
かな

しませ、彼
かれ

らの敵
てき

にまで
神
かみさま

様をあざ笑
わら

わせてしまったことを、深
ふか

く反
はんせい

省しました。ようやく今
いま

、もういちど、
神
かみさま

様に忠
ちゅうじつ

実に仕
つか

える決
けっしん

心をしています。

この集
しゅうかい

会は、ペリシテ人
びと
との戦

たたか

いのとき
に、エリの悪

わる

い息
むす こ

子たちが契
けいやく

約の箱
はこ

をもっ
てきた場

ばしょ

所の近
ちか

くで開
ひら

かれました。エリの
息
むす こ

子たちが殺
ころ

され、敵
てき

がこの聖
せい

なる契
けいやく

約
の箱
はこ

をうばって行
い

った場
ばしょ

所です。ですから、

ひとと同
おな

じようになりたがる

第
だい

9 章
しょう

じようになりたがるじようになりたがる子供のための日々の
聖書研究ガイド

「すべての道
みち

で主
しゅ

を認
みと

めよ。そうすれば、

主
しゅ

はあなたの道
みち

をまっすぐにされる。」箴
しんげん

言 3:6

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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ペリシテ人
びと
は、今

いま

またイスラエルに攻
こうげき

撃さ
れるのではないかと考

かんが

えました。何
なに

が起
お

こ
りましたか？7 節

せつ

。

こんどこそイスラエル人
びと
は、神

かみさま

様に信
しんらい

頼
するでしょうか？答

こた

えは、明
あ す

日の勉
べんきょう

強でわ
かります。

考
かんが

えてみよう：イスラエル人
びと

の神
かみさま

様に対
たい

する態
たい ど

度を考
かんが

えてみて下
くだ

さい。もし誰
だれ

かが
あなたに同

おな

じようなことをしたら、あなた
はその人

ひと

をゆるして、助
たす

けてあげたいと思
おも

うでしょうか？私
わたし

たちが悪
わる

かったと心
こころ

から
反
はんせい

省するときに、神
かみさま

様が私
わたし

たちをゆるして
くださることを嬉

うれ

しいと思
おも

いませんか？

月
げつようび

曜日

20年
ねんまえ
前にペリシテ人

びと
が戦
たたか
いに

勝
しょうり
利して契

けいやく
約の箱

はこ
をうばった

場
ばしょ
所の近

ちか
くで、イスラエル人

びと
は集
しゅうかい
会を開

ひら

いていましたが、ふたたび、ペリシテ人
びと
が

イスラエル人
びと
に戦
たたか
いを挑

いど
んでやってくると

いうのです。

以
いぜ ん

前は、イスラエル人
びと
は敵

てき

から逃
に

げる
か、または神

かみさま

様に助
たす

けを求
もと

めずに戦
たたか

って
いました。

しかし、こんどは違
ちが

います。彼
かれ

らは偶
ぐうぞう

像
をとりのぞき、まことの神

かみさま

様だけを拝
おが

んで
います。また、一

いちにちじゅうだんじき

日中断食をして、彼
かれ

ら
の犯

おか

した罪
つみ

を告
こくはく

白しました。そしてペリシ
テ人
びと
が彼

かれ

らに迫
せま

ってくるとき、イスラエル
人
びと
は、神

かみさま

様に祈
いの

って自
じぶん

分たちを救
すく

ってくだ
さるようサムエルにお願

ねが

いしたのでした。
サムエル記

きじょう

上 7:6-8。

サムエルが神
かみさま

様に犠
ぎせ い

牲をささげて祈
いの

っ

たとき、神
かみさま

様は祈
いの

りを聞
き

き、お答
こた

えになり
ました。９節

せつ

。

サムエルが犠
ぎせ い

牲をささげている最
さいちゅう

中に、
とつぜん雷

らいめい

鳴がとどろきました。黒
くろ

い雲
くも

はどこにも見
み あ

当たりませんが、稲
いなずま

妻がい
たるところで襲

おそ

いかかっています。そして
恐
おそ

ろしい嵐
あらし

は、まさにペリシテ人
びと
の所
ところ

に
だけ吹

ふ

き荒
あ

れているのです。恐
おそ

れをなし
た兵

へい し

士たちは、イスラエル兵
へい

に追
お

われな
がら命

いのち

からがら逃
に

げていきました。10-11

節
せつ

。

神
かみさま

様は約
やくそく

束どおり、ご自
じぶ ん

分の民
たみ

を助
たす

け
てくださったのです！サムエルは、神

かみさま

様に
感
かんしゃ

謝をささげることを忘
わす

れませんでした。
12 節

せつ

。

人
ひとびと

々は、自
じゆ う

由になった喜
よろこ

びをかみしめ
ながら家

いえ

に帰
かえ

りました。13-14 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様がお約
やくそく

束をはたして
くださった経

けいけん

験を人
ひとびと

々に思
おも

い起
お

こさせるた
めに、サムエルはひとつの石

いし

を標
しるべ

（しるし）
として用

もち

いました。イエス様
さま

があなたやあ
なたの家

かぞ く

族のために特
とくべつ

別にしてくださった
ことを、書

か

き出
だ

してみようと思
おも

ったことはあ
りますか？とてもよいことですので、ぜひ
やってみて下

くだ

さいね！

火
か よ う び

曜日

サムエルはすぐれた指
しどうしゃ
導者でした。

すべてのことがきちんとなされて
いるかを知

し
るために、彼

かれ
は毎
まいとしなに
年何をしまし

たか？サムエル記
きじょう

上 7:15-17。

サムエルは長
なが

い間
あいだ

エリと一
いっしょ

緒にくらした
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後
あと

だったので、子
こども

供たちが従
じゅうじゅん

順（言
い

うこと
を聞

き

いてさからわないこと）を学
まな

ぶのがど
れほど大

たいせつ

切かを知
し

っていたと思
おも

いますか？
彼
かれ

はあちらこちらへ出
で

かけて行
い

き、親
おや

から
子
こど も

供へ神
かみさま

様の幸
こうふく

福のルールを教
おし

えるよう
に命
めい

じました。また親
おや

たちは子
こど も

供たちに、
神
かみ

の民
たみ

が完
かんぜん

全に神
かみさま

様に信
しんらい

頼し従
したが

ったとき
に、神

かみさま

様が彼
かれ

らにしてくださったことを伝
つた

えなくてはなりませんでした。

サムエルはまた、ふたつの「預
よげんしゃ

言者の
学
がっこう

校」と呼
よ

ばれる特
とくべつ

別な学
がっこう

校をつくりまし
た。その学

がっこう

校で、青
せいしょうねん

少年たちは、イスラ
エルが強

つよ

い国
くに

になるために神
かみさま

様が与
あた

えて
下
くだ

さった規
きそ く

則を学
まな

びました。彼
かれ

らはまた、
どうしたらイエス様

さま

のための特
とくべつ

別な働
はたら

き手
て

となれるかを学
まな

びました。そしてすべての
生
せい と

徒が、自
じぶ ん じ し ん

分自身や家
かぞ く

族を養
やしな

うことがで
きるようになるために、いろいろな仕

しごと

事の
仕
しかた

方を学
まな

びました。

サムエルは自
じぶ ん

分の息
むす こ

子たちにも教
おし

えて
はいましたが、時

ときどきあま

々甘やかしてしまうこと

があり、息
むす こ

子たちはサムエルの模
もは ん

範（お
手
てほ ん

本）にならいませんでした。サムエル
が年

とし お

老いて、これまでよりも仕
し ご と

事の手
て つ だ

伝
いをする人

ひと

が必
ひつよう

要になったとき、自
じぶ ん

分の
息
むす こ

子たちに手
てつ だ

伝いをさせてもよいかどうか
をイスラエルの指

しどうしゃ

導者たちに相
そうだん

談すると、
指
しどうしゃ

導者たちはみな賛
さんせい

成しました。サムエ

ル記
きじょう

上 8:1-2。

考
かんが

えてみよう：家
か て い

庭で学
がっこう

校をしている
子
こど も

供たちもいれば、教
きょうかいがっこう

会学校にかよって
いる子

こど も

供たちもいます。公
こうりつ

立の学
がっこう

校では、
神
かみさま

様のことが教
おし

えられていますか？なぜで
しょう？ほとんどの子

こど も

供は、大
おと な

人になった
ら何

なに

になりたいかを考
かんが

えますが、その考
かんが

え
はなんども変

か

わったりします。両
りょうしん

親は私
わたし

た
ちが成

せいちょう

長していくのにあわせて、やりがい
があって役

やく

に立
た

つ仕
しご と

事を選
えら

んでいけるよう
に助

たす

けてくれることでしょう。

水
すいようび

曜日

サムエルは息
むすこ
子たちに、 従

じゅうじゅん
順

で正
しょうじき
直であるようにと教

おし
えまし

た。しかし、彼
かれ
らがサムエルの手

てつだ
伝い

をするようになったとき、サタンが彼
かれ
ら

に悪
わる
い事
こと
をさせようと誘

ゆうわく
惑したのです。

息
むすこ
子たちは、サタンの誘

ゆうわく
惑に耳

みみ
をかた

むけたのでしょうか？サムエル記
きじょう

上 8:3。
「まいない〔わいろ〕をとる」とは、お
金
かね

をもらって本
ほんとう

当ではないことを言
い

った
り、何

なに

か悪
わる

いことをしたりするという意
い み

味
です。まいないをとる人

ひと

なんて、だれも
信
しんよう

用できませんよね。
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息
む す こ

子たちがこのような悪
わる

い事
こと

をしてい
るのを、サムエルはまったく知

し

りませんで
した。もし知

し

っていたならば、すぐにこの
仕
しご と

事を彼
かれ

らから取
と

りあげていたことでしょ
う。このことを聞

き

いただけでもとても悲
かな

し
かったのですが、イスラエルの指

しどうしゃ

導者た
ちがのぞんでいることを聞

き

いたとき、サム
エルはますます悲

かな

しみました。4-5 節
せつ

。

サムエルはいつも、神
かみさま

様のご計
けいかく

画に
忠
ちゅうじつ

実に働
はたら

いてきました。イスラエルの
人
ひとびと

々は敵
てき

から守
まも

られ、彼
かれ

らは何
なんねん

年もの間
あいだ

、
平
へ い わ

和を楽
たの

しんでいました。人
ひとびと

々は、それ
に感
かんしゃ

謝していたでしょうか？

サムエルは、怒
おこ

らずに何
なに

をしましたか？
彼
かれ

らが王
おうさま

様を欲
ほ

しがる本
ほんとう

当の理
りゆ う

由につい
て、神

かみさま

様は何
なに

とおっしゃいましたか？6-7

節
せつ

。

なんと、またしても、彼
かれ

らは自
じぶん

分のまわ
りの国

くにぐに

々と同
おな

じようになりたいと願
ねが

ったの
でした。サムエルは彼

かれ

らに、王
おうさま

様をたて
ればどうなるのかを話

はな

してきかせました。
さいごには、王

おうさま

様をたてたことを後
こうかい

悔する
はずでした。たとえ良

よ

い王
おうさま

様だったとして
も、自

じぶん

分の一
いちばん

番よい土
と ち

地や家
かち く

畜を差
さ

し上
あ

げなくてはなりませんし、高
たか

い税
ぜいきん

金だって
払
はら

います。彼
かれ

らの息
むす こ

子たちも兵
へいたい

隊としてと
られてしまうでしょうし、娘

むすめ

たちは王
おうさま

様の
ために働

はたら

くことになるでしょう。

しかし、どんな理
りゆ う

由も彼
かれ

らの考
かんが

えを変
か

え
ることはできませんでした。そこでサムエ
ルは、神

かみさま

様ともういちどお話
はな

ししました。
サムエル記

きじょう

上 8:19-22。

神
かみさま

様は、イスラエル人
びと
たちの求

もと

めてい
るような人

じんぶつ

物をお選
えら

びになりました。そ

の人
ひと

はイスラエルの中
なか

で一
いちばんせ

番背が高
たか

く、
一
いちばんうつく

番美しい顔
かお だ

立ちの男
だんせい

性です。名
なま え

前はサ
ウル、その父

ちちおや

親の名
な

はキシといいました。
ベニヤミン族

ぞく

という小
ちい

さな部
ぶ ぞ く

族の出
しゅっしん

身で
す。サムエル記

きじょう

上 9:2。

考
かんが

えてみよう：あなたは今
いま

までに、本
ほんとう

当
はそこまで必

ひつよう

要ではないのに、とにかく欲
ほ

しくておねだりしたことはありますか？「他
ほか

の子
こ ど も

供たちは全
ぜんいん

員もってるんだよ！」と言
い

いませんでしたか？それは正
ただ

しい理
り ゆ う

由で
しょうか？

木
もくようび

曜日

ある日
ひ
のこと、サウルの父

ちち
のキシは、

サウルと召
めしつか
使いを使

つか
いにやりまし

た。なぜですか？サムエル記
きじょう

上 9:3-4。

彼
かれ

らはロバを見
み

つけることができなかっ
たので、家

いえ

へ帰
かえ

ることにしました。なぜで
しょうか。5 節

せつ

。

しかし彼
かれ

らは、近
ちか

くの町
まち

にサムエルが
来
き

ていることを耳
みみ

にしました。サムエルは
預
よげんしゃ

言者ですから、もしかしたら彼
かれ

らのロバ
を見

み

つけてくれるかもしれません。彼
かれ

ら
は町

まち

で、特
とくべつ

別な食
しょくじ

事のために出
で

かけてい
たサムエルと会

あ

いました。神
かみさま

様は前
まえ

の日
ひ

に、サムエルがサウルに会
あ

うことを彼
かれ

に告
つ

げておられました。サムエルが背
せ

の高
たか

い、
美
びせいねん

青年のサウルを見
み

たとき、神
かみさま

様は彼
かれ

に
なんとおっしゃいましたか？18-20 節

せつ

。

サウルは、サムエルが何
なに

を言
い

いたいの
かわかりました。サムエルは彼

かれ

に、イス
ラエルの王

おう

になるべきだと言
い

っているの
です。彼

かれ

はサムエルに何
なに

と言
い

いましたか？
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21 節
せつ

。

いっしょに食
しょくじ

事をした後
のち

、サムエルは、
召
めしつか

使いを先
さき

に帰
かえ

らせるように言
い

いました。
サウルとふたりで話

はな

したかったからです。
サムエル記

きじょう

上 9:27-10:1。

サムエルは、サウルが王
おうさま

様になること
をねたんではいませんでしたね。それど
ころか、サムエルは彼

かれ

をとても気
き

に入
い

り、
彼
かれ

が良
よ

い王
おうさま

様となってくれるよう願
ねが

ってい
ました。

家
いえ

に着
つ

いたサウルは、自
じぶ ん

分がイスラエ
ルの王

おうさま

様となるためにサムエルが油
あぶら

を注
そそ

いでくれたことは、だれにも言
い

わないで
おこうと思

おも

いました。彼
かれ

に起
お

こったことを、
おじさんが聞

き

いてきたとき、サウルはどう
答
こた

えましたか？サムエル記
きじょう

上 10:14-16。

考
かんが

えてみよう：わがままになるのと、そう
ならないのと、どちらがたやすいですか？
サムエルはどうでしたか？

金
きんようび

曜日

イスラエルの民
たみ
はこれまで王

おうさま
様を

立
た
てたことがありませんでしたが、

じつはそれが、彼
かれ
らが世

せかい
界のどの国

くにぐに
々と

も違
ちが
っている理

りゆう
由でした。私

わたし
たちの力

ちからづよ
強

い神
かみさま
様が彼

かれ
らの王

おうさま
様であり、イスラエル

が神
かみさま
様に信

しんらい
頼してしたがっているときは、

だれも彼
かれ
らに害

がい
を加
くわ
えることはできないの

を、他
ほか
の国
くに
の人
ひと
たちはわかっていました。

周
しゅうへん
辺の国

くにぐに
々には、戦

たたか
いに行

い
くときに指

し き
揮

をとる王
おうさま
様がいました。そして、イスラエ

ル人
びと
は彼
かれ
らのようになりたいというわけで

す。つまり、自
じぶん
分たちも王

おうさま
様がほしいとい

うことです。情
なさ
けないですね！

王
おうさま

様をたてることは、まったく神
かみさま

様のご
計
けいかく

画ではありませんでした。神
かみさま

様は、人
ひとびと

々
が神

かみさま

様にではなく、王
おう

にたより始
はじ

めるだ
ろうというのを知

し

っておられました。ま
た、彼

かれ

らの王
おうさま

様が神
かみさま

様にたよらなければ、
神
かみさま

様は人
ひとびと

々を祝
しゅくふく

福したくても助
たす

けたくて
も、できないのです。

しかし神
かみさま

様は、ご自
じ ぶ ん

分の計
けいかく

画を無
む り

理
におしつけたりなさいません。神

かみさま

様は、
王
おうさま

様をたてさせることにしました。それど
ころか、人

ひとびと

々が求
もと

めているような人
じんぶつ

物を
選
えら

んでくださったのです。すらっと背
せ

が高
たか

く、顔
かお だ

立ちの美
うつく

しい人
ひと

が、王
おうさま

様に選
えら

ばれ
ました。

イスラエルの民
たみ

がいよいよサウルと顔
かお

を
あわせる日

ひ

に、サムエルは人
ひとびと

々を呼
よ

び集
あつ

めました。どの部
ぶぞ く

族からも、大
おおぜい

勢の人
ひと

が
きています。サムエルは、彼

かれ

らになんと
言
い

いましたか？サムエル記
きじょう

上 10:17-19。

サムエルは人
ひとびと

々に、王
おうさま

様を選
えら

んだのは
神
かみさま

様であることをわかってほしかったので
す。それぞれの部

ぶぞ く

族の名
なま え

前が呼
よ

ばれたあ
とで、神

かみさま

様はベニヤミン族
ぞく

をお選
えら

びにな
りました。それから、ベニヤミン族

ぞく

の家
かけ い

系
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から、キシを選
えら

ばれました。さらに、キシ
の子

こど も

供たちの中
なか

から、サウルをお選
えら

びに
なったのです。しかし、サウルはどこにい
るのでしょう？だれも彼

かれ

を見
み

つけることが
できません。神

かみさま

様は、彼
かれ

がどこにいるか
ごぞんじでしたか？22-24 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：背
せ

が高
たか

くて、顔
かお

が美
うつく

しい
ことだけが、良

よ

い王
おうさま

様に求
もと

められることで
すか？サウルはとても謙

けんそん

遜〔へりくだること〕
でした。もし彼

かれ

が謙
けんそん

遜で従
じゅうじゅん

順でありつづけ
たなら、神

かみさま

様は彼
かれ

を祝
しゅくふく

福することができた
でしょうか？神

かみさま

様は今
いま

でも、謙
けんそん

遜であろうと
する人

ひとびと

々を祝
しゅくふく

福なさるでしょうか？

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★サムエル記
きじょう

上 8-10 章
しょう

★ 人
じんるい

類のあけぼの 59 章
しょう
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ハリエットは、お母
かあ
さんといっしょ

に買
か
い物
もの
をしていました。ふたり

が道
どうろ
路をわたったとき、ハリエットはお母

かあ

さんよりも１、２歩
ほ
後
うし
ろ

を歩
ある
いていましたが、ふ

と下
した
に目

め
をやると、縁

ふちいし
石

のところに財
さいふ
布が落

お
ちて

いるのを見
み
つけました。

財
さいふ
布を拾

ひろ
うときにはだれ

も見
み
ていませんでしたの

で、ハリエットは急
いそ
いで

自
じぶん
分のコートのポケットに
それを押

お
しこみました。

「見
み

つけた人
ひと

がもらって
いいんだよね」とハリエッ
トは思

おも

いました。「お金
かね

が入
はい

っていたらいいな。」

「あなたはお母
かあ

さんに、それを見
み

つけ
たことを報

ほうこく

告するべきです。」小
ちい

さな声
こえ

が
彼
かのじょ

女の頭
あたま

の中
なか

でそう言
い

っているようでし
た。しかし、ハリエットは心

こころ

の中
なか

で答
こた

えま
した。「いやよ。これ私

わたし

のだもの。お母
かあ

さ
んには言

い

わなくったっていいの、いいの。」

家
いえ

に着
つ

くと、ハリエットは急
いそ

いで部
へ や

屋に
行
い

き、財
さい ふ

布の中
なか

を見
み

てみました。お金
かね

を
数
かぞ

えながら、うれしくてドキドキしていま
す。中

なか

にはなんと、パリパリの 10ドル札
さつ

が入
はい

っていました！こんなにたくさんのお

金
かね

を得
え

たなんて、信
しん

じられませんでした。

「これはあなたのお金
かね

ではありません。」
小
ちい

さな声
こえ

が言
い

いました。「財
さい ふ

布の中
なか

に持
も

ち
主
ぬし

の名
なま え

前があるかどうか、
たしかめるべきです。」

見
み

たくありませんでした
が、結

けっきょく

局そうすることにし
ました。やはり、中

なか

のポ
ケットに、持

も

ち主
ぬし

の名
な ま え

前
と住
じゅうしょ

所が入
はい

っていました。

「でも返
かえ

さなくたってい
いんだから。」ハリエット
は小
ちい

さな声
こえ

に言
い

いました。
「だって持

も

ち主
ぬし

の男
おとこ

の人
ひと

は、だれがひろったかな
んて知

し

るはずないわ。そ
れに、これだけのお金

かね

で
何
なに

が買
か

えるか、考
かんが

えてみてごらん！」10ド
ル札

さつ

を見
み

ながら、ハリエットはこんなこと
を考
かんが

えていたのでした。

それでもまだ、あの小
ちい

さな声
こえ

は話
はな

しつ
づけます。「楽

たの

しくはなりません。今
いま

この
時
とき

も、あなたは心
こころ

から喜
よろこ

んではいない
のです。」ハリエットは、この小

ちい

さな声
こえ

が
自
じぶん

分の良
りょうしん

心であることに気
き

づきました。そ
して、それは正

ただ

しいことを言
い

っているので
す。彼

かのじょ

女はいやな気
き も

持ちになりました。

「お母
かあ

さんに話
はな

しなさい。」小
ちい

さな声
こえ

は

お話
はな

しひろば 

ハリエットのテスト
エイミー・シェラード
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さらに強
つよ

く言
い

いました。「両
りょうしん

親があなたの
最
さいこう

高の友
とも

だちだということは知
し

っているで
しょう。」ハリエットはため息

いき

をつきまし
た。それから、彼

かのじょ

女は安
あんそくにちがっこう

息日学校で学
まな

ん
だ聖

せいしょ

書の言
こと ば

葉のことを考
かんが

えました。「あな
たは盗

ぬす

んではならない。」彼
かのじょ

女は、自
じぶん

分が
どろぼうになっていることに気

き

づきました。
こんないやなことを考

かんが

えていたハリエット
は、財

さい ふ

布を閉
と

じて、一
いっかい

階で夕
ゆうしょく

食を作
つく

って
いるお母

かあ

さんのところへもって行
い

きました。

何
なに

があったかをハリエットが話
はな

している
間
あいだ

、お母
かあ

さんは静
しず

かに聞
き

いていました。
ハリエットはまた、自

じぶん

分がどんなことを考
かんが

えていたかもお母
かあ

さんに話
はな

しました。お母
かあ

さんは、両
りょうて

手で幼
おさな

い娘
むすめ

を抱
だ

きしめました。

「じゃあ、あなたは何
なに

をするべきだと思
おも

う？」お母
かあ

さんはたずねました。

ハリエットにはもう答
こた

えがわかっていま
す。「パパにたのんで、持

も

ち主
ぬし

の男
おとこ

の人
ひと

の
ところへつれて行

い

ってもらって、財
さい ふ

布を返
かえ

すの。名
なまえ

前は、ジェフェリーズさんよ。」

お母
かあ

さんは喜
よろこ

びました。お父
とう

さんも、
喜
よろこ

んでその住
じゅうしょ

所までつれて行
い

ってくれまし
た。ジェフェリーズさんは、財

さい ふ

布が戻
もど

って
きたので大

おおよろこ

喜びです。彼
かれ

はハリエットに
お礼

れい

を言
い

って、彼
かのじょ

女が帰
かえ

る前
まえ

に財
さい ふ

布から
一
いちまい

枚の 10ドル札
さつ

をとり出
だ

しました。「これ
をもらってほしいんだ。君

きみ

のような正
しょうじき

直な
子
こ

がいることを僕
ぼく

がどれだけ嬉
うれ

しく思
おも

って
いるか、知

し

ってほしくてね。」ジェフェリー
ズさんはそう言

い

って、お金
かね

を受
う

けとるよう、
強
つよ

くすすめました。

ハリエットは、ジェフェリーズさんに心
こころ

からお礼
れい

を言
い

いました。お父
とう

さんとそこを

去
さ

るとき、うれしさがこみあげてきました。
もういやな気

き も

持ちはありません。なぜかっ
て？小

ちい

さな声
こえ

に耳
みみ

をかたむけて、正
ただ

しいこ
とをすることを選

えら

んだのですからね。ハリ
エットと両

りょうしん

親の他
ほか

に、だれが喜
よろこ

んでくれた
と思
おも

いますか？
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日
にちようび

曜日

イスラエルの民
たみ
が王
おうさま
様を欲

ほ
しがっ

たのは、他
ほか
の国
くにぐに
々のようになりた

かったからでした。神
かみさま
様は、彼

かれ
らの思

おも
う

ようにさせましたか？はい、彼
かれ
らが望

のぞ
むも

のをお与
あた
えになりました。王

おうさま
様の名

なまえ
前は

サウル。イスラエルの中
なか
で一
いちばんせ
番背が高

たか
く、

一
いちばん
番顔
かお
の美
うつく
しい男

おとこ
の人
ひと
でした。

サウルを人
ひとびと

々に紹
しょうかい

介した集
しゅうかい

会で、サム
エルは、王

おうさま

様がするべきことと、どのよう
に振

ふ

る舞
ま

うべきかを話
はな

しました。それから、
みんなを家

いえ

に帰
かえ

しました。サムエル記
きじょう

上

10:25-26。

ところが、すべての人
ひと

が喜
よろこ

んだわけで
はなく、サウルはそれを知

し

っていました。
王
おうさま

様をだれよりも望
のぞ

んでいた部
ぶぞ く

族の人
ひとびと

々
が、不

ふへ い

平を言
い

っていました。神
かみさま

様はなぜ、
一
いちばんちい

番小さな部
ぶぞ く

族から王
おうさま

様をお選
えら

びになっ
たのでしょうか？なぜ一

いちばんおお

番大きくて勢
せいりょく

力の
あるユダ族

ぞく

やエフライム族
ぞく

から、お選
えら

び
にならなかったのでしょう？なぜ、小

ちい

さな

ベニヤミン族
ぞくしゅっしん

出身のひとりの男
おとこ

が、王
おうさま

様
になるべきだったのでしょう？27 節

せつ

。

さいわい、サウルは謙
けんそん

遜〔へりくだるこ
と〕でありつづけ、神

かみさま

様にすべてのことを
おまかせしました。

そこへ、イスラエルの町
まち

のひとつである

高
たか

ぶりはじめたサウル王
おう

第
だい

10 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「従
したが

うことは犠
ぎ せ い

牲にまさり、

聞
き

くことは雄
おひつじ

羊の脂
し ぼ う

肪にまさる。」

サムエル記
きじょう

上 15:22

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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ヤベシ・ギレ
アデに、アン
モン人

びと

が戦
たたか

い
を仕

し か

掛けてい
るとの知

し

らせ
が入

はい

ってきま
した。使

し し ゃ

者た
ちは、急

いそ

いで
このことを皆

みな

に知
し

らせました。彼
かれ

らがサウ
ルの町

まち

へ来
き

たとき、サウルは何
なに

をしました
か？サムエル記

きじょう

上 11:4-7。

サウルは、少
すこ

しも時
じかん

間をむだにしません
でしたね。彼

かれ

は急
いそ

いで、イスラエル全
ぜんこく

国
の兵

へい し

士たちに使
しし ゃ

者を送
おく

り、ヤベシ・ギレ
アデの人

ひとびと

々を助
たす

けるためにすぐさま集
あつ

まっ
てほしい、と伝

つた

えました。何
なんぜんにん

千人ものイス
ラエル兵

へい

が集
あつ

まり、彼
かれ

らはたった１日
にち

で
敵
てき

を打
う

ち負
ま

かしました！

考
かんが

えてみよう：サウルが聖
せいれい

霊にしたがっ
ていたことに、あなたは気

き

がつきましたか？
それで、イスラエルの民

たみ

は勝
しょうり

利できたの
です！私

わたし

たちも、神
かみさま

様に信
しんらい

頼してしたがう
ときに、力

ちから

ある聖
せいれい

霊が一
ひと り

人ひとりと共
とも

にい
てくださるでしょうか？もちろんです！それっ
て、すばらしいことですよね？

月
げつようび

曜日

イスラエルの民
たみ
は満
まんぞく
足していまし

た。王
おうさま
様を立

た
てて以

いらい
来、初

はじ
めて

の戦
たたか
いで勝

しょうり
利をおさめたからです。

小
ちい

さなベニヤミン族
ぞくしゅっしん

出身のサウルを
神
かみさま

様が選
えら

ばれたことについて文
もん く

句を言
い

っ
ていた者

もの

たちのことを、ある人
ひと

たちは覚
おぼ

え

ていて、彼
かれ

らに罰
ばつ

を与
あた

えるべきだと考
かんが

えて
いました。しかし、サウルは何

なに

と言
い

いまし
たか？サムエル記

きじょう

上 11:12-13。

すばらしいことに、この時
とき

もサウルは
謙
けんそん

遜でありつづけました。勝
しょうり

利を与
あた

えて
下
くだ

さったのは神
かみさま

様であると知
し

っていたから
です。

サウルはすでに、サムエルによって油
あぶら

を注
そそ

がれていました。そして、彼
かれ

が王
おうさま

様と
して選

えら

ばれたことはみんなが知
し

っていまし
たが、まだ正

せいしき

式にお祝
いわ

いの儀
ぎし き

式をしてい
ませんでした。そこで、サムエルはもうい
ちど、人

ひとびと

々を呼
よ

び集
あつ

めました。

今
こんかい

回は、ギルガルでの集
あつ

まりです。昔
むかし

、
ギルガルではいろいろな事

こと

がありました。
ここは、イスラエルの民

たみ

がヨルダン川
がわ

を
渡
わた

った後
あと

、カナンの地
ち

に入
はい

り、最
さいしょ

初にテン
トを張

は

って泊
と

まった場
ばし ょ

所です。マナが降
ふ

ら
なくなったのもこの場

ばし ょ

所でした。また、こ
こから出

しゅっぱつ

発してエリコまで行
こうしん

進し、神
かみさま

様
があの城

じょうへき

壁を崩
くず

されるのを見
み

たのでした。
そして、あの欲

よく ば

張りのアカンが、エリコか
ら盗
ぬす

んできた物
もの

を自
じぶ ん

分のテントの下
した

に穴
あな

をほり、隠
かく

したのもこの場
ばしょ

所でした。

この集
しゅうかい

会で、サムエルは人
ひとびと

々に、彼
かれ

が
指
しどうしゃ

導者であった間
あいだ

に何
なに

か間
まち が

違いを犯
おか

した
ことがあったかどうかをたずねました。彼

かれ

らはなんと答
こた

えましたか？サムエル記
きじょう

上

12:4。

それからサムエルは、神
かみさま

様が行
おこな

ってく
ださった数

かずかず

々の奇
き せ き

跡を思
おも

い起
お

こさせまし
た。また、人

ひとびと

々がなんども神
かみさま

様との約
やくそく

束
をやぶり、信

しんらい

頼せず、したがわなかったこ
とも思

おも

い起
お

こさせました。彼
かれ

らは今
いま

、神
かみさま

様
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の代
か

わりにひとりの人
にんげん

間を王
おうさま

様として立
た

て
たいと願

ねが

っています。他
ほか

の国
くにぐに

々と同
おな

じよう
になりたいからです。神

かみさま

様は王
おうさま

様をお選
えら

びになりましたが、彼
かれ

らとその王
おうさま

様が神
かみさま

様
にしたがうときにしか祝

しゅくふく

福を与
あた

えることは
できません。13-15 節

せつ

。

人
ひとびと

々は、自
じぶん

分たちが神
かみさま

様の祝
しゅくふく

福を受
う

け
るのにふさわしくないことを認

みと

めて、それ
でも自

じぶん

分たちのために祈
いの

ってほしいとお願
ねが

いしました。サムエルは、そうすると言
い

い
ましたか？23-25 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：サムエルは、まことの愛
あい

とゆるしを表
あらわ

しましたか？それは、いつで
も簡

かんたん

単にできることでしょうか？

火
か よ う び

曜日

サウルの軍
ぐんたい
隊の中

なか
で、サウルと息

むすこ
子

のヨナタン以
いがい
外に剣

けん
や槍
やり
を持

も
って

いる者
もの
は、なんとひとりもいませんでした！

というのは、いじわるなペリシテ人
びと
たちが

イスラエルを治
おさ
めていた頃

ころ
、イスラエルの

民
たみ
が剣
けん
や槍
やり
を作
つく
ることをゆるさなかったか

らです。サムエル記
きじょう

上 13:19-22。

サウルが王
おう

になって少
すこ

し後
のち

に、息
むす こ

子の
ヨナタンがペリシテ人

びと

の砦
とりで

〔敵
てき

の攻
こうげき

撃を
防
ふせ

ぐ小
ちい

さな建
たてもの

物のひとつ〕を攻
せ

めて、戦
たたか

いに勝
か

ちました。このことがペリシテ人
びと
を

怒
いか

らせ、彼
かれ

らはイスラエルの民
たみ

と戦
たたか

おうと
決
き

めました。ペリシテ人
びと
のたくらみを知

し

っ
たサウルは、すぐさま味

みか た

方の軍
ぐんたい

隊を呼
よ

び
よせました。

イスラエルの民
たみ

は神
かみさま

様の助
たす

けが必
ひつよう

要に
なることをサムエルは知

し

っていましたの

で、戦
たたか

いの前
まえ

に、彼
かれ

らのために祈
いの

りをさ
さげに行

い

くことを約
やくそく

束しました。サウルは、
７日

か

の間
あいだ

サムエルを待
ま

たなくてはなりませ
んでした。

サウルの兵
へい し

士たちは、待
ま

っている間
あいだ

に
だんだん怖

こわ

くなってきました。ペリシテ人
びと

がたくさんの戦
せんしゃ

車と馬
うま

をもっていて、剣
けん

や
槍
やり

を手
て

にした何
なんぜんにん

千人もの兵
へい し

士がいること
を知

し

っていたからです。彼
かれ

らは何
なに

をし始
はじ

め
ましたか？サムエル記

きじょう

上 13:6-8。

今
いま

こそ、神
かみさま

様に信
しんらい

頼していることを示
しめ

す
絶
ぜっこう

好のチャンスです。サウルは兵
へい し

士たち
に、落

お

ち着
つ

いて勇
ゆう き

気を出
だ

すように励
はげ

ます
べきでした。神

かみさま

様が彼
かれ

らを助
たす

けてくださる
ので、怖

こわ

がらなくもよかったのです。とこ
ろがなんと、サウル自

じしん

身が落
お

ち着
つ

きをなく
してしまいました。神

かみさま

様に信
しんらい

頼してサムエ
ルを待

ま

つことはしないで、ある特
とくべつ

別な人
ひと

た
ちだけがするべきことをしてしまいました。
それは何

なん

でしたか？9 節
せつ

。

ようやくサムエルが到
とうちゃく

着したとき、サウ
ルは何

なん

と言
い

い訳
わけ

しましたか？10-12 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：したがわなかったことへの
言
い

い訳
わけ

をするのは、アダムとエバが罪
つみ

を
犯
おか

した後
のち

、最
さいしょ

初にしたことのひとつです。
そうしてしまうのは、自

しぜ ん

然で簡
かんたん

単なことで
すか？

水
すいようび

曜日

特
と く

別
べつ
な人
ひと
たちだけが犠

ぎせい
牲の供

そな
え物
もの

をささげるべきだというのは、イ
スラエルの民

たみぜんいん
全員が知

し
っていました。これ

で、自
じぶん
分たちの王

おう
であるサウルが、とても
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神
しんせい
聖な決

き
まりにしたがわなかったことを、

彼
かれ
らは知

し
るでしょう。このことは、神

かみさま
様

の決
き
まりにしたがうことは、結

けっきょく
局それほど

重
じゅうよう
要ではないのだと、人

ひとびと
々に思

おも
わせてし

まうでしょう。

サウルの言
い

い訳
わけ

を聞
き

いた後
あと

、サムエル
は何
なん

と言
い

いましたか？サムエル記
きじょう

上 13:13-

14。

したがわなかったことの言
い

い訳
わけ

をする代
か

わりに、サウルが神
かみさま

様に信
しんらい

頼することを選
えら

べていたなら、どんなによかったことでしょ
う！どんな時

とき

でも神
かみさま

様に信
しんらい

頼し、したがう
王
おうさま

様がイスラエルには必
ひつよう

要でした。

この時
とき

までに、兵
へ い し

士たちのほとんどが
去
さ

って行
い

ってしまいました。ある者
もの

たちは
岩
いわ

かげやほら穴
あな

にかくれ、またある者
もの

は
ヨルダン川

がわ

の向
む

こう岸
ぎし

へ渡
わた

ってしまってい
ました。みんな怖

こわ

かったのです。ふたりを
のぞいては。

サウルの息
むす こ

子のヨナタンは、父
ちちおや

親とは
まったく似

に

ていませんでした。ヨナタン
は神

かみさま

様を愛
あい

し、信
しんらい

頼し、神
かみさま

様にしたがっ
ていました。そこで神

かみさま

様は、彼
かれ

の心
こころ

にあ
る計

けいかく

画をお与
あた

えになりました。ヨナタン
は、自

じぶ ん

分の武
ぶ き

器を運
はこ

んでくれる信
しんこうぶか

仰深い
青
せいねん

年にこの計
けいかく

画を打
う

ち明
あ

け、彼
かれ

らはそれ
を実
じっこう

行することにしました。サムエル記
きじょう

上

14:6-7。

まず、ヨナタンはしるしを求
もと

めました。
ペリシテ人

びと

と戦
たたか

うという神
かみさま

様のご計
けいかく

画に、
自
じぶん

分たちがしたがっているかどうかを確
たし

か
めたかったのです。8-10 節

せつ

。

ペリシテ人
びと

の見
み は

張り役
やく

たちは、このふた
りの兵

へい し

士の姿
すがた

を見
み

てばかにして笑
わら

いまし

た。イスラエル人
びと

が隠
かく

れていた穴
あな

からの
このこ出

で

てきたぞ、というのです。11-12

節
せつ

。

ところが何
なん

と、ペリシテ人
びと

の見
み は

張り役
やく

たちは、まさにヨナタンが求
もと

めたしるしの
言
こと ば

葉を語
かた

ったのでした！静
しず

かに、見
み

られな
いように、ふたりは四

よ

つんばいになって岩
いわ

の間
あいだ

をはいあがりました。神
かみさま

様が共
とも

にお
られることを知

し

っていたので、怖
こわ

くはあり
ませんでした。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様はどうして、たった
ふたりの兵

へい し

士を大
おおぜい

勢の敵
てき

に立
た

ち向
む

かわせ
ようと考

かんが

えられたのでしょうか？神
かみさま

様に信
しんらい

頼
してしたがうことを選

えら

ぶとき、神
かみさま

様が私
わたし

た
ちのためにできないことは何

なに

もないという
のは、もうすでにはっきり示

しめ

されていたの
ではないのですか？

木
もくようび

曜日

ヨナタンと武
ぶ き
器を運

はこ
ぶ青
せいねん
年は、敵

てき

の陣
じんち
地にはいあがって行

い
きまし

た。敵
てき
の見

み は
張りたちは、最

さいしょ
初にふたりを

見
み
たとき、笑

わら
いものにしました。ところが

ふたりが上
うえ
に着

つ
いたとき、何

なに
が起

お
こりまし

たか？サムエル記
きじょう

上 14:13。

ヨナタンと武
ぶ き

器を運
はこ

ぶ青
せいねん

年は、ふたりだ
けだったのでしょうか？いいえ！天

てん し

使たち
がそこにいて、彼

かれ

らを助
たす

けていたのです。
地
ち

は、まるで兵
へいたい

隊たちが馬
うま

や戦
せんしゃ

車でやっ
てくるかのように震

ふる

えました。14-15 節
せつ

。

谷
たに

の向
む

こう側
がわ

には、まだサウルと彼
かれ

の
兵
へ い し

士たちがいましたが、その見
み は

張り役
やく

た
ちには、おびえたペリシテ人

びと

たちがあちら
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こちらを駆
か

け回
まわ

り、お互
たが

いに殺
ころ

し合
あ

ってい
る様

ようす

子が見
み

えました。

見
み は

張り役
やく

たちは、すぐサウルに報
ほうこく

告しま
した。サウルは、ヨナタンと武

ぶ き

器を運
はこ

ぶ
青
せいねん

年がいないことにも気
き

がつきました。

ふたりが戦
たたか

いをしかけたことを知
し

って、
サウルもそれに加

くわ

わりたいと思
おも

いました。
しかし、まずは祭

さい し

司にたのんで、何
なに

をす
るべきかを神

かみさま

様にたずねてもらいたいと
思
おも

いました。

それなのに、サウルは神
かみさま

様からの答
こた

え
を待

ま

ちませんでした。谷
たに

の向
む

こう側
がわ

ではペ
リシテ人

びとどうし

同士の戦
たたか

いがますます激
はげ

しくなっ
て、サウルは彼

かれ

の兵
へい し

士たちと共
とも

に突
とつげき

撃しま
した。すると、だれが彼

かれ

らに味
みか た

方しました
か？19-22 節

せつ

。

サウルはすべての兵
へい し

士に、食
しょくじ

事をしな
いで敵

てき

を追
お

いかけるようにと命
めいれい

令しまし
た。しかし、ヨナタンはどうしましたか？

24-27 節
せつ

。

神
かみさま

様が、そこにハチミツをおいたので
す。もし兵

へい し

士たちが少
すこ

しなら食
た

べてもよい
と言

い

われていたならば、彼
かれ

らは戦
たたか

いをつ
づけて敵

てき

を完
かんぜん

全に打
う

ちのめすことができ
たでしょう。しかし彼

かれ

らは、あまりにもお
なかがすいて、へとへとになっていました。

サウルの命
めいれい

令について、ヨナタンは何
なに

も
知
し

りませんでした。ところが、ヨナタンが
ハチミツを食

た

べたことを知
し

ったサウルは、
ヨナタンは死

し

ななくてはならないと告
つ

げた
のでした。兵

へい し

士たちは、それが正
ただ

しくな
いことだとわかっていました。ヨナタンと
武
ぶ き

器を運
はこ

ぶ青
せいねん

年をとおして、神
かみさま

様は驚
おどろ

く
ばかりの奇

きせき

跡を起
お

こしてくださいましたが、
それは彼

かれ

らが神
かみさま

様の力
ちから

に信
しんらい

頼していたか
らです。兵

へい し

士たちは、サウルにヨナタンを
殺
ころ

させませんでした。

考
かんが

えてみよう：この日
ひ

、実
じっさい

際にイスラエ
ルを救

すく

ったのはだれでしたか？23 節
せつ

。サ
ウルは、神

かみさま

様が祝
しゅくふく

福できないようなことば
かりやっていました。神

かみさま

様にしたがってい
なかったとしたら、一

いったい

体だれに従
したが

っていた
のでしょう？

金
きんようび

曜日

サウルは神
かみさま
様に逆

さか
らって、自

じぶん
分の

計
けいかく
画にしたがうようになっていま

した。サムエルはサウルを愛
あい
していました

から、このことはサムエルをひどく悲
かな
しま

せました。神
かみさま
様もサウルを愛

あい
しておられま

した。そこで、神
かみさま
様はサムエルに、サウル

がご自
じぶん
分の言

い
いつけにしたがうことを選

えら
ぶ



78

チャンスを、もういちどだけ与
あた
えようとおっ

しゃいました。

残
ざんこく

酷で邪
じゃあく

悪な〔とても悪
わる

い〕アマレク
人
びと

は、神
かみさま

様を憎
にく

み、チャンスがあればい
つでも神

かみさま

様の民
たみ

に害
がい

を加
くわ

えていました。ま
た、アマレク人

びと

たちが決
けっ

して変
か

わらないこ
とも、神

かみさま

様は知
し

っておられました。今
いま

こそ、
イスラエルの民

たみ

はアマレク人
びと

を滅
ほろ

ぼすべ
きでした。彼

かれ

らの持
も

ち物
もの

や財
ざいさん

産も、とって
おいてはいけませんでした。

サウルは、自
じ ぶ ん

分が何
なに

をするべきか
を正

せいかく

確に知
し

っていました。そこで、20
万
まんにんいじょう

人以上もの兵
へい し

士を率
ひき

いてアマレク人
びと

と
の戦
たたか

いに行
い

き、イスラエルは勝
しょうり

利しまし
た。彼

かれ

は喜
よろこ

びいさんで、兵
へい し

士たちと行
こうしん

進
しながら帰

かえ

ってきました。

ところが、神
かみさま

様は喜
よろこ

んでおられません
でした。どうしてでしょう？サムエル記

きじょう

上

15:10-11。

次
つぎ

の朝
あさはや

早く、サムエルはとても悲
かな

しい
気
き も

持ちで目
め

を覚
さ

ましました。サウルと話
はな

さ

なくては、と思
おも

いました。まだサウルと会
あ

う前
まえ

でしたが、サウルがまたもひどく神
かみさま

様
に逆
さか

らうことをしたと告
つ

げる声
こえ

を、サムエ
ルは聞

き

いていたからです。自
じぶん

分のしたこと
が間

まちが

違っていたことを、サウルは認
みと

めたで
しょうか？それとも、また言

い

い訳
わけ

をしまし
たか？13-28 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：王
おうさま

様になる前
まえ

から、サ
ウルはなんでも自

じぶ ん

分の思
おも

いどおりにした
がり、よく考

かんが

えもしないで行
こうどう

動する習
しゅうかん

慣が
ありました。王

おうさま

様になってしばらくの間
あいだ

は
謙
けんそん

遜で従
じゅうじゅん

順でしたが、少
すこ

しずつ、以
いぜ ん

前の
習
しゅうかん

慣にもどっていったのでした。そのほう
が楽

らく

なのでしょうか？

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★サムエル記
きじょう

上 11-15 章
しょう

★ 人
じんるい

類 の あ け ぼ の 59 章
しょう

(P.276)-61 章
しょう
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「ねえ、約
やくそく
束を忘

わす
れないでよ！」

チャールズと妹
いもうと
のネルは、お

母
かあ
さんにすり寄

よ
りながら念

ねん
をおしました。

もう寝
ね
る時
じかん
間でした。お母

かあ
さんが、昔

むかし
こ

の国
くに
で起

お
こったある出

できご と
来事についてのお

話
はなし
をしてくれると約

やくそく
束していたのです。

当
と う じ

時は、家
か ぞ く

族ぐるみで遠
とお

くの新
あたら

しい
場
ば し ょ

所へ移
うつ

り住
す

むのがはやっていた頃
ころ

で、
そういった場

ばし ょ

所には、危
きけ ん

険な動
どうぶつ

物や、
恐
こわ

い人
ひと

たちが近
ちか

くにいること
だってありました。

お母
かあ

さんが話
はな

してく
れたのは、他

ほか

のだれ
よりも遠

とお

い遠
とお

いところ
に移

うつ

り住
す

んだ２組
くみ

の
家
かぞ く

族のことです。彼
かれ

ら
は家

かぞ く

族どうし仲
なか

のよい友
とも

だちで
したので、お互

たが

いの小
こ や

屋を近
ちか

くに建
た

てまし
た。

あまりたくさんの物
もの

を持
も

って行
い

くことはで
きなかったのですが、作

さくもつ

物を植
う

えることが
できるようになるまでは、食

しょくりょう

糧が必
ひつよう

要だと
わかっていました。もうじき寒

さむ

い季
きせ つ

節にな
りそうだったので、冬

ふゆ

が終
お

わるまでは十
じゅうぶん

分
に足

た

りるぐらいの食
しょくりょう

糧を持
も

って行
い

ったつも
りでした。ところが、気

き

をつけていたはず
なのに、冬

ふゆ

が終
お

わる前
まえ

に食
しょくりょう

糧が底
そこ

をつき
そうになりました。そこで、男

おとこ

たちが食
た

べ

物
もの

を売
う

っている町
まち

まで行
い

って、食
しょくりょう

糧を買
か

っ
てくることになりました。

食
た

べ物
もの

を買
か

いに行
い

く前
まえ

に、このあたりに
強
ごうとう

盗が出
で

るということをきいたので、男
おとこ

の
人
ひと

たちは家
かぞ く

族をおいていくのが心
しんぱい

配でな
りませんでした。話

はな

し合
あ

った結
けっ か

果、男
おとこ

たち
が出

で

かけている間
あいだ

、女
おんな

と子
こ ど も

供たちはひと
つの小

こ や

屋にいっしょにいたほうがより安
あんぜん

全
だろうということになり、そうす

ることにしました。

男
おとこ

の人
ひと

たちが出
で

かけた
最
さいしょ

初の夜
よる

、２組
くみ

の家
か ぞ く

族は
いっしょに礼

れいはい

拝をして
から、早

はや

めに寝
ね

ること
にしました。小

こ や

屋はと
ても小

ちい

さかったので
すが、子

こ ど も

供たちは床
ゆか

の上
うえ

で毛
もう ふ

布をかぶり、
寄
よ

りそって寝
ね

るのをおもしろがりました。
次
つぎ

の日
ひ

の朝
あさ

、母
ははおや

親のひとりが、もうひとり
の母

ははおや

親にいいました。「ねえ、ずっとだれ
かに見

み

られてるような気
き

がするんだけど。」
ふたりの母

ははおや

親たちは外
そと

に出
で

て、見
みわ た

渡せる
限
かぎ

りあたりを見
みま わ

回しました。でも、だれも
いないのです。

朝
あさ

ごはんの後
あと

、ふたりの年
ねんちょう

長の子
こど も

供た
ちが、小

こ や

屋の裏
うら

でかっているニワトリに
えさを持

も

って行
い

きました。ところが、すぐ

お話
はな

しひろば 

一
い っ た い

体どこから来
き

たの？
エイミー・シェラード
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に小
こ や

屋へ走
はし

ってもどってきました。「見
み

て、
何
なに

がぼくたちのあとをついてきたと思
おも

う！」
彼
かれ

らは大
おおごえ

声を上
あ

げました。７匹
ひき

もの大
おお

き
な人

ひと

なつっこい犬
いぬ

たちが、彼
かれ

らのあとを
ついて小

こ や

屋に入
はい

ってきたのを見
み

て、みん
ながどれだけ驚

おどろ

いたか想
そうぞう

像できますか？

「あら、犬
いぬ

じゃないの！どこからきたのか
しら？」みんな知

し

りたがりました。

「わかんないよ！気
き

がついたら、そこに
いたんだもの！それから、ぼくたちのあと
をついてきたんだ！」とふたりの子

こど も

供は言
い

いました。「それにしても、おとなしくて、
よくしつけられているわねぇ。」

すぐにみんなで犬
いぬ

をなで始
はじ

め、母
ははおや

親た
ちは犬

いぬ

たちに食
た

べ物
もの

をあげました。それ
から犬

いぬ

たちは、暖
だ ん ろ

炉の前
まえ

の床
ゆか

に体
からだ

をの
ばして眠

ねむ

ってしまいました。ところが暗
くら

く
なると、クンクン鳴

な

いたり、吠
ほ

えたりして
外
そと

に出
で

たがるのです。小
ちい

さな小
こ や

屋はもう
満
まんいんじょうたい

員状態でしたので、母
ははおや

親たちは犬
いぬ

たち
を外
そと

に出
だ

してやりました。そのとたん、た
くさんの人

ひと

の走
はし

る足
あしおと

音が聞
き

こえました！そ
れから、夜

よる

の間
あいだ

はずっと静
しず

かでした。

朝
あさ

になって、母
ははおや

親たちが見
み

たのは、
小
こ や

屋の周
まわ

りにあるたくさんの人
にんげん

間の足
あしあと

跡
でした。みんなは昨

きのう

日の走
はし

っていく足
あしおと

音
を思

おも

い出
だ

し、犬
いぬ

たちがその人
ひと

たちを追
お

い
払
はら

ったのだということがすぐにわかりまし
た。

「それで、その大
おお

きくてきれいな犬
いぬ

たち
は、どうなったの？」チャールズとネルは
知
し

りたくてしょうがありません。

「その後
あと

は、だれも犬
いぬ

たちを見
み

なかった
のよ。」

「じゃあ強
ごうとう

盗たちは？」ふたりはまた聞
き

き
ました。

「強
ごうとう

盗も二
に ど

度と現
あらわ

れなかったの」と、お
母
かあ

さんは言
い

いました。

「男
おとこ

の人
ひと

たちが食
しょくりょう

料を持
も

って帰
かえ

ってきて
から、家

かぞ く

族は犬
いぬ

たちがとつぜん現
あらわ

れたこ
とや、その時

とき

に起
お

こったことを話
はな

したの。
父
ちちおや

親たちは、どれだけ感
かんしゃ

謝したことでしょ
うね！これはきっと、小

こ や

屋にいる家
かぞ く

族を守
まも

るために、イエス様
さま

が犬
いぬ

をつかわしたん
だろうって、みんなはそう思

おも

ったのよ。」

「もちろんそれはイエス様
さま

だよ！」チャー
ルズとネルは声

こえ

をそろえて言
い

いました。ふ
たりはベッドに飛

と

びのる前
まえ

に、ひざまずい
てお祈

いの

りしました。イエス様
さま

が自
じぶん

分たちの
ことも、同

おな

じように心
こころ

にとめてくださいます
ように、と。
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日
にちようび

曜日

アマレク人
びと

との戦
たたか
いに勝

か
って、サウ

ルは満
まんぞく
足していました。けれども、

サムエルは悲
かな
しんでいました。とても悲

かな
し

かったのです！サウルに話
はな
しに行

い
かなくて

は、と思
おも
いました。

サウルはサムエルに会
あ

うと、自
じ ぶ ん

分は
神
かみさま

様の言
い

いつけどおりにしたと言
い

いまし
た。本

ほんとう

当でしょうか？いいえ、そうではあ
りませんでした！

神
かみさま

様は、アマレク人
びと

の持
も

ち物
もの

もすべて
滅
ほろ

ぼしなさいとおっしゃったのです。とこ
ろが、サウルの兵

へ い し

士たちは、たくさんの
家
かちく

畜を滅
ほろ

ぼさずに残
のこ

しておきました。兵
へいし

士
たちは、神

かみさま

様にささげるための家
かちく

畜をとっ
ておいたのだと、かれは言

い

い訳
わけ

しました。
おそらく兵

へいし

士たちは、敵
てき

から奪
うば

った家
かち く

畜を
ささげれば、自

じぶん

分たちの家
かち く

畜をささげなく
てもすむだろうと思

おも

ったのでしょう。

サムエルは、神
かみさま

様が必
ひつよう

要とされるのは
動
どうぶつ

物ではないことを、サウルにわからせよ

うとしました。神
かみさま

様は服
ふくじゅう

従〔したがうこと〕
を求
もと

められるのです。服
ふくじゅう

従は他
ほか

の何
なに

よりも
重
じゅうよう

要なことでした。いまだにサウルがした
がうことを学

まな

んでいないので、神
かみさま

様は別
べつ

の王
おうさま

様を選
えら

ばなくてはなりませんでした。
サムエル記

きじょう

上 15:22-23。

そのことは、サウルをおびえさせました。
すぐに彼

かれ

は自
じぶん

分が罪
つみ

を犯
おか

したことを認
みと

めま
したが、またも言

い

い訳
わけ

をしてしまいました。
24-25 節

せつ

。

サムエルが帰
かえ

ろうとすると、サウルは

神
かみさま

様が新
あたら

しい王
おう

を選
えら

ぶ

第
だい

11 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「教
きょうくん

訓を聞
き

いて、知
ち え

恵を得
え

よ。これを捨
す

ててはならない。」

箴
しんげん

言 8:33

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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死
し

にものぐるいになりました。サムエル
の着

きも の

物をつかんで引
ひ

きもどそうとしたので
す。着

きも の

物が裂
さ

けたのを見
み

て、サムエルは
何
なん

と言
い

いましたか？27-28 節
せつ

。

ラマにある自
じぶ ん

分の家
いえ

へもどったサムエ
ルは、ひじょうに悲

かな

しんでいました。サウ
ルのことばかり考

かんが

えていました。サムエル
はサウルを愛

あい

していて、彼
かれ

が神
かみさま

様にした
がうことを選

えら

んでほしいと願
ねが

っていたから
です。神

かみさま

様も悲
かな

しんでおられました。しか
し神
かみさま

様は、サウルが変
か

わることはないの
を知

し

っておられました。神
かみさま

様は、サムエ
ルになんとおっしゃいましたか？サムエル

記
きじょう

上 16:1。

考
かんが

えてみよう：どんなことよりもまず、
神
かみさま

様は私
わたし

たちに、サタンから離
はな

れて自
じゆ う

由
で幸
しあわ

せになってほしいと願
ねが

っておられます
よね。したがうことがどれだけ大

たいせつ

切かとい
うことを教

おし

えるために、あなたの両
りょうしん

親が助
たす

けてくれるのは、喜
よろこ

ばしいことだと思
おも

いま
せんか？

月
げつようび

曜日

はじめサムエルは、神
かみさま
様が自

じぶん
分に

たのんだことを行
おこな
うのを恐

おそ
れまし

た。彼
かれ
は、神

かみさま
様になんと言

い
いましたか？

神
かみさま
様はどうお答

こた
えになりましたか？サムエ

ル記
きじょう

上 16:2-3。

サムエルは、いつでも神
かみさま

様にしたがう
よう学

まな

んできましたし、神
かみさま

様がいつも彼
かれ

を
守
まも

ってくださると信
しん

じていました。彼
かれ

がベ
ツレヘムにやってくると、町

まち

の長
ちょうろう

老たちは
緊
きんちょう

張しました。サムエルは、彼
かれ

らに何
なに

と

言
い

ったのですか？4-5 節
せつ

。

エッサイは、特
とくべつ

別な犠
ぎ せ い

牲をささげるの
に、なぜ自

じぶん

分と息
むす こ

子たちが呼
よ

ばれたのか、
ふしぎに思

おも

ったことでしょう。しかしサム
エルに呼

よ

ばれたのですから、行
い

くしかあり
ません。エッサイは、いちばん下

した

の息
む す こ

子
に羊
ひつじ

の番
ばん

をさせ、７人
にん

の息
むす こ

子たちとともに
行
い

きました。

犠
ぎ せ い

牲をささげた後
あと

、特
とくべつ

別な食
しょくじ

事をす
る前
まえ

に、サムエルはエッサイの息
むす こ

子たち
一
ひ と り

人ひとりに目
め

を注
そそ

ぎました。最
さいしょ

初は、
背
せ

が高
たか

くて顔
かお

だちの美
うつく

しい、長
ちょうなん

男のエリ
アブに注

ちゅうもく

目しました。エリアブのりっぱな
外
がいけん

見は、サムエルにサウルを思
おも

い起
お

こさ
せました。彼

かれ

を見
み

たとき、サムエルは何
なに

を考
かんが

えたでしょうか？でも、神
かみさま

様は何
なに

とおっ
しゃいましたか？6-7 節

せつ

。

ここで神
かみさま

様が言
い

われたことは、私
わたし

たちに



83

とっても重
じゅうよう

要です。エッサイのどの息
むす こ

子も
よさそうでしたが、神

かみさま

様は同
おな

じことを言
い

い
つづけました。10 節

せつ

。

サムエルは、困
こま

ってしまいました。次
つぎ

の王
おうさま

様は、エッサイの息
むす こ

子のひとりであ
る、とおっしゃったのです。何

なに

かが間
まち が

違っ
ていたのでしょうか？どうして彼

かれ

らの中
なか

のひ
とりも選

えら

ばれなかったのでしょう？７人
にん め

目
の息

むす こ

子を見
み

てから、サムエルはエッサイ
に何
なん

とたずねましたか？11 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：私
わたし

たちは時
ときどき

々、かわいい
人
ひと

やかっこいい人
ひと

、頭
あたま

の良
よ

い人
ひと

が特
とくべつ

別だ
と思

おも

うことはありませんか？その人
ひと

がもしい
じわるで、わがままだったらどうでしょう？
人
にんげん

間を特
とくべつ

別な存
そんざい

在にするのは何
なん

でしょう
か？思

おも

いつくことをあげてみてください。

火
か よ う び

曜日

神
か み

様
さま
はサムエルに、次

つぎ
の王
おうさま
様になる

人
じんぶつ
物はエッサイの息

むすこ
子たちの中

なか
に

いるとおっしゃいました。それなのに、ひ
とりずつサムエルの前

まえ
を通
とお
りすぎるたび

に、神
かみさま
様は「いや、この人

ひと
ではない」と

言
い
われます。あとでサムエルは、もうひと

り息
むすこ
子がいることを知

し
って、その人

ひと
を呼

よ
び

に行
い
かせます。彼

かれ
の名

な
は、ダビデといいま

した。

家
かぞ く

族の羊
ひつじ

の世
せ わ

話をするのが、ダビデの
仕
しご と

事でした。決
けっ

して楽
らく

な仕
し ご と

事ではありま
せん。１匹

ぴき

でもいなくなったりしないよう
に、気

き

をつけなくてはいけません。また、
猛
もうじゅう

獣におそわれないように見
み は

張りもしま
す。

神
かみさま

様から特
とくべつ

別な才
さいのう

能を与
あた

えられていた
ダビデは、羊

ひつじ

の世
せ わ

話をしながら、その
才
さいのう

能をふんだんに使
つか

って楽
たの

しんでいまし
た。来

く

る日
ひ

も来
く

る日
ひ

も、丘
おか

や木
き ぎ

々や夜
よぞ ら

空
の星
ほし

、他
ほか

にも神
かみさま

様のつくられたいろんなも
のを見

み

ながら、彼
かれ

は詩
し

を書
か

いて歌
うた

を作
つく

り、
ハープを弾

ひ

きながら歌
うた

うのでした。

ダビデの書
か

いた歌
うた

は「詩
し へ ん

篇」と呼
よ

ば
れています。私

わたし

たちが読
よ

んでいる聖
せいしょ

書の
詩
し へ ん

篇には、ダビデの作
つく

った歌
うた

がたくさん
のっています。野

のはら

原では、好
す

きなだけ歌
うた

い、
ハープも好

す

きなだけひくことができました。
ダビデの歌

うたごえ

声は、どんなに美
うつく

しかったこと
でしょう！きっと、ハープもじょうずにひい
たことでしょう。

ダビデを見
み

つけたエッサイの使
し し ゃ

者は、
サムエルが会

あ

いたがっているから、すぐ
に来

く

るようにと彼
かれ

に伝
つた

えました。ダビデは
驚
おどろ

いたことでしょう。どうして預
よげんしゃ

言者であり、
さばきづかさである方

かた

が自
じぶん

分と話
はなし

をしたい
のか、想

そうぞう

像もできませんでした。

少
すこ

したってから、ダビデはサムエルの
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前
まえ

にうやうやしく立
た

っていました。ダビデ
を見

み

たサムエルに、神
かみさま

様が何
なに

とおっしゃ
いましたか？それから、サムエルは何

なに

をし
ましたか？サムエル記

きじょう

上 16:12-13。

考
かんが

えてみよう：サムエルはダビデに油
あぶら

を
注
そそ

ぎました。もしあなたがダビデだったら、
どう思

おも

ったでしょうか？

水
すいようび

曜日

エッサイの家
かぞく
族の者

もの
は、だれかが

油
あぶら
を注
そそ
がれるときには特

とくべつ
別な

理
りゆう
由があることを知

し
っていました。しかし

サムエルは、自
じぶん
分がなぜベツレヘムに来

き

たのかを、彼
かれ
らにも他

た
のだれにも話

はな
すこと

なく、ダビデに油
あぶら
を注
そそ
いだ後

のち
ラマへ帰

かえ
って

しまいました。

ダビデは羊
ひつじか

飼いの仕
し ご と

事にもどりました
が、神

かみさま

様が将
しょうらい

来、ある特
とくべつ

別な働
はたら

きのため
に自

じぶ ん

分を選
えら

んでくださったのだと知
し

りまし
た。彼

かれ

は、これまでよりもさらに祈
いの

って、

一
いっしょう

生けんめい羊
ひつじ

の世
せ わ

話をしました。神
かみさま

様
がのぞんでおられる大

たいせつ

切な働
はたら

きの準
じゅんび

備を
したかったからです。もしあなたがそこに
いたら、ハープをひきながら歌

うた

う、ダビデ
の神
かみさま

様への賛
さんび

美と信
しんらい

頼の美
うつく

しい歌
うた

をきくこ
とができたでしょう。

ダビデが羊
ひつじ

と自
じぶ ん

分を守
まも

るために持
も

って
いたのは、羊

ひつじか

飼いの杖
つえ

と石
いし な

投げだけでし
た。これらの武

ぶ き

器を使
つか

って、どんな猛
もうじゅう

獣
でもやっつけたり、追

お

い払
はら

ったりできまし
た。ある日

ひ

、１頭
とう

のライオンがやってきて、
小
こひつじ

羊をくわえて逃
に

げようとしました。ダビ
デは杖

つえ

と石
いし な

投げを使
つか

い、小
こひつじ

羊をライオン
から無

ぶ じ

事に助
たす

け出
だ

したのでした。ライオン
は彼

かれ

を殺
ころ

そうと向
む

かってきましたが、ダビ
デは逆

ぎゃく

にそのライオンをやっつけてしまい
ました。またある時

とき

は、クマを退
たい じ

治したこ
ともありました。

サムエルがダビデに油
あぶら

を注
そそ

いだ後
あと

、主
しゅ

の霊
れい

がダビデに下
くだ

ったと、聖
せいしょ

書は言
い

って
います。サムエル記

きじょう

上 16:13。

ダビデは勇
ゆうかん

敢でしたが、もし神
かみさま

様の助
たす
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けがなかったら、自
じぶ ん

分の力
ちから

だけでライオ
ンやクマを倒

たお

すことはできなかったことを
知
し

っていました。

ダビデの作
つく

ったふたつの賛
さ ん び か

美歌を読
よ

ん
でみてください。詩

し へ ん

篇 28:7; 詩
し へ ん

篇 23。

考
かんが

えてみよう：ある日
ひ

、昔
むかし

ダビデが羊
ひつじ

の
番
ばん

をしたその場
ばしょ

所で、光
ひか

り輝
かがや

く天
てん し

使の楽
がくだん

団
が羊

ひつじか

飼いたちに歌
うた

います。天
てん し

使たちは何
なに

について歌
うた

いましたか？ルカ 2:8-14。

木
もくようび

曜日

ダビデが神
かみさま
様に信

しんらい
頼し、したがうこ

とを選
えら
んでいたので、聖

せいれい
霊はダビ

デを助
たす
けつづけました。しかし、サウルに

は何
なに
が起

お
こっていましたか？サムエル記

きじょう
上

16:14-15。

神
かみさま

様の天
て ん し

使たちは悪
わる

い者
もの

なのでしょう
か？いいえ、そうではありません！では、
悪
あくてんし

天使たちはどこからやってくるのでしょ
う？サタンからです！もし、神

かみさま

様が悪
あくてんし

天使
たちにサウルを悩

なや

ませる許
き ょ か

可を与
あた

えな
かったら、サタンはおそらく「あなたは
不
ふこうへい

公平じゃないか！サウルは、このサタン
に従
したが

うことを選
えら

んだのだ！彼
かれ

は私
わたし

のものだ
から、私

わたし

が彼
かれ

を誘
ゆうわく

惑できないような邪
じゃ ま

魔
はしないでくれ！」と言

い

ったでしょう。

サタンは絶
ぜったい

対に、神
かみさま

様を不
ふこうへい

公平だと言
い

うことはできません。神
かみさま

様は、サタンの
悪
あくてんし

天使たちが私
わたし

たちを誘
ゆうわく

惑するのを止
と

め
ませんし、彼

かれ

らがサウルを誘
ゆうわく

惑するのも
止
と

めませんでした。そして、悪
あくてんし

天使にした
がうことを選

えら

んだのは、サウル自
じしん

身でした。

神
かみさま

様はいつでも公
こうへい

平であられます。

神
かみさま

様は、私
わたし

たちを安
あんぜん

全で幸
しあわ

せなまま守
まも

っ
てあげたいと強

つよ

く願
ねが

っていても、私
わたし

たちを
無
む り

理やりご自
じぶん

分にしたがわせるようなこと
は絶
ぜったい

対なさらないのです。

今
いま

や、サウルが考
かんが

えられることは、自
じぶん

分
がいつの日

ひ

か王
おうさま

様でなくなる時
とき

がくるとい
うことでした。その日

ひ

がいつやってくるの
か心

しんぱい

配で、いつもびくびくしていました。
サウルは、したがわなかったことを心

こころ

から
反
はんせい

省しないで、自
じぶ ん

分はアマレク人
びと

に勇
ゆうかん

敢
に立

た

ち向
む

かったのだから、お言
こと ば

葉どおり
正
せいかく

確にしたがわなかったことぐらい神
かみさま

様
が気

き

にするべきではない、と考
かんが

えるように
なりました。こうして、サウルはますます
反
はんこうてき

抗的になっていきました。

時
とき

には、狂
くる

ったようになることもありま
した。また、ある時

とき

はとても落
お

ちこんで、
だれとも話

はな

さないこともありました。そこ
で、サウルの召

めしつか

使いは名
めいあん

案を思
おも

いつきま
した。それは何

なん

でしたか？16 節
せつ

。

サウルは、それに賛
さんせい

成しましたか？17

節
せつ

。神
かみさま

様は召
めしつか

使いのひとりに、王
おうさま

様の心
こころ

を落
お

ち着
つ

かせるのに、だれが一
いちばん

番ふさ
わしいかを思

おも

い出
だ

させました。それはだ
れでしたか？この召

めしつか

使いが、その人
じんぶつ

物に
ついて言

い

った６つの事
こと

を見
み

つけられます
か？

考
かんが

えてみよう：もしだれかが、友
とも

だち
や先

せんせい

生にあなたのことを聞
き

いたとしたらど
うでしょう？彼

かれ

らは、あなたについてなん
と言

い

うでしょうか？イエス様
さま

を愛
あい

する人
ひと

？
従
じゅうじゅん

順な人
ひと

？明
あか

るい人
ひと

？親
しんせつ

切で頼
たの

もしい人
ひと

？
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金
きんようび

曜日

使
つ か

いの者
もの
がやってきて、ダビデに、

サウル王
おう
のためにハープをひき、

歌
うた
をうたってほしいと言

い
ったとき、エッサイ

の家
かぞくぜんいん
族全員が驚

おどろ
いたにちがいありません。

すぐに、ダビデはハープと贈
おく

り物
もの

をたず
さえて、サウルのもとへ向

む

かいました。サ

ムエル記
きじょう

上 16:20。

サウルは、ダビデのハープをきくのが
好
す

きでした。かれの不
ふあ ん

安や怒
いか

り、ふさい
だ気

き も

持ちを忘
わす

れさせ、気
きぶ ん

分をやわらげて
くれたからでした。

今
こん ど

度は、23 節
せつ

を読
よ

んでください。それ
がどういう意

い み

味か覚
おぼ

えていますか？悪
あくれい

霊が
神
かみさま

様から来
く

ることはありますか？すべての
ことは、それが人

ひと

に降
ふ

りかかることを神
かみさま

様
がおゆるしにならなければ、起

お

こりえない
ということを覚

おぼ

えておかなくてはなりませ
ん。もし私

わたし

たちが、神
かみさま

様に信
しんらい

頼してしたがっ
ているのなら、何

なに

が起
お

ころうとも怖
こわ

がらな
くてよいのです。たとえ、それが死

し

ぬこと
であったとしてもです。それなのに、サウ
ルは自

じぶん

分のやりかたを選
えら

ぼうとしていまし
た。当

とうぜん

然、神
かみさま

様はサウルがするままにさ
せました。なぜなら、神

かみさま

様は私
わたし

たちが従
したが

うように強
きょうせい

制することもおできになります
が、そうはなさらないからです。そういう
わけで、神

かみさま

様にとって悲
かな

しいことでしたが、
悪
あくてんし

天使たちがサウルを悩
なや

ませることをおゆ
るしになったのです。神

かみさま

様は、私
わたし

たちか
ら選
えら

ぶ自
じゆ う

由をとりあげたりすることは絶
ぜったい

対
になさいません。

ダビデは多
おお

くの時
じか ん

間をサウルとすごして
いましたが、時

とき

どき、自
じぶん

分の家
いえ

にかえして
もらえることもありました。羊

ひつじ

の番
ばん

をしな
がら、ダビデはサウルのことを考

かんが

えました。
彼
かれ

は、悪
あくてんし

天使たちがサウルを悩
なや

ましてい
て、それでサウルは幸

しあわ

せでないことを知
し

っ
ていました。ダビデは、自

じぶ ん

分のハープの
音
ねい ろ

色と賛
さん び

美の歌
うたごえ

声で悪
あくてんし

天使たちを追
お

い払
はら

うことができるのを、うれしく思
おも

いました。

考
かんが

えてみよう：あなたと同
おな

じように、ダビ
デは幼

おさな

い時
とき

から、神
かみさま

様に信
しんらい

頼し従
したが

ってい
ました。彼

かれ

は知
し

りませんでしたが、イエス
様
さま

の特
とくべつ

別な働
はたら

き人
びと

になるために毎
まいにちまな

日学ん
でいたのでした。

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★サムエル記
きじょう

上 16 章
しょう

★人
じんるい

類のあけぼの 62-63 章
しょう
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ラスカルは、ワクワクしながら流
なが
し

台
だい
のそばの床

ゆか
におすわりしていま

した。短
みじか
いしっぽをうれしそうに振

ふ
って、

ホリーが自
じぶん
分のお皿

さら
にえさを入

い
れ、おま

けにトーストをふた切
き
れのせてくれるのを

じっと見
み
ています。ホリーは、ほほ笑

え
みな

がらラスカルをなでてあげました
が、実

じつ
はおとなりのクラー

クおばさんの事
こと
を考
かんが
えて

いました。

ホリーが台
だいどころ

所のドア
の外

そと

にえさ入
い

れをおいた
とき、おとなりの家

いえ

を見
み

て、
クラークおばさんの小

ちい

さな犬
いぬ

のジガーのこ
とを思

おも

ったのでした。ジガーがとつぜん
いなくなってから、もう３週

しゅうかんはん

間半もたって
います。クラークおばさんは探

さが

したり、張
は

り紙
がみ

をしたり、心
こころあ

当たりのありそうな人
ひと

た
ちみんなに、ジガーを見

み

なかったか聞
き

い
てまわりました。ジガーがいなくて、おば
さんがどんなにさびしい思

おも

いをしている
か、ホリーにはよくわかりました。

「ジガーを見
み

つけてあげら
れたらな。」ラスカ
ルがえさの上

うえ

にある
トーストを食

た

べ始
はじ

め
るのを見

み

ながら、ホリー
は独

ひと

りごとを言
い

いました。ラスカル

だって、かわいいジガーがいなくてさびし
いに決

き

まっています。

ラスカルはすぐにえさを食
た

べ終
お

えて、お
皿
さら

をきれいになめました。ラスカルがふ
たつのトーストを一

いっ き

気にくわえようとする
姿
すがた

を見
み

て、ホリーは笑
わら

いました。ひとつの
トーストをくわえて、もうひとつ
を拾

ひろ

おうとするのですが、
口
くち

をあけたとたんに最
さいしょ

初
のものを落

お

としてしまう
のです。結

けっきょく

局、ホ
リーがふたつの
トーストをあわせ
て、ラスカルの
口
くち

に入
い

れてあげ
ました。

「ねぇラスカル、地
じめ ん

面はこおっているの
に、いったいどこに残

のこ

った食
しょくりょう

料を埋
う

めるつ
もりなの？」ホリーはたずねました。彼

かのじょ

女
は、ラスカルが時

ときどき

々食
た

べ物
もの

を埋
う

めておい
て、あとで掘

ほ

り起
お

こして食
た

べることがある
のを知

し

っていました。見
み

て
いると、ラスカルは急

いそ

ぎ足
あし

で
生
い

け垣
がき

のはしをぐるりとまわっ
て、さらに空

あ

き地
ち

をこえてそ
のとなりにある畑

はたけ

へと向
む

かっていきます。寒
さむ

くて
ホリーはがたがた震

ふる

えて

お話
はな

しひろば 

ラスカルと穴
あな

―パート１
エイミー・シェラード
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いましたが、ラスカルが畑
はたけ

のすみで立
た

ち
止
と

まるまで待
ま

っていました。すると、ラス
カルは頭

あたま

を下
さ

げていき、ついには地
じめ ん

面に
頭
あたま

がすっかり隠
かく

れてしまいました。

「あれ、何
なに

をしているんだろう？」ホリー
はふしぎでなりません。雪

ゆき

の上
うえ

の足
あしあと

跡を
見
み

れば、ラスカルが何
なんど

度もそこに行
い

ったこ
とにまちがいはありません。

ホリーはお皿
さらあら

洗いをしないといけな
かったのですが、それはあとですることに
しました。ホリーがやって来

く

ると、ラスカ
ルは走

はし

りよってきました。喜
よろこ

んで彼
かのじょ

女のま
わりをとびはね、さっきの畑

はたけ

のすみへ走
はし

っ
て行

い

きました。ホリーはあとをついていき
ましたが、とつぜん立

た

ち止
と

まりました。ラ
スカルが走

はし

って行
い

ったところは、ホリーの
お父

とう

さんが近
きんじょ

所の子
こど も

供たちに、絶
ぜったいちか

対近づ
いてはいけないと注

ちゅうい

意した場
ばし ょ

所だったの
です。畑

はたけ

のすみには古
ふる

い井
い ど

戸があって、
一
いち ぶ

部は土
つち

を入
い

れてふさいでいました。土
つち

でおおわれてはいるのですが、お父
とう

さん
はそこに近

ちか

づくのは危
きけ ん

険だと言
い

っていまし
た。

ラスカルはまるで、お願
ねが

いだからこっち
へ来

き

て、とうったえるかのように吠
ほ

えてい
ます。慎

しんちょう

重に、慎
しんちょう

重に、ホリーはラスカ
ルのほうへ歩

ある

いて行
い

きました。近
ちか

づくにつ
れ、ラスカルはますます興

こうふん

奮してきます。
ここが、食

た

べ物
もの

の隠
かく

し場
ば し ょ

所なのでしょう
か？ホリーは首

くび

をかしげました。

（つづく）
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日
にちようび

曜日

サウルはふたたびペリシテ人
びと
と戦
たたか
っ

ていましたが、そのサウルの軍
ぐんたい
隊

にはダビデの３人
にん
の兄
あに
たちも入

はい
っていまし

た。ダビデは家
いえ
にいて、羊

ひつじ
の番
ばん
をしていま

した。

ある日
ひ

のこと、父
ちち

のエッサイはダビデに、
兄
にい

さんたちのところへ行
い

って、彼
かれ

らがどう
しているか様

ようす

子を見
み

てきてほしいと言
い

いま
した。サムエル記

きじょう

上 17:17-18。

ひとりの天
てん し

使がダビデのところへ来
き

て、
かれがイスラエルの民

たみ

を敵
てき

から救
すく

うことに
なるだろうと語

かた

ったのは、だれも知
し

りませ
んでした。朝

あさはや

早く出
しゅっぱつ

発したダビデは、どう
してそんなことが起

お

こり得
え

るだろうと、首
くび

をかしげたかもしれません。

イスラエルの陣
じん ち

地に到
とうちゃく

着したとき、か
れは何

なに

をしましたか？20-22 節
せつ

。

ダビデが兄
にい

さんたちと話
はな

していると、

兵
へい し

士たちがとつぜん、まるで何
なに

かにおび
えたかのように敵

てき

のいる方
ほうこう

向からもどっ
てくるではありませんか。なぜでしたか？
23-24 節

せつ

。

4 節
せつ

から10 節
せつ

を読
よ

んでみると、ゴリア
テがどういう人

じんぶつ

物だったかがわかるでしょ
う。彼

かれ

は、とてつもなく大
おお

きい人
ひと

でした！
彼
かれ

の姿
すがた

を想
そうぞう

像してみましょう。

ダビデとゴリアテ

第
だい

12 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「おまえはつるぎと、やりと、投
な

げやりを持
も

って、わたしに向
む

かってく

るが、わたしは万
ばんぐん

軍の主
しゅ

の名
な

、すなわち、おまえがいどんだ、イスラエ

ル軍
ぐん

の神
かみ

の名
な

によって、おまえに立
た

ち向
む

かう。」サムエル記
きじょう

上 17:45

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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彼
かれ

は、背
せ

が３メートルくらいもある巨
きょじん

人
でした。青

せいどう

銅のかぶとを頭
あたま

にかぶり、魚
さかな

のうろこ模
もよ う

様のよろいを着
き

ていました。彼
かれ

のよろいかぶとは、どんな槍
やり

も矢
や

も通
とお

しま
せん。よろいだけでも、45キロの重

おも

さが
ありました！また、足

あし

には青
せいどう

銅のすね当
あ

て
をつけています。槍

やり

の先
さき

だけでも、７キ
ロの重

おも

さがありました。サウルもイスラエ
ルの兵

へいし

士たちも、ゴリアテに恐
おそ

れをなして
いました。24 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：小
ちい

さい７、８歳
さい

の子
こど も

供が
大
おと な

人のそばに立
た

っているのを見
み

れば、ふ
つうの兵

へい し

士がゴリアテのそばに立
た

ったとき
にどう見

み

えたかがわかるでしょう。それは
それは、恐

おそ

ろしかったにちがいありません！
あなただったら、恐

おそ

れおののいたと思
おも

いま
すか？

月
げつようび

曜日

毎
ま い

朝
あさまいばん
毎晩 40日

にち
もの間

あいだ
、巨
きょじん
人ゴリア

テは、イスラエル軍
ぐん
の中
なか
に勇
ゆうき
気の

ある兵
へいし
士がいたら、一

いっき う
騎打ち〔一

いちたいいち
対一の

勝
しょうぶ
負〕をしようと戦

たたか
いをいどみましたが、

みんな震
ふる
え上

あ
がっていました。サムエル

記
きじょう

上 17:8,16。

ゴリアテが出
だ

した条
じょうけん

件は、どのようなも
のでしたか？9-10 節

せつ

。

サウル王
おう

は、この巨
きょじん

人と戦
たたか

う勇
ゆう き

気があっ
て倒
たお

すことができた者
もの

には、ほうびを約
やくそく

束
していました。ところが、挑

ちょうせん

戦しようと
名
な の

乗りを上
あ

げる人
ひと

はだれもいません。25

節
せつ

。

ゴリアテの言
こと ば

葉を聞
き

いたダビデは、耳
みみ

をうたがいました。「一
いったい

体あいつは、自
じぶん

分
を何

なにさま

様だと思
おも

っているのだ？よくも神
かみ

をの
ろい、神

かみ

の民
たみ

まで笑
わら

い者
もの

にしたな！」

ダビデがこのように話
はな

すのを聞
き

いた
一
いちばんうえ

番上の兄
あに

のエリアブは、いやな気
き も

持ち
になりました。28 節

せつ

。

実
じつ

は、エリアブはダビデをねたんで〔う
らやましくて憎

にく

らしく思
おも

うこと〕いました。
かれは、サムエルがベツレヘムに来

き

て、
ダビデに栄

えいよ

誉を与
あた

えたことを忘
わす

れていませ
んでした。エリアブは今

いま

でも、預
よげんしゃ

言者から
栄
えい よ

誉を与
あた

えられるべき者
もの

は、弟
おとうと

のダビデ
ではなく自

じぶ ん

分であると考
かんが

えていたのです。
しかし、ダビデは兄

あに

と言
い

い争
あらそ

いをしません
でした。かれは、兄

あに

に対
たい

して何
なに

も悪
わる

い事
こと

はしていませんでしたし、怒
おこ

るべきはゴリ
アテに対

たい

してであると、よくわかっていま
した。29 節

せつ

。

ダビデが他
ほか

の何
なんにん

人かの兵
へい し

士と話
はな

してみ
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ると、みな同
おな

じことを言
い

っていて、彼
かれ

らは、
ゴリアテを倒

たお

した者
もの

へのサウルの約
やくそく

束のこ
とも教

おし

えてくれました。30 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：ダビデがゴリアテを倒
たお

した
いと思

おも

ったのはなぜですか？かれは、サウ
ルのほうびが欲

ほ

しかっただけでしょうか？

火
か よ う び

曜日

だれかがサウルにダビデのことを話
はな

すと、サウルはダビデを呼
よ
ばせま

した。ダビデがサウルに言
い
っていることは、

とてもむぼう〔向
む
こう見

み
ず〕で命

いのち
知
し
らずに

聞
き
こえました。「ご心

しんぱい
配にはおよびません」

とダビデは言
い
いました。「私

わたし
がゴリアテと

戦
たたか
います！」サムエル記

きじょう
上 17:32。

サウルはダビデを見
み

て、首
くび

をふりました。
こんな若

わかもの

者が、あの巨
きょじん

人と戦
たたか

おうだなんて、
とても信

しん

じられません。サウルは、ダビデ
に何
なに

と答
こた

えましたか？33 節
せつ

。

それでも、ダビデはあきらめようとしま
せん。彼

かれ

はサウルに、ライオンやクマを
殺
ころ

したことを話
はな

しました。ただしダビデは、
だれが彼

かれ

を助
たす

けてくださったと言
い

いました
か？ゴリアテを倒

たお

そうと出
で

ていくダビデを、
だれが助

たす

けてくださるでしょうか？37 節
せつ

。

とうとうサウルは、ダビデにゴリアテと
戦
たたか

う許
き ょ か

可を与
あた

えましたが、召
めしつか

使いに命
めい

じ
て、ダビデに自

じぶ ん

分の武
ぶ ぐ

具を身
み

につけさせ
ました。真

しん

ちゅうのかぶとや、金
きんぞく

属ででき
たよろいなどです。それからダビデは、サ
ウルの剣

けん

をわきにさして出
で

て行
い

きました。

その様
よう す

子を、みんなが見
み

ていたことで
しょう。ところが、それほど遠

とお

くへ行
い

かな

いうちに、ダビデは引
ひ

き返
かえ

してサウルのと
ころへ戻

もど

ってきました。もちろんみんなは、
かれが心

こころが

変わりして、ゴリアテと戦
たたか

うのを
やめてしまったのだと思

おも

いました。それが
本
ほんとう

当の理
りゆう

由でしたか？39 節
せつ

。

これで楽
らく

になりました。ダビデは小
おが わ

川を
通
とお

りすぎるときに、少
すこ

し立
た

ち止
ど

まりました。
なぜでしたか？40 節

せつ

。

ダビデは、少
すこ

しも恐
おそ

れずにゴリアテのと
ころへ急

いそ

ぎます。自
じぶ ん

分は、神
かみさま

様がしてほ
しいとのぞんでいることを実

じっこう

行しているだ
けだと知

し

っていました。

すべての兵
へ い し

士が、かたずを飲
の

んで
見
みまも

守ったにちがいありません。

考
かんが

えてみよう：ダビデは、神
かみさま

様の民
たみ

の救
すく

いについて天
てん し

使が話
はな

したことを思
おも

い出
だ

して
いたかもしれませんね。詩

し へ ん

篇 34:7を読
よ

ん
でください。あなたはこの約

やくそく

束が好
す

きです
か？
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水
すいようび

曜日

ゴリアテは、ついに自
じぶん
分と戦

たたか
う人
ひと

があらわれたのを見
み
ました。し

かし、近
ちか
づいてくるダビデを見

み
て、ゴリア

テは目
め
をうたがいました。「イスラエルの

やつらは、この俺
おれ
さまをばかにしているの

か？」と思
おも
ったのです。自

じぶん
分に向

む
かってく

る者
もの
は若
わか
くてチビだし、持

も
っている武

ぶ き
器

は、杖
つえ
と石
いしな
投げだけではありませんか！サ

ムエル記
きじょう

上 17:41-42。

怒
おこ

った巨
きょじん

人が異
いきょう

教の神
かみがみ

々の名
な

によって
呪
のろ

ったり誓
ちか

ったりする声
こえ

は、みんなに聞
き

こ
えるほどでした。43-44 節

せつ

。

次
つぎ

に彼
かれ

らは、ダビデが澄
す

んだ力
ちからづよ

強い声
こえ

でゴリアテに答
こた

えるのを聞
き

きました。45

節
せつ

。

ダビデは巨
きょじん

人とすべての人
ひと

に、自
じぶ ん

分が
ゴリアテや異

いきょう

教の神
かみがみ

々に何
なに

の恐
おそ

れも抱
いだ

い

ていないということを知
し

ってほしかったの
です。ゴリアテがダビデにしようとしてい
たことが、そのまんまゴリアテの身

み

に起
お

こ
ろうとしていました。何

なに

よりも、神
かみさま

様が剣
けん

や投
な

げやりを必
ひつよう

要とされないことを、す
べての人

ひと

が知
し

ることになるでしょう。神
かみさま

様
は、だれよりも何

なに

よりも強
つよ

いおかたなので
す。神

かみさま

様には、どんな敵
てき

も勝
か

ち目
め

はありま
せん。46-47 節

せつ

。

ゴリアテは、カンカンに怒
おこ

っていました。
かぶとを上

うえ

に押
お

し上
あ

げ、野
やじゅう

獣のようにダビ
デに突

とっしん

進してきました。

勇
いさ

ましくゴリアテに向
む

かっていきながら、
ダビデは石

いし

を１個
こ

、注
ちゅういぶか

意深く石
いし な

投げに入
い

れました。石
いし な

投げはビュンビュンと音
おと

をた
てて回

まわ

り、どんどん速
はや

くなっていきます。
それから石

いし

はものすごい速
はや

さで空
くうちゅう

中を飛
と

んで行
い

き、ダビデのねらい定
さだ

めたとおり、
ゴリアテの額

ひたい

に命
めいちゅう

中しました。ゴリアテは
立
た

ち止
ど

まり、まるで目
め

が見
み

えなくなったか
のように両

りょうて

手を前
まえ

に伸
の

ばしています。ゴリ
アテは、よろめきました！そして大

おお

きな木
き

が地
じ め ん

面に倒
たお

れるように、前
まえ

のめりに倒
たお

れ
たのでした。48-49 節

せつ

。

ですが、ゴリアテはまだ死
し

んではいま
せん。ダビデは、一

いっしゅん

瞬たりとも無
む だ

駄にしま
せんでした。すぐさまこの悪

わる

い巨
きょじん

人の上
うえ

に乗
の

り、彼
かれ

の大
おお

きな剣
けん

を抜
ぬ

き出
だ

しました。
50-51 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：ねらったところへ石
いし

が飛
と

んで行
い

くように、天
てん し

使たちが助
たす

けてくれた
と思

おも

いますか？ダビデは、神
かみさま

様が助
たす

けてく
ださったことを知

し

っていたと思
おも

いますか？こ
のいばった巨

きょじん

人が大
おお

きくて強
つよ

かったので、



93

神
かみさま

様は困
こま

りましたか？箴
しんげん

言 16:18には、な
んと書

か

いてありますか？

木
もくようび

曜日

ペリシテ人
びと
もイスラエル人

びと
も、ダ

ビデがゴリアテを倒
たお
したことに

大
たいへんおどろ
変驚きました。敵

てき
も味
みかた
方も、ゴリアテ

が殺
ころ
されるなどとは思

おも
ってもみなかったの

です。だれもが、殺
ころ
されるのは巨

きょじん
人ではな

く、ダビデのほうだろうと思
おも
いこんでいま

した。

今
いま

や、両
りょうぐん

軍から叫
さけ

び声
こえ

があがっていま
す。ペリシテ人

びと

たちが叫
さけ

んでいたのは、
急
きゅう

に恐
おそ

ろしくなったからです。そして彼
かれ

ら
は、いちもくさんに逃

に

げ出
だ

してしまいまし
た。イスラエル人

びと

はおたけびをあげなが
ら敵
てき

を追
お

いかけ、逃
に

げている多
おお

くの者
もの

を
捕
と

らえて殺
ころ

しました。

陣
じんち

地にもどってきたイスラエル人
びと

は、次
つぎ

に何
なに

をしましたか？サムエル記
きじょう

上 17:53。

サウルは、ダビデが勇
ゆうかん

敢にゴリアテに立
た

ち向
む

かっていくのを見
み

ました。かれは、ダ
ビデのことをもっと知

し

りたくなりました。す
でにダビデのことを知

し

ってはいましたが、
かれがどういう人

ひと

で、どこから来
き

た者
もの

な
のか、気

き

にかけたことはなかったのです。
軍
ぐん

の司
しれいかん

令官であるアブネルにダビデの事
こと

をたずねたとき、アブネルは何
なに

と言
い

いまし
たか？55-56 節

せつ

。

戦
たたか

いが終
お

わった後
のち

、アブネルはダビデ
を、サウル王

おう

のところへ連
つ

れて行
い

きました。
57-58 節

せつ

。

サウルの息
むす こ

子のヨナタンは、サウルが

ダビデと話
はな

すのを聞
き

き、感
かんどう

動のあまり心
こころ

がおどりました。なぜなら、かれもダビデ
と同
おな

じように神
かみさま

様を愛
あい

し、信
しんらい

頼していたか
らです。神

かみさま

様はヨナタンをとおして、おど
ろくような事

こと

をしてくださったこともありま
した。彼

かれ

が武
ぶ き

器を運
はこ

ぶ者
もの

といっしょにが
けを登

のぼ

っていたとき、神
かみさま

様は天
てん し

使をつか
わして彼

かれ

らをお助
たす

けになったので、敵
てき

は
やぶれて逃

に

げて行
い

ってしまいました。その
様
よう す

子はまさに、ダビデがゴリアテを倒
たお

した
ときと同

おな

じでした。

父
ちち

のサウルがダビデを自
じぶ ん

分の兵
へ い し

士とし
てそばにおくつもりだと聞

き

いたとき、ヨナ
タンはダビデと知

し

り合
あ

いになるのが待
ま

ち
遠
どお

しくてなりませんでした。互
たが

いに親
しんゆう

友に
なれたらいいなと思

おも

ったかれは、期
きた い

待に
胸
むね

をふくらませていました。サムエル記
きじょう

上

18:1-2。

考
かんが

えてみよう：他
ほか

の人
ひと

が見
み

てすばらしい
と思

おも

うことをふたりの人
ひと

がしていた場
ば あ い

合、
互
たが

いにねたみ合
あ

うようになることがよくあり
ます。ヨナタンがねたむことなく、ダビデ
のことを好

す

きでいられたのはなぜですか？
だれが、ふたりの心

こころ

の中
なか

に住
す

んでおられた
と思

おも

いますか？

金
きんようび

曜日

ゴリアテは死
し
にました。サウルはダ

ビデに、自
じぶん
分のところにとどまっ

てほしいと言
い
いました。それを聞

き
いたヨナ

タンは、とても喜
よろこ
びました。自

じぶん
分とダビデ

は、特
とくべつ
別な友

とも
だちになれるだろうと思

おも
って

いました。ふたりとも神
かみさま
様を愛

あい
し、信

しんらい
頼し
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ていたからです。

ゴリアテを倒
たお

したことでダビデが国
くに

の
英
えいゆう

雄〔ヒーロー〕になることも、ヨナタン
にはわかっていました。彼

かれ

はどのようにし
て、自

じぶん

分がダビデをねたんでないことを示
しめ

しましたか？サムエル記
きじょう

上 18:4。

ゴリアテを倒
たお

し、今
いま

や家
かぞ く

族の一
いちいん

員のよう
になったダビデこそ、神

かみさま

様がお選
えら

びになっ
た次

つぎ

の王
おうさま

様だとは、サウルは夢
ゆめ

にも思
おも

い
ませんでした。サウルはダビデを信

しんらい

頼して
いましたし、これほど勇

ゆう き

気のある忠
ちゅうじつ

実な
兵
へ い し

士がいることをとても喜
よろこ

んでいました。
サムエル記

きじょう

上 18:5。

ところがある日
ひ

のこと、サウルとダビデ
が、ペリシテ人

びと

との戦
たたか

いから帰
かえ

って来
き

たと
き、ダビデに対

たい

するサウルの気
き も

持ちを変
か

える出
で き ご と

来事が起
お

こりました。6-7 節
せつ

。

とつぜん、「ねたみ」という恐
おそ

ろしい、
大
おお

きなみにくい悪
あ く ま

魔が、サウルの心
こころ

に
入
はい

ってきました。サウルよりもダビデのほ
うが、人

にん き

気があるのは明
あき

らかでした。そ
の日

ひ

から、サウルは何
なに

をしましたか？8-9

節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様が、私
わたし

たちの選
えら

ぶ
力
ちから

をとり去
さ

ることは決
けっ

してありません。そう
ではありませんか？しかし、ねたむことを
選
えら

ぶとき、あなたはサタンが入
はい

って来
こ

れる
ように自

じぶん

分の心
こころ

のとびらを開
ひら

いているので
す。そして、しっと〔ねたむこと〕深

ぶか

い人
ひと

が幸
しあわ

せになることは絶
ぜったい

対にありません。今
いま

すぐイエス様
さま

にお願
ねが

いして、あなたが決
けっ

し
て人

ひと

をねたむことがないように助
たす

けてもら
いましょう。

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★サムエル記
きじょう

上 17 章
しょう

、18:1-9 

★人
じんるい

類のあけぼの 63 章
しょう

、 64 章
しょう
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ラスカルは、畑
はたけ

のすみにある
穴
あな
をのぞきこんでいま

す。そこはホリーのお
父
とう
さんが、危

あぶ
ないか

ら遊
あそ
んではいけない

と言
い
った場

ばしょ
所でした。

ラスカルはえさを隠
かく
すための新

あたら
しい場

ばしょ
所

を見
み
つけたのかな、とホリーは思

おも
いました。

ホリーが注
ちゅうい

意しながらその穴
あな

に近
ちか

づく
と、ラスカルはますます興

こうふん

奮してきまし
た。とつぜん、ラスカルの吠

ほ

える声
こえ

に混
ま

じって、小
ちい

さなクンクン鳴
な

く声
こえ

が聞
き

こえたよ
うな気

き

がしました。すぐにホリーは、ラス
カルが穴

あな

から、木
き

でおおわれた古
ふる

い井
い ど

戸
の中

なか

をのぞきこんでいるのだとわかりまし
た。彼

かのじょ

女はひざをついて、ゆっくりゆっく
りその穴

あな

のほうへはって行
い

きました。する
と、さっきの小

ちい

さなクンクン鳴
な

く声
こえ

が、キャ
ンキャンと興

こうふん

奮した声
こえ

に変
か

わったのが聞
き

こ
えました。

「ああ、ジガー！」ホリーは大
おおごえ

声で叫
さけ

び
ました。「か
わいそうに、
ジガー、す
ぐにもどる

から待
ま

ってて！」

ホリー は 穴
あな

から
注
ちゅうい

意ぶかくはってもど
り、全

ぜんそくりょく

速力でお兄
にい

さ
んのボブを探

さが

しに家
いえ

へ走
はし

りました。ホリー
は彼

かれ

の腕
うで

をつかんで
「早

はや

く！」と言
い

いました。「私
わたし

、ラスカルが
トースト２切

き

れをある穴
あな

の中
なか

に落
お

とすのを
見
み

たの。それって畑
はたけ

のすみっこにあるあ
の古

ふる

い井
い ど

戸なんだけど、ジガーがそこに
いるの！」

「それはかわいそうに！」と叫
さけ

んだボブ
は、上

うわぎ

着をつかむと、井
い ど

戸へと急
いそ

ぎました。

そこに着
つ

くと、ボブはホリーに「ここに
いなさい」と言

い

いました。「お兄
にい

ちゃんが
腐
くさ

った木
き

のふたをこわして、安
あんぜん

全に下
した

にた
どりつけるようにするから。」

ちびのジガーは、うれしさのあまり暴
あば

れ
ています。ボブは出

で き

来るかぎり手
て

をのばし
てはいます
が、それで
もジガーに
あと少

すこ

しだ
け届

とど

きませ
ん。

お話
はな

しひろば 

ラスカルと穴
あな

―パート 2
エイミー・シェラード
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「もし勇
ゆうき

気があるなら・・・」ボブはホリー
に言

い

いました。「僕
ぼく

が足
あし

をもっていてあげ
るから、おまえは下

した

に手
て

をのばしてジガー
をつかまえるんだ。そうしたら、いっぺん
に引

ひ

き上
あ

げるから。」ホリーは迷
まよ

いました。
でも、お兄

にい

さんを信
しんらい

頼してそうすることに
しました。ホリーが注

ちゅうい

意ぶかく縁
ふち

から穴
あな

へ
入
はい

っていく間
あいだ

、ボブは彼
かのじょ

女の足
あし

をしっかり
とつかまえていました。「うわ、ここ臭

くさ

い
わ！」ホリーはボブに言

い

いました。井
い ど

戸の
ふたの縁

ふち

からほこりや土
つち

がポロポロとふっ
てきてホリーの髪

かみ

に入
はい

るし、顔
かお

や服
ふく

にも落
お

ちてきましたが、彼
かのじょ

女は気
き

にとめませんで
した。

「たくさん骨
ほね

とかパンくずが落
お

ちてるけ
ど、ラスカルがさっき落

お

とした２枚
まい

のトー
ストは見

み あ

当たらないわね。」喜
よろこ

ぶジガーに
手
て

をのばしながら、ホリーはボブに言
い

いま
した。「もう少

すこ

しよ・・・あと、もうちょっと・・・
よし、つかまえたわ！さあ引

ひ

っ張
ぱ

って！」ホ
リーはボブに言

い

いました。まもなく、ホリー
とジガーは穴

あな

から抜
ぬ

け出
で

ました。２匹
ひき

の
犬
いぬ

は喜
よろこ

んでキャンキャン鳴
な

いています。

「ジガーが見
み

つかったわ！ジガーを見
み

つ
けましたよ！」ホリーは、ボブといっしょ
にクラークおばさんの家

いえ

へ走
はし

りながら叫
さけ

び
ました。裏

うらぐち

口のドアが勢
いきお

いよくあきました。
「ああ、ありがとう！本

ほんとう

当にありがとう！で
も、いったいどこで・・・？」

ジガーがクラークおばさんの顔
かお

を犬
いぬりゅう

流
のキスでなめまわしている間

あいだ

に、ホリーと
ボブは一

いっ き

気に話
はな

しました。ラスカルはうれ
しさのあまり、ほえたりキャンキャン鳴

な

い
たりしています。それからクラークおばさ

んがジガーに水
みず

をやると、ジガーは飲
の

ん
で、飲

の

んで、飲
の

みまくりました。

「つまり、ラスカルはいつもジガーに食
た

べ物
もの

を持
も

って行
い

ってあげてたのね！」ラ
スカルの顔

かお

を見
み

つめながら、ホリーは言
い

いました。「神
かみさま

様は、人
にんげん

間と同
おな

じように、
動
どうぶつ

物たちのことも見
みま も

守ってくださっている
のね！」

（終
お

わり）
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日
にちようび

曜日

ダビデがゴリアテを倒
たお
したので、サ

ウルは迷
まよ
わず、ダビデを軍

ぐんたい
隊の偉

えら

い地
ち い
位につかせることにしました。

ところが、人
ひとびと

々が自
じぶん

分よりもダビデを好
す

きになっていくのを見
み

たサウルは、どんな
気
きぶ ん

分になりましたか？サムエル記
きじょう

上 18:8-

9。

今
いま

や、サタンの霊
れい

はこれまで以
いじょう

上にサ
ウルの心

こころ

を占
せんりょう

領していました。ですからこ
んどは、ダビデのハープや歌

うた

も、助
たす

けに
なりませんでした。いつしかサウルは、ダ
ビデを抹

まっさつ

殺する〔消
け

し去
さ

る〕ことしか考
かんが

え
られなくなりました。サウルは何

なに

をしまし
たか？10-11 節

せつ

。

サウルは恐
おそ

れおののいていました。
神
かみさま

様はダビデを祝
しゅくふく

福し守
まも

ってくださるの
に、サウルを祝

しゅくふく

福し守
まも

ることはできなくなっ
ていたからです。12 節

せつ

。

どうして、こうなってしまったのでしょう？

神
かみさま

様がサウルから離
はな

れたのですか？それと
も、サウルが神

かみさま

様から離
はな

れたのですか？ど
ちらでしょうか？

今
いま

やサウルは、かれの兵
へい し

士の中
なか

でも最
もっと

も優
ゆうしゅう

秀で、最
もっと

も忠
ちゅうせい

誠なダビデを恐
おそ

れてい
ます。そこで、サウルは何

なに

をしましたか？

ねたみの恐
おそ

ろしさ

第
だい

13 章
しょう

子供のための日々の
聖書研究ガイド

「世
よ

には友
とも

らしい見
み

せかけの友
とも

がある。

しかし、兄
きょうだい

弟よりもたのもしい友
とも

もある。」

箴
しんげん

言 18:24

暗暗暗
あんしょうせいくあんしょうせいくあんしょうせいく

唱聖句唱聖句唱聖句
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13 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：神
かみさま

様はサウルに、ご自
じぶん

分
に信

しんらい

頼して従
したが

うことを選
えら

ぶチャンスを何
なん ど

度
もお与

あた

えになりましたか？こうなってしまっ
ても、サウルはまだ正

ただ

しい選
えら

びをすること
はできたはずでしょうか？はい、できるは
ずでした！神

かみさま

様はサウルを愛
あい

しておられま
したが、ご自

じぶ ん

分を愛
あい

してしたがうよう、だ
れかに強

きょうせい

制なさることはありますか？

月
げつようび

曜日

サウル王
おう
は、最

もっと
もすぐれた兵

へいし
士の

ひとりであるダビデを殺
ころ
したいと

思
おも
っていました。そして、ダビデはそれ

を知
し
ることになります。しかしダビデは、

神
かみさま
様が自

じぶん
分を守

まも
ってくださることも知

し
って

いました。そして、サウルが自
じぶん
分のことを

どう思
おも
っているかをわかっていてもなお、

ダビデはサウルに忠
ちゅうじつ
実で、神

かみさま
様に信

しんらい
頼し

つづけたのでした。サムエル記
きじょう

上 18:14。

サウルは、そのことを感
かんしゃ

謝すべきでした。
しかし感

かんしゃ

謝するどころか、どう思
おも

いました
か？イスラエルの人

ひとびと

々は、どう思
おも

いました
か？15-16 節

せつ

。

サウルのねたみは、大
おお

きくふくらむ一
いっぽう

方
でした。彼

かれ

が他
ほか

の何
なに

よりも望
のぞ

んだのは、ど
うにかしてダビデの命

いのち

をとることでした。
しかし、そのためには、ひじょうに注

ちゅうい

意ぶ
かく行

こうどう

動する必
ひつよう

要がありました。人
ひとびと

々は、
ダビデのことが大

だい す

好きでした。ですからサ
ウルは、自

じぶん

分がダビデを殺
ころ

したいと思
おも

って
いることを知

し

られないような方
ほうほう

法で、実
じっこう

行
しなければなりませんでした。一

いちばんよ

番良いと

思
おも

った方
ほうほう

法は、敵
てき

との戦
たたか

いでダビデを死
し

なせることでした。

またサウルは、もうひとつの計
けいかく

画もたて
ました。娘

むすめ

のひとりをダビデと結
けっこん

婚させ
れば、彼

かのじょ

女がダビデを殺
ころ

すための計
けいかく

画の
手
てだ す

助けをしてくれる、というものです。と
ころがサウルの娘

むすめ

は、サウルを手
てだ す

助けす
るどころか、ダビデを助

たす

けたのでした。愚
おろ

かなサウルは、かえって自
じぶ ん じ し ん

分自身をます
ます苦

くる

しい立
たち ば

場に追
お

いこんでいきました。
そうです。もっとも恐

おそ

るべき敵
てき

は自
じぶん じ し ん

分自身
だったのです。28-29 節

せつ

。

とうとうサウルは、自
じぶ ん

分のしたいことを
隠
かく

そうとするのをやめました。召
めしつか

使いたち
とヨナタンを呼

よ

び集
あつ

めてから、かれは何
なに

と
言
い

いましたか？サムエル記
きじょう

上 19:1。

ヨナタンは動
どうよう

揺したことでしょう。自
じぶ ん

分
の父

ちちおや

親が、大
たいせつ

切な友
ゆうじん

人を何
なに

の理
りゆ う

由もなく
殺
ころ

そうと計
けいかく

画しているのです。すぐにヨナ
タンは、ダビデに警

けいこく

告しなくてはいけな
いと思

おも

いました。それから彼
かれ

は、父
ちちおや

親を
説
せっとく

得するつもりでした。2-3 節
せつ

。

次
つぎ

の日
にち

、ヨナタンはサウルと話
はな

し、ダビ
デがどんなに忠

ちゅうじつ

実であったか、また主
しゅ

が
どれほど彼

かれ

を祝
しゅくふく

福しておられるかを思
おも

い
起
お

こさせました。ヨナタンはおそらく、ダ
ビデがサウルの義

ぎ り

理の息
む す こ

子であることも
覚
おぼ

えるようにうったえたことでしょう。サウ
ルはヨナタンに同

どうい

意しましたか？4-6 節
せつ

。

考
かんが

えてみよう：ヨナタンは、真
しん

の誠
せいじつ

実な
友
とも

でしたか？ダビデは、神
かみさま

様に信
しんらい

頼してい
ましたか？
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火
か よ う び

曜日

ヨナタンは父
ちちおや
親と話

はな
した後

のち
、ダビ

デはきっとこれから、サウルに殺
ころ

される心
しんぱい
配をしなくてすむようになると思

おも

いました。彼
かれ
はそう言

い
ってダビデに安

あんしん
心さ

せ、ダビデは以
いぜん
前と同

おな
じように、サウルの

手
てつだ
伝いをするために戻

もど
りました。サムエル

記
きじょう

上 19:6-8。

しかし、サウルの心
こころ

の奥
おくふか

深くでは、何
なに

も
変
か

わってはいませんでした。憎
にく

しみとねた
みがまだ心

こころ

に残
のこ

っていて、むしろこれまで
よりも大

おお

きくなっていました。召
めしつか

使いは、
サウルが苦

くる

しんでいることを知
し

っていたの
で、ダビデをつかわしてハープをひかせ、
サウルを落

お

ち着
つ

かせようとしました。この
時
とき

は効
こう か

果がありましたか？9-10 節
せつ

。

サウルの娘
むすめ

であり、ダビデの妻
つま

のミカル
は、何

なに

が起
お

きているのかを理
りか い

解しました。
彼
かのじょ

女はサウルの手
てだ す

助けをしましたか、そ
れともダビデを助

たす

けましたか？11―12 節
せつ

。

サウルがしようとしていたことについて
のミカルの警

けいこく

告〔気
き

をつけるよう知
し

らせる
こと〕は、正

ただ

しいものでした。ミカルのお
かげで、ダビデはあわやというところで逃

に

げることができました。それから彼
かのじょ

女は、
ダビデを捕

と

らえるためにサウルが送
おく

った
使
しし ゃ

者たちをある仕
し か

掛けでごまかして、うそ
を言

い

いました。13-14 節
せつ

。

サウルはますます怒
おこ

っています。彼
かれ

は使
つか

いの者
もの

たちに、ベッドごとでも何
なん

でもとに
かくダビデを捕

と

らえろ！と言
い

いました。ミカ
ルが彼

かれ

をだましたことに気
き

づいたとき、サ

ウルは彼
かのじょ

女に向
む

かってがみがみと文
もん く

句を
言
い

いました。彼
かれ

はもうこれまでになかった
ほどに、ダビデをこの世

よ

から消
け

そうという
決
けつ い

意に燃
も

えていました。逃
に

げたその夜
よる

か
ら、ダビデはサムエルといっしょに暮

く

らし
ているということを聞

き

きつけたサウルは、
ただちにダビデを捕

と

らえさせるための使
ししゃ

者
たちを送

おく

りました。しかし神
かみさま

様は、使
しし ゃ

者た
ちがダビデに危

きがい

害を加
くわ

えないようになさい
ました。３度

ど

も使
しし ゃ

者たちをつかわした後
のち

、
サウル自

じしん

身も出
で

かけて行
い

きました。それで
も神
かみさま

様がダビデを守
まも

ってくださったので、
サウルは彼

かれ

を殺
ころ

すことができませんでし
た。

考
かんが

えてみよう：この時
じて ん

点でダビデは、サ
ウルが自

じぶん

分を殺
ころ

そうとするのを止
と

められる
ものは何

なに

もないと悟
さと

りました。ダビデは、
神
かみさま

様に信
しんらい

頼しつづけようとしていました
か？あなたなら、神

かみさま

様が守
まも

ってくださると
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信
しん

じつづけたでしょうか？

水
すいようび

曜日

ダビデはサムエルのもとを去
さ
って、

親
しんゆう
友であるヨナタンに会

あ
いに行

い
き

ました。なぜサウルが自
じぶん
分を殺

ころ
そうと決

き

めたのかを知
し
りたいと思

おも
いました。サムエ

ル記
きじょう

上 20:1。

ヨナタンは、まず息
むすこ

子である自
じぶん

分に話
はな

さ
ずに、サウルがそんな恐

おそ

ろしいことをする
はずはないだろうと思

おも

っていました。彼
かれ

は
ダビデに、心

しんぱい

配する必
ひつよう

要はないといって、
できるだけ安

あんしん

心させようとしました。2 節
せつ

。

しかしダビデは、ヨナタンと自
じぶん

分が親
しんゆう

友
であることをサウルは知

し

っているので、ヨ
ナタンには本

ほんとう

当のことを言
い

わなかったのだ
と思
おも

いました。そこで、どちらの言
い

い分
ぶん

が
正
ただ

しいかを突
つ

き止
と

めることにしました。ふ
たりは、どのような計

けいかく

画をたてましたか？
3-7 節

せつ

。

それからふたりは、ヨナタンと父
ちちおや

親との
間
あいだ

に起
お

こったことをダビデに知
し

らせる方
ほうほう

法
の打

う

ち合
あ

わせもしました。新
しんげつ

月の祭
まつ

りの後
のち

に、ヨナタンは少
しょうねん

年といっしょに野
のは ら

原へ出
で

かけ、弓
ゆみ

で矢
や

を射
い

る練
れんしゅう

習をすることにしま
した。その間

あいだ

、ダビデはすぐ近
ちか

くに隠
かく

れ
ていて、ヨナタンが少

しょうねん

年に話
はな

すことを聞
き

い
て、何

なに

が起
お

きたかを知
し

るというわけです。
それからふたりは、たとえ何

なに

が起
お

ころうと
も、互

たが

いに真
しんじつ

実の友
とも

でありつづけようと、
真
しんけん

剣な誓
ちか

いを交
か

わしました。

新
しんげつ

月の祭
まつ

りの初
しょにち

日、食
しょくじ

事の席
せき

にダビデ
がいないのは、何

なに

かやむをえない事
じじょう

情が

あるからだろうとサウルは思
おも

っていました。
ところが、ダビデが２日

つかめ

目にも姿
すがた

を現
あらわ

さな
かったので、サウルは理

りゆ う

由を知
し

りたがりま
した。ヨナタンは、故

ふるさと

郷に帰
かえ

ってもよいと
の許

きょか

可をダビデに与
あた

えたと答
こた

えました。す
るとサウルは、息

むす こ

子に向
む

かって怒
いか

り出
だ

しま
した。31-33 節

せつ

。

ヨナタンはショックを受
う

け、ひどくうろた
えました。結

けっきょく

局、ダビデの言
い

ったとおりで
した。そして彼

かれ

は、すぐに食
しょくたく

卓を離
はな

れま
した。34-35 節

せつ

。

次
つぎ

の朝
あさ

、ヨナタンと少
しょうねん

年は野
のは ら

原へ出
で

か
けました。ダビデは近

ちか

くに身
み

をひそめて、
耳
みみ

をすましています。ヨナタンが少
しょうねん

年に
言
い

ったことを聞
き

いたとき、ダビデの心
こころ

は沈
しず

みました。新
しんげつ

月の祝
しゅくえん

宴で何
なに

が起
お

こったか
を悟
さと

ったからです。39-42 節
せつ

。

このふたりの友
とも

だちは、いつかまた会
あ

え
る日

ひ

がくるのかどうか、わかりませんでし
た。ヨナタンは家

いえ

へもどりました。ひとり
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ぼっちになってしまったダビデは、サウル
に見

み

つからないように生
い

きていかなけれ
ばなりません。

考
かんが

えてみよう：ダビデはそれでも、神
かみさま

様
に信

しんらい

頼しつづけるつもりでしたか？

木
もくようび

曜日

聖
せ い

書
しょ
の物
ものがたり
語について言

い
えるすばらし

い事
こと
のひとつは、物

ものがたり
語すべてが

実
じっさい
際にあったお話

はなし
だということです。他

ほか
の

多
おお
くの物

ものがたり
語のような作

つく
り話
ばなし
ではありませ

ん。聖
せいしょ
書の物

ものがたり
語は、よい選

せんたく
択〔選

えら
ぶこと〕

とまちがった選
せんたく
択、また良

よ
い人
ひと
たちでさえ

まちがった選
せんたく
択をするということを、私

わたし
た

ちに語
かた
っています。

サタンはダビデをがっかりさせて、彼
かれ

が
以
いぜ ん

前ほど神
かみさま

様に信
しんらい

頼しなくなるように、手
て

をつくしていたと思
おも

いますか？時
ときどき

々ダビデ

は、神
かみさま

様をとても愛
あい

していたのにもかかわ
らず、信

しんらい

頼するのを忘
わす

れることがありまし
た。

ダビデはヨナタンと別
わか

れた後
あと

、シロの
幕
まく や

屋が移
うつ

された先
さき

のノブの地
ち

へ行
い

きまし
た。そこの祭

さい し

司は、ダビデが今
いま

でもサウ
ルの特

とくべつ

別な助
たす

け手
て

であると思
おも

っていまし
た。ダビデはそこへ着

つ

くと、祭
さいし

司に、自
じぶん

分
がサウルから逃

に

げている身
み

であることを言
い

わずに、サウルの秘
ひみ つ

密の使
つか

いで来
き

たと告
つ

げたのでした。

祭
さ い し

司から食
た

べ物
もの

をもらったとき、ダビ
デはそこにサウルの召

めしつか

使いのドエグもい
ることに気

き

づきました。その後
のち

ドエグは
サウルに、ダビデを見

み

かけたことを報
ほうこく

告
します。サウルは、祭

さい し

司がダビデの味
みか た

方
についたと思

おも

いこみ、ドエグに祭
さ い し

司とそ
の家

かぞくぜんいん

族全員を殺
ころ

すように命
めいれい

令したのです。
逃
に

げたひとりの息
むす こ

子をのぞいて、祭
さい し

司の
一
いちぞくぜんいん

族全員が命
いのち

を失
うしな

いました。ダビデはこ
れを聞

き

いて、悲
かな

しみと後
こうかい

悔におそわれま
した。彼

かれ

が神
かみさま

様に信
しんらい

頼して本
ほんとう

当のことを
話
はな

してさえいれば、こんなことにはならな
かったのです！

ダビデはその後
あと

どこへ行
い

きましたか？そ
してこの時

とき

は、だれといっしょにいました
か？サムエル記

きじょう

上 22:1-2。

当
とうぜん

然のことながら、ダビデは自
じ ぶ ん

分の
家
か ぞ く

族の心
しんぱい

配をしていました。家
か ぞ く

族の者
もの

が、サウルによって危
きが い

害を受
う

けてほしくは
なかったからです。しばらくの間

あいだ

、家
かぞ く

族を
どこに住

す

まわせようと決
き

めましたか？3-4

節
せつ

。

モアブの地
ち

は、ダビデのひいおばあさ
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んであるルツの生
う

まれ故
こきょう

郷です。しばらく
の間
あいだ

、ダビデと部
ぶ か

下の者
もの

たちはそこにとど
まりました。しかし神

かみさま

様が預
よげんしゃ

言者を送
おく

り、
ダビデにユダの地

ち

へ帰
かえ

るように告
つ

げると、
ダビデはそれにしたがいました。5 節

せつ

。

考
かんが

えてみよう：サウルに追
お

われる生
せいかつ

活が
終
お

わる日
ひ

がくるのかどうかダビデがうたが
い始

はじ

めたのはなぜか、あなたにはわかり
ますか？次

つぎ

の王
おうさま

様としてダビデに油
あぶら

を注
そそ

い
だことを、神

かみさま

様はお忘
わす

れになったのでしょ
うか？

金
きんようび

曜日

サウルはイスラエルの人
ひと
たちに、ダ

ビデを敵
てき
だと思

おも
い込

こ
ませようとし

ましたが、人
ひとびと
々はそれが真

しんじつ
実でないと知

し
っ

ていました。しかし、ダビデと仲
なかま
間たちが

どこに隠
かく
れているかをひそかに見

み は
張る役

やく

を進
すす
んでする者

もの
は、いつも必

かなら
ずいました。

森
もり
の隠
かく
れ家

が
で、ヨナタンがダビデと仲

なかま
間

たちを見
み
つけたとき、ダビデはどんなにう

れしかったことでしょう！ふたたび話
はなし
をする

ことができ、ヨナタンはダビデに、神
かみさま
様を

信
しんらい
頼しつづけるよう励

はげ
ましました。ヨナタ

ンは家
いえ
へ帰
かえ
りましたが、ダビデはサウルに

見
み
つからないようそのまま隠

かく
れていました。

サムエル記
きじょう

上 23:16-18。

ある時
とき

、サウルはダビデを捕
と

らえようと
山
やま

に登
のぼ

り、道
みち

のそばにある洞
どうくつ

窟を見
み

つけ
ました。彼

かれ

は兵
へい し

士たちを置
お

いて、たったひ
とりでその洞

どうくつ

窟へと入
はい

って行
い

きました。ま
さにその洞

どうくつ

窟のずっと奥
おく

の暗
くら

い所
ところ

に、ダ
ビデと仲

なか ま

間の男
おとこ

たちが隠
かく

れていることを、

サウルは知
し

りませんでした！

サウルを見
み

たダビデの兵
へい し

士たちは、と
ても興

こうふん

奮しました！ダビデがサウルを殺
ころ

す
絶
ぜっこう

好の機
きかい

会です。しかし、本
ほんとう

当にそうなり
ましたか？サムエル記

きじょう

上 24:4-7。

サウルが洞
どうくつ

窟を出
で

た後
あと

、ある程
ていどはな

度離れ
たところでダビデは何

なに

をしましたか？8-9

節
せつ

, 16-18 節
せつ

。

サウルの約
やくそく

束を信
しん

じられたら、とダビデ
はどんなに願

ねが

ったことでしょう！けれども彼
かれ

は、サウルがすぐ心
こころが

変わりするのを知
し

っ
ていました。それでダビデと仲

なか ま

間たちは、
隠
かく

れて逃
に

げ回
まわ

る生
せいかつ

活をつづけなければな
りませんでした。

サムエルが死
し

んだという知
し

らせを聞
き

い
たダビデは、悲

かな

しみにくれました。彼
かれ

は、
父
ちちおや

親のようにかわいがってくれたサムエ
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ルを愛
あい

していました。しかし、あえて葬
そうしき

式
へ行

い

くことはしませんでした。サムエルが
もうこの世

よ

にはいないことを知
し

ったダビデ
は、これまでになかったほどの孤

こどく

独を感
かん

じ
ていました。

考
かんが

えてみよう：サウルを簡
かんたん

単に殺
ころ

すこと
のできたチャンスは、いちどだけではあり
ませんでした。ダビデがそうしなかったこ
とを、あなたはうれしく思

おも

いますか？サウ
ルは自

じぶ ん

分が間
まち が

違っていたと認
みと

めましたが、
本
ほんとう

当に悪
わる

かったと感
かん

じていたのでしょう
か？あなたはどう思

おも

いますか？

もっともっともっと学学学
まなまなまな

ぼう！ぼう！ぼう！

★サムエル記
きじょう

上 18:9-16;19:1-

21:9; 22:1-23; 24:1-25:1

★人
じんるい

類のあけぼの 64 章
しょう

-65 章
しょう

(p.344 まで )
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テッドは、お母
かあ
さんと買

か
い物
もの
に出

で

かけるのが大
だいす
好きでした。彼

かれ
は、

お母
かあ
さんが食

しょくりょうひん
料品を選

えら
んでいるそばで、

通
つうろ
路にそって買

か
い物
もの
カートを押

お
すのが

好
す
きでした。

ある日
ひ

のこと、食
しょくりょうひん

料品ではあ
りませんが、あるすてきな物

もの

を
見
み

つけました。それは大
おお

きな
入
い

れ物
もの

にいっぱいの、動
どうぶつ

物の
顔
かお

が描
か

かれた風
ふうせん

船です。テッ
ドはそれを指

ゆび さ

差しながら笑
わら

いま
した。

「ねぇお母
かあ

さん、お願
ねが

いだからひと
つ買

か

ってくれない？」テッドはおねだりし
ました。でも、お母

かあ

さんが風
ふうせん

船なんかに
使
つか

うお金
かね

はないことを知
し

っていました。

お母
かあ

さんはちょっと考
かんが

えてから、こうた
ずねました。「どれが欲

ほ

しいのかしら？」テッ
ドはいろんな風

ふうせん

船をよく見
み

ながら、ワクワ
クしています。そしてやっとのことで、か
わいらしいうさぎの顔

かお

の風
ふうせん

船を選
えら

びまし
た。お母

かあ

さんはテッドがそれを他
ほか

の風
ふうせん

船
の間
あいだ

から取
と

り出
だ

すのを手
てつ だ

伝って、買
か

い物
もの

カートの持
も

ち手
て

に風
ふうせん

船を結
むす

びつけてくれま
した。「お金

かね

を払
はら

うまでは、これはまだ私
わたし

たちの物
もの

ではないのよ。」お母
かあ

さんはテッ
ドに言

い

ってきかせました。

「ぼうや、今
いま

すぐこれを手
て

に持
も

ちたい
の？」と会

かいけい

計の女
おんな

の人
ひと

がたずねました。そ
してテッドは礼

れいぎただ

儀正しくお礼
れい

を言
い

いなが
ら、夢

むちゅう

中で風
ふうせん

船をとりました。

「しっかり捕
つか

まえておくのよ。」
お店

みせ

を出
で

るときに、お母
かあ

さ
んはテッドに注

ちゅうい

意しました。
「外

そと

はものすごく強
つよ

い風
かぜ

が
吹
ふ

いているからね。」

テッドはとても注
ちゅうい

意して
風
ふうせん

船をつかんでいました。
ところがどうしたことか、ふ
たりが車

くるま

に乗
の

ろうとしたちょう
どその時

とき

、風
かぜ

が吹
ふ

いてテッドの
手
て

から風
ふうせん

船をすくい上
あ

げ、風
ふうせん

船は道
どう ろ

路
の方

ほう

へふわふわと飛
と

んでいってしまっ
たのです。テッドは風

ふうせん

船を追
お

いかけよ
うとしましたが、お母

かあ

さんが彼
かれ

をつか
まえて引

ひ

きもどしました。そうしないと、
テッドが車

くるま

にひかれてしまいそうだか
らです。

風
ふうせん

船が車
くるま

に当
あ

たってはポンポンはず
んでこえていき、ついには通

とお

りの向
む

こう側
がわ

へと飛
と

んでいくのを見
み

たとき、テッドは泣
な

き出
だ

したい気
き も

持ちでした。

「お母
かあ

さん、ねぇお願
ねが

い、今
いま

なら絶
ぜったい

対とっ
てこれるから。」テッドは必

ひっ し

死でお願
ねが

いし
ました。それでお母

かあ

さんが車
くるま

を向
むこ

うがわ

お話
はな

しひろば 

風
ふうせん

船
エイミー・シェラード
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へとまわすと、風
ふうせん

船がガソリンスタンドの
給
きゅうゆ

油ポンプのところを飛
と

び回
まわ

っているでは
ありませんか。ところが、車

くるま

がガソリンス
タンドに来

く

るまでに、風
ふうせん

船はまたしても飛
と

び立
た

ってしまいました。風
ふうせん

船は別
べつ

の通
とお

りを
横
よこぎ

切って、せまい路
ろ じ

地に入
はい

っていきました。

お母
かあ

さんが車
くるま

を路
ろ じ

地へ入
い

れると、テッ
ドは車

くるま

からぴょんと飛
と

び出
だ

して風
ふうせん

船を追
お

いかけました。風
ふうせん

船は、はずんで空
くうちゅう

中に
舞
ま

っては地
じめ ん

面に落
お

ちるのを繰
く

り返
かえ

していま
す。それから、あとちょっとで風

ふうせん

船をつか
まえそうになったときに、風

ふうせん

船はフェンス
をこえて知

し

らない人
ひと

の庭
にわ

へと入
はい

って行
い

きま
した。テッドが走

はし

って門
もん

から庭
にわ

へ入
はい

ると、
小
ちい

さな男
おとこ

の子
こ

が風
ふうせん

船をつかまえようとして
いました。男

おとこ

の子
こ

は満
まんめん

面に笑
え

みを浮
う

かべ
ています。「見

み

て、空
そら

からちょうどここにお
りてきたんだよ！」男

おとこ

の子
こ

は慎
しんちょう

重に風
ふうせん

船を
とりながらテッドに言

い

いました。

テッドはもう少
すこ

しで「それ、僕
ぼく

の風
ふうせん

船な
んだよ！」と言

い

いそうでしたが、何
なに

かが彼
かれ

を引
ひ

き止
と

めました。「僕
ぼく

、今
いま

までいちども
風
ふうせん

船を手
て

にしたことがなかったけれど、こ
の風

ふうせん

船は天
てん

からここにおりてきてくれたん
だ！」と、男

おとこ

の子
こ

はテッドに言
い

いました。「マ
マに見

み

せてくる。これかわいいでしょう？」
男
おとこ

の子
こ

の目
め

はキラキラと輝
かがや

いています。

テッドの心
こころ

の中
なか

は、ふしぎな気
き も

持ちで
した。「たしかにかわいいね」と答

こた

えまし
た。そして大

おお

きく息
いき

をついてから、こうつ
け加
くわ

えました。「この風
ふうせん

船で、君
きみ

がすてき
な時

じか ん

間を過
す

ごせるといいね。」テッドは車
くるま

にもどりながら、振
ふ

り返
かえ

って男
おとこ

の子
こ

にほほ
笑
え

み、手
て

をふりました。テッドが自
じぶん

分のし

たことを話
はな

すと、お母
かあ

さんはとても喜
よろこ

んで
くれました。他

ほか

に、だれが喜
よろこ

んでくれたと
思
おも

いますか？

（終
お

わり）




